































































































フェイト／レクイエム




1 「星巡る少年」
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角川ｅ文庫









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■プロローグ









　私はなんか〝死しに神がみ〟って呼ばれてて。

　この仕事で感謝をされたのは、たった一度きり。




　───サイアクだった。これはサイアクの夜。

　追っ手たちはまたもやその数を増やしていた。

　というか、バンバン分裂してた。

　人間を部品ごとに分別するのが生き甲斐の、すばしこい魔物たち。

　倒しても倒しても湧いてくる。

　自分にセットした《身体強化》の効力はとっくに消失してる。

　あれだけ蓄えておいた、魔力を備蓄した呪じゅ物ぶつも放出し尽くした。

　強化された視力も心肺機能も、その他諸々まとめて、とにかくずたずたに疲れきって人並み以下だ。

　頼れるとするなら、あとは私の頼りない肉と骨、腑ふと臓ぞう。十四年間、なんとか五体満足でいられたこの身体。

　それと、後悔の針で心臓に刻まれた教訓だけ。

　皮膚をくまなくコートする《物理障壁》も基底値まで減げん退たいしてる。いい一撃をくらえば、私は砕け散る。床に落としたお皿みたいに。

　でなくたって、今夜はなにかサイアクなことが待ち構えている。

　その予感があった。




　私は泥水をかぶり、回収前のゴミにまみれて、路地裏をかけずりまわる。

　神かん田だ明みょう神じんから伸びる参道。幾重にも枝分かれした狭くて急な石段を、私は転がり落ちていく。

　先に立つ二人の男たち、招かれざる客の尻を何度も蹴り飛ばしながら。

「うえっ、波は止と場ばはまだかぁい？　もう心臓が破れて死にそうなんだがな！」

　情けなく男があえぐ。

「死なないっての！　長生きしてるなら、それなりの知恵をさずけてよ。それも無いなら、だまって走って」

「おいおいおいおい、俺がだまりこくる時なんてそれこそお陀だ仏ぶつの時だってーの。しゃれこうべになったって、カタカタ歯を鳴らしまくる。だろ？」

「縛りつけてやるから、その顎あごを。針金でグルグル巻きに！」

　何十回目だろう、こいつの不死人ジョーク。ほんとムカつく。

　どうせ切り刻んだって銃弾を撃ち込んだって死にはしないくせに。

　そのわりに、見た目のボロボロさ加減では、もう私といい勝負だけれど。

　いまどき〝不死〟なんてぜんぜん珍しくはないのに、わざと私に聞かせている。底意地の悪いやつ。だいたい、ユダヤ人のくせしてオダブツとか、なんなの？

「とにかく急いでったら！」

「───ああ」

　もう一人の男が頷く。

　曲がり角で足を滑らせた相棒のベルトを、ヨットのロープ、帆足綱ジブシートのように事も無げに摑んで引き戻しながら。

「船ふな溜だまりにたどり着きさえすれば、俺たちの勝ちだ」

　ばさばさの黒髪と、よれた無精ひげからは、海原うなばらの匂いがした。

　この街のまがい物の自然とは違う。彼の魂に刻み込まれた、本物の海風と日差しの匂いが。

「うん。期待してる、〝船長〟」

「…………」

　返答は沈黙。

　彼と、彼のパートナーとの明暗の差には、いまだに面食らう。

　海の男は無駄話はしないってこと？　そうは思わない。私はただ信用されていないだけ。

　絵に描いたようなこの質実剛健な海の男を、敵に回すことがなくてよかった。そうなる局面は高い確率であったのだから。

　それに……彫りの深い眼窩の奥にある灰色の瞳は、案外、可愛かったから。




　当たり前だけど〝船長〟の本領テリトリーは海にある。陸上では彼の力は十分に発揮はできない。だからこそ私たちは波止場へ向かって急いでいる。

　追っ手の魔物どもの本来の狙いは私じゃない。同伴するこの二人の男が標的だ。

　今回の私の〝仕事〟の保護対象者。

　一人は召喚に応じた英霊───そう《サーヴァント》。降霊魔術の結晶だ。

　もう一人は人間───をやめてしまった人間。

　街の人々いわく、街に暮らすサーヴァントたちは無害で安全。

　でもそう信じているのは市民だけ。それはそれで平穏で幸せなことだけれど。

　だから彼らの日常と幻想を維持するために、私のような、忌み嫌われる務めを果たす者がいる。

　この手で、サーヴァントを、殺す仕事を───。




　あの女も、そう。

　そうやって適切な処理を済ませた一人になった。

　名前は《クンドリー》。愛に狂った、異教徒の女。

　その怨念の残り香が、始末したはずの敵の強烈な呪詛が、おそろしく周到な罠たちがまだ生きのびていてどこまでも追いかけてくる。

　あの小鬼たちだ。

　この街に浸しん透とうする魔力をむさぼりながら、しつこくどこまでも。

　騎馬を駆ってあらわれたのは予想の範囲内だ。けれど、クンドリーがあんな召喚魔術を会得していたとは予想外だった。検索した文献には無かった情報だ。

　クンドリーの呼び出した魔物は小鬼〝グレムリン〟。魔術の世界では新参者の、現代的な魔物だ。

　機械や電装品に宿る、この街にはふさわしい魔物だと思う。

（剝き出しの霊脈に群がる害虫たち……効率はいいか）

　感心してる場合じゃない。つい数分前には私の指は奴らに食いちぎられそうになったんだから。

　そんな苦労もこの二人の男を船出させてしまえば終わる。

「そう、そっち、その水路へ降りて！　脇道が波止場まで続いている」

「あーあー、一本道かあ。やだねえ。ぞっとしないねえ」

　男は緊張感を漂わせるふりすらしなかった。

　うっすらと水が張ったコンクリの脇道。

　潮目は引き潮だ。ならば出港にはふさわしい時刻のはず。

「よかったじゃないか、死神のお嬢さん。これで晴れて俺たちを追い出せるってわけだ」

「そうよ、その通り。せいせいする」

「さすが死神、容赦ないね。ヘンドリックの嫁取りはまたもや失敗、と。また七年後のビッグチャンスにご期待くださいって？」

　お喋り男が相棒の背中をちらりと見る。その寡黙な背はすこしだけ気落ちしているように見えた。

　七年。七年後。約二千五百日？　不死人の感覚ではどうか知らないけれど、私にとって七年後は、とほうもなく遠い、真っ黒な雲の向こう、本当にやって来るかどうかもわからない世界の名前だ。

「その件は……その、悪かったとは思ってるけど」

「なあに、また俺がこいつのご機嫌取りをするさ。とはいえ居心地のいい街だったのになあ。騒がしくて、狂っていて、ほどよく俺たちを無視してくれて」

「……ふうん」

　でも、あなたたちがいると、その保証は失われてしまう。

　だからこれは、仕方の無いことなんだ。

　波止場に泊まるヨットの帆が見えてきた。つい安堵の息をつきたくなる。

　だめだ。冷静さを手放してはいけない、常に。

　従しょう容よう不ふ迫はく。従容として迫らず───先生から教わった言葉だ。

　冷静さは感情を否定しない。ただ受け入れる。

　怒りも、悔しさも、苦痛も、恐怖も、みんな、みんな受けとめる。

　彼らを拒絶せずに、なじみ深い隣人として迎えなければ。

　でなければ、一歩離れて自分を客観的に見つめることは出来ない。

　その信条プリンシプルのおかげで、私は何度も命を救われてきたのだから。





＊






　波止場に着き、運良く施せ錠じょうのされていない船を見つけた。

　彼ら二人が乗りこめば、もうそれだけで満員となる手て狭ぜまな手漕ぎボート。

「こ……こんな小舟で大丈夫なの？」

「これでいい」

　そう言い捨てる船長は、別のヨットから二本の櫂オールを調達してきた。

　とてもこれから外そと海うみへと繰り出す旅支度には見えない。

　ともあれ、少なくとも彼らは感傷にひたって時間を無駄になどはしなかった。

　私はボートの罠の有無を念入りに調べ、周囲に目を光らせて追っ手の気配をさぐる。

　深夜の神田川。おだやかな水面に、ネオンの灯りがゆらゆらと反射する。

　波止場の周囲は無人で、水上バスの船影も無く、市民が巻き込まれる心配は無さそうだ。

「そんじゃまあ、お別れだな。愛らしい死神のお嬢さん」

　彼らはすでにボートに乗り込んだ。桟橋の先端で見送る私に、荒っぽく投げつけられたもやい綱を抱き留める。

「俺はべつに、きみなんか殺しちまってさあ、しばらくこの街に居座ってやってもよかったんだけどねえ」

「……はい、わかっています。〝船長〟が出立を望まれたから。あなたは彼の意思を尊重しただけ。そうなんでしょう、アハシェロス……さん。あのメトセラやノアよりも長生きをしてきた、人類最長命のひと」

　彼は不敵に笑いながら首を振った。隣りに座る〝船長〟は、桟橋の柱を突いて船の向きを変える。会話にも加わらぬまま、両手で櫂を握り直し、力強く漕ぎ始める。

「買いかぶりだねえ。知ってんだろ？　神に背そむいた死に損ぞこない野郎は俺だけじゃないさ。こんな世の中になっても、まだまだあちこちにバケモノはいる。それに、このモザイク市で生まれた新世代のきみだって、本当に人間だって言えるのかよ？　ねえ、どうなんだそのへんさ？」

　桟橋から離れ、水面を滑り、ぐんぐんと小さくなっていく小舟。

　私は屈辱を平常心の下に差し込んで、餞せん別べつの言葉を告げるのがせいいっぱいだった。

「アハシェロス……伝説の《さまよえるユダヤ人》！　あなたの安住の地が見つかるように祈ります！」

　伝説の不死人は、だらしなくボートに寝そべり、ぷらぷらと手を振り返す。

　私はもっと、あなたと話がしたかった。あなたの生き様を知りたかった。

　彼はただ嘲ちょう笑しょうだけを返す。かつて、あの人へと向けたのだろう残酷な笑いを。

「ばぁぁぁっか、安住の地なんかあるもんかよ！　どこまでいっても地獄、地獄、地獄さ。まったく……とことん俺たちの逗とう留りゅうの邪魔をしてくれたきみに、礼を言う筋合いなんか無いけどさ、俺は見苦しいものが三度のベーグルよりも嫌いでね！　老人から一つだけ知恵を授けよう！」

　神田川の流れにようやく乗り、遠ざかっていくボートから彼は叫ぶ。

「───人生を楽しめよ！　それが、かっこよく生きるってことだろ？」

　なんて笑顔。最後まで戯れ言だ。

「…………ムリだよ……」

　そんなジョークは聞きたくなかった。

　それが最古参の先輩からの有り難い箴しん言げんだとしても。

　楽しもうとして、あっけなく死んでいった人たちを幾人も知っている。

　痛かろうとも、苦しかろうとも、それが何だって言うんだ。

　私は死にたくない。




　首筋が総毛立つ。

　小鬼たちが距離を詰め、この場に追い着いたのだ。

　悪寒に数秒遅れて到来したアスファルトをかきむしる爪音。無数の金切り声。

　波止場の物陰から一斉に現れた魔物たちが、停泊する船の甲板を跳ねていく。

「まだ、こんなに……！」

　もはや小鬼たちは私には目もくれず、ぱしゃぱしゃと水面を駆けてアハシェロスたちに追いすがろうとする。

　たとえ一匹ずつが非力でも、これだけの群れがボートに押し寄せれば、あっという間に沈没してしまう。

　窮きゅう地ちに戦慄しながらも、私は奥の手の《魔弾フライシュッツ》を小鬼の先陣に狙い定め、同時に警告を飛ばした。

「〝船長〟！」

　ところが警告よりも先に、彼は櫂をアハシェロスに押しつけると、不安定なボート上で立ち上がった。ヒュウと大きく息を吸い込む音がした。

「ヨォーホ、ホォーホエー！　ホヨォーホォーホエー！」

　長き沈黙から目覚めたかのように、彼は叫んだ。いや、高らかに唄っていた。

　厚い胸板にふさわしい雄々しく音ね太ぶとい声量で。

　それは船乗りたちの歌。本物の海の男が口ずさむ艪ろ歌かだった。

　そして───私は見た。

　無造作に頭上に掲げられたアハシェロスの細い腕、その左手の甲に、にぶく赤く輝く、特徴的な文様が浮かび上がる瞬間を。

「出航だ、ヘンドリック。またしばらくは陸地とお別れだぜ？」

「フィーサッ！」

　契約主マスターから、サーヴァントへ。

　魔術の秘儀《令れい呪じゅ》をもって命じられた采さい配はいに、〝船長〟が鋭敏に応じる。

　吹き鳴らされた指ゆび笛ぶえは、波止場の隅々にまで響き渡った。

　空間を歪ひずませる、濃密な魔術の衝撃が、私の頰を打つ。

「錨いかりを揚げろ！　帆を張れ！　見張りを立てろ！　俺たちは海に出ねばならぬ！　止むことの無き嵐の海へ！」

　矢継ぎ早の〝船長〟の呼びかけに、水底から声たちが応えた。

『フイィー！』

　骨のきしみと聞き紛まごう、おぞましい笑い。そしてまたしても届く歌声。

『ハ！』『ハ！』『ハ！』『ハ！』

『あんたの花嫁はどこだ？　船長！』

『陸おかの酒をよこせ！　喉の焼けるような火酒ガイストはどこだ？　船長！』

『フイーサ！　フイーサ！　フイーサ！』

　ボートの下で青白い人ひと魂だまの一群が渦巻く。

　その一方で、魔術の発露にもたじろぐことなく水面を走り、猛然と距離を詰めていた小鬼たちが、警戒の叫びをあげうろたえた。

　赤き布の先端が水中より鋭く立ち上がる。その布は、今まさにボートに手をかけようとしていた小鬼を文字通り切り裂いた。

　水中から現れたのは、真紅に染められた帆布だった。

　ボートを押しのけ黒い柱が水中から伸び上がる。

　待ち構えていたかのように、二人は即座にボートを捨て、黒い柱へと飛び移った。

　神田川の川かわ面もが広く盛り上がり、悠然と、その巨大な船体が姿を現した。

　───帆はん船せんだ。

　大航海時代の大西洋を切り開いた、オーク造りの帆船ガレオン。

　船首から威い嚇かくするように突き出す斜檣バウスプリット。ゆるやかに湾曲した重厚なる船体。砦のごとく周囲を威圧してそびえる船尾楼。

　夜空に深く突き刺さる三本マストにひるがえりしは、鮮血に染められた帆布。

　サーヴァント《さまよえるオランダ人》の所持する、至極の《宝具》。

「あれが、さまよえるオランダ船、フライング・ダッチマン……！　嵐の海をさまよい続ける呪われた幽霊船……」

　規格外の魔術の顕現けんげんを目の当たりにした私の頰はじんとしびれた。

　伝承通りの赤き帆布、漆黒の船体の姿にうちふるえた。

〝船長〟───すなわち、さまよえるオランダ人と運命を共にする、決して安息を与えられることのない幽霊船。

　桟橋に打ち寄せた高波に足下をすくわれそうになりながらも、強い霊気をまとい出現した船の偉容から、私は目を離せなかった。

　帆布の攻めを逃れた小鬼たちが、執拗に船体に取り付こうとする。

　けれど、その勝手な乗船を決して許すことなく、人魂は水夫の亡霊の姿に変じて、次々と甲板に降り立ち、腰の船刀カットラスを抜き払う。まるで遊園地のアトラクションだ。

　彼らもまたフライング・ダッチマン号に呪いで縛りつけられた者たちだった。おそるべき宝具の一部。その刀に慈悲などあるわけがない。

『ハ！』『ハ！』『フィ──ッサ！』

『くだらねえ魔物どもだ。砲ミニオンをぶっ放すほどもねえ！』

『もっと血をよこせ、船長！』『フイーサ！』

　陸おかでさんざん苦しめられたのが噓のように、圧倒的な優位でこの白兵戦はけりがついた。

　アハシェロスは高みの見物。それが正しいマスターの態度だとしても、どうしても苛ついてしまう。

　グレムリンの最後の一匹は〝船長〟自身の櫂の一撃で叩き潰された。

「無駄口を叩くな水夫ども！　さあ沖へ向かえ！」

〝船長〟が再度出航の合図を飛ばす。

　彼が櫂で示した夜の水平線には稲妻がまたたき、雷鳴がかすかに響いていた。彼らがこの街に来訪した時と同じだ。嵐の海がまた彼らを待ち構えていた。

　張り巡らされたセイルに風をはらみ、幽霊船は征く。

　小さくなり、夜闇に溶けゆく船影。

　青白くゆらめく亡霊たちの歌だけが、無人となった波止場に残響した。

『ダライス、ニヒト、イージカイト───

　ダライス、ニヒト、イージカイト───』

　教室のライブラリで視聴した覚えがあるその文句を、私もふと口ずさんでいた。

「〝ダライス……ニヒト……イージカイト〟───

〝魔王の呪いを受けた帆だもの……この世の終わりまで、裂けることなし〟……」

〝船長〟の姿はもうここからは見えなかった。

　船尾楼にもたれ立つ細い人影だけが、ただ一人、最後まで、手を振るでもなく、この街の人灯りをじっと見返していたようだった。
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　嵐は遠ざかり、波止場は静けさを取り戻した。

「はぁ……」

　彼らの出帆を見届けてもなお、私はなかなか動くことができなかった。

　疲労に打ちのめされた脱力感もある。けれどなによりも、彼らと過ごした数日間の記憶を、否応なく振り回された心の動きを、しっかりと思い返し胸に留めておきたかった。




　私はまた息を吐き、前髪の一房に指先で触れた。

　着信拒否モードにしていた魔術回線を開放に戻す───と、ちょうど見計らったかのように連絡が入った。聞き覚えのある声が私をほっとさせる。

『……お仕事は、もうお済みというコトですね？』

「うん」

　これは、私と先生とのいつものやりとり。

　微細な振動が直接内ない耳じに伝わる。それを私は音声として認識する。自動筆記魔術の延長にある、電磁波を経由しない通信手段。他の市民には必要の無い、私だけの小細工の一つ。

「本件の保護対象者───〝さまよえるユダヤ人〟不死者アハシェロス。および、そのサーヴァント〝さまよえるオランダ人〟ヘンドリック・ファン・デル・デッケン船長。彼らをモザイク市《秋葉原》地区から、完全に退去させた」

『でしたら、再訪があるとすれば早くとも七年後に？』

「たぶん。他の侵入者ならともかく、彼らに限ってはそのはず。アハシェロスは、ヘンドリック以外とのサーヴァントと契約している様子はなかったから」

〝船長〟の幽霊船は、まさに特別だった。

　モザイク市の各区のなかでも〝臨海都市〟と呼ばれる《秋葉原》は、名称の通り、周囲を海に囲まれている。

　けれどその地形は、無防備を意味しない。むしろ逆に、より強固な結界に囲まれている。張り巡らされた結界を突き破り、強引に寄港するような蛮行は《聖杯》が許さない。

　ただし〝船長〟たちに課せられた、七年の間にたった一度しか上陸が許されない、という強力な呪いは、その裏を返せば、七年に一度どんな場所でも侵入を許してしまう、という利点になるということだった。

　彼らが侵略の意思をもって《秋葉原》の地を汚すつもりだったのならば、私一人で対応することは困難を極めただろう。

『───承知しました』

　納得したらしい息遣いを感じ、確認事項は核心へと移る。

『……では、クンドリーは？』

　うわずりそうな声を抑え、わずかな間をおいて息を整える。

「殺した。霊れい基きの消滅を確認した」

　街中で語るには物騒な話題。深夜の波止場へまた注意をめぐらすけれど、変化は無く、あいかわらず無人のまま。

「……でも、どこかにあの女の施した術式がまだ残存している可能性はある……と思う。これから再調査してみる」

『あら。自律タイプのサーヴァント本体が消滅しても、まだ術式が土地に残っているのですか？』

「うん。おかげでひどい目に遭ったから。ほんとにさ」

『そうですか。レアなケースですね……割と面倒な事態といえます。不正使用されている市中の霊脈の精査スキャンでしたら、私にも助力できますが』

「精査スキャンにはたぶん反応しない。原因はわからないけれど、どうやってか隠蔽してるんだ」

『なるほど……ならばそれは確かに、あなたの力が必要なようです』

「そうだよ」

『…………』

　先生は思わせぶりな沈黙を挟んだ。つられて私も口をつぐむ。

　さぐりあう気配。

　今、お互いの表情が送信されていたなら、きっと私の動揺は見透かされてしまっていたに違いない。

　通話回線に映像をのせることは勿論可能だ。映像どころか五感を直接送ることも出来るだろうけれど、そんな明け透けな仕事のやり方は私の好みじゃない。第一、今はそんな魔力すらも残ってはいない。

　仕事の依頼主はひとまず私の報告を受け入れたようだった。

『───了解です。詳細については、また後日に直接』

「私なら明日でも大丈夫だから。教室にはちゃんと顔を出すから。うん」

『……そうですか。ではよろしければ明日、お聞かせ願いましょう』

「わかった」

『今回もご苦労様でした───おやすみなさい、エリセさん』

「うん」

　先生はいつも礼儀正しい。本当の眠りを知らない相手におやすみ、と返すのもヘンだろうけれど、そんなのは問題じゃない。

　ただ、私もなにか気の利いたことを言おうと思った矢先に、向こうから遮られた。

『あ、そうそう。そういえばエリセさん？』

「え？」

『カリンさんに怒られてしまいまして』

「───カリン？」

『ついさきほどです。なかなかの剣幕で。エリセさんが直接通話もテキストメッセージも完全に無視してる、と。ネットワークの不具合じゃないのかとご立腹でした。私からは、エリセさんはお仕事中ですから着信拒否なのでしょう、と説明したのですけれどね』

「あー……ごめん」

『いいえ。こちらこそ』
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　……こちらこそ？

　着信拒否は絶対に正解だった。先生が私に謝る必要なんて無い……はずだ。

「カリンの奴……」

　伝説の幽霊船を見送った桟橋から私は離れた。

　白帆の森を尻目に波止場を横切り、帰宅の途につく。

　仕事中にカリンと雑談だなんて、そんな不注意は命取りだ。生死を賭けたやりとりの最中に集中を乱されちゃたまらない。

　けれども結局、私は油断していた。一段落した仕事の成果に気をよくして、舞い上がっていたのだ。

　───波止場の端。ヨットハーバーの切れ目。

　立ち並ぶ倉庫街を抜けて頭上の車道へと続く斜路の最上段に、あの女がいた。




　潮風に修道服の裾をひるがえし、ベールに隠されていた長髪を、今や堂々とたなびかせて。

「いったい、どんな気分でいらっしゃるのかしら？」

　飽くまで淑しとやかに、容赦のない蔑さげすみを込めて、女は私に問いかける。

「淫みだらにも他人の思い人を奪い去って、この身を打ちのめし……あまつさえ、私にとどめを刺すこともなく、街路に捨て置いた。そう、存分に私を殺す機会がありながら、傲慢なる情けをかけ果おおせた……さぞや誇らしいお気持ちなのでしょうね」

　異教徒クンドリー。黒髪に褐色の肌。眠たげに伏せられた濃暗色の瞳。

　大いなる覚醒の魔力を秘めた艶なまめかしい唇。

　地中海色の濃い、非の打ち所のない美貌……と思う。策謀渦巻く内臓の腐臭にさえ鼻をつまめば。

　贖罪者が身につけるという馬の毛を織った着衣は、戦いを経てずたずたで、その結果として大胆に肌があらわになってしまっている。

　最初の接触時には、いかにも貞てい淑しゅくな修道女らしい見た目だったのに、今やハロウィンの夜でも顔をしかめられそうな冒瀆的な格好だ。

　もっとも、それだけ修復不能なダメージを負わせたのも、この私なのだけど。

「嗚呼……貴女あなた、お名前はエリセとおっしゃった？　いえ、失礼。〝死神〟でいらっしゃったわね」

「……クンドリー……」

　まったく、度しがたい女。

　こちらの仕掛けで彼女の騎馬を使用不能にさせ、その後の激しい交戦で当人にもあれだけの痛手を負わせた筈なのに、まだ動けるだなんて。《ライダー》というクラスの基本評価を改めないと。

　私は嚙んで含めるように相手に言い聞かせる。

「……いい、クンドリー？　これ、繰り返しだけど、何度も言ってるけど、私はアハシェと〝船長〟たちの避難を優先させたまで。あなたの恋人を盗んだわけじゃない」

「………………」

　クンドリーの瞳は、こちらをじっと見下ろしたまま微塵も動かない。

　話が通じるような相手でないのは承知してる。けれど今は観察の時間がほしい。術者自身が意識を失っている間でも、あれだけのグレムリンを使役し、こうも素早く目前に舞い戻ってきたその背景を知るために。

　状況は劣勢だ。魔術回線を経由して先生に助けを求める？　ありえない。これは私自身が蒔いた物種モノダネだ。

　クンドリーの息の根を止めなかったのは、間違いだとは思わない。

　確かに彼女はこの街にとっての災厄となるだろう。でもそれは、アハシェロスたちがあのまま街に留まっていたらの話だ。元をたどればクンドリーは、ただ彼らを追って現れただけの異邦人なのだから。

「もう一度言うから。この街から立ち去って。そのまま深手を回復できずに消滅したくはないでしょ」

「こちらこそ復ふく誦しょうしましょう。彼を返しなさい」

「……彼って」

　驚いた。まだそれに気づいてすらいなかったのか。ただ無我夢中で、ここまで追いかけてきたのか。

「もう遅いんだ。彼らは出航してしまった。残念だけど、あなたの仕掛けた魔物の罠も、ぜんぶ壊した。だから追跡も無理だよ」

　出航は事実だが、罠の件は噓だった。とにかく彼女に諦めてほしかった。

「彼が私を置きざりに……？　嗚呼っ……おおお……」

　苦悶のうめきをあげながら、クンドリーは身を折った。激しく髪をかきむしる腕と腕の合間から私を睨みすえる。

「復讐を！　貴女に報むくいの鉄てっ槌ついを下くだしましょう！」

　大迷惑な見当違いもはなはだしい。女は嫉妬の炎を燃やす。

　だったら……それを全まっとうさせてやるしか……？

「……ねえ、それって得策とは思えない。あなたは私には勝てない、クンドリー」

「そうでしょうか？　まだ私は霊基を保っていますよ。ちゃんと、こうして」

　斜路の段差を一段一段降りながら、彼女は大おお仰ぎょうに首をかしげた。

「衰おとろえたのは貴女のほうではなくて？　私の接近にまるで気づかなかったほど、その魔力もすでにとぼしく、小鬼たちとの交戦で自身を護る護符も貴石も、すっかり使い果たしてしまった……そうではないかしら？」

「…………」

「年端もいかぬ娘の身で、この城塞の夜警ナイトウォッチを務めおおせる気概と、重い使命には感服いたします。ですが……」

　クンドリーは脚にまとわりついていた修道衣の裾を無造作に引きちぎった。

「結局、貴女は人間───私はサーヴァント」

「知ってる」

　狂女だとしても自律サーヴァントの自己認識はある。それなら、あともう一歩だ。

「だからこそ、クンドリー。あなたはこの《秋葉原》には受け入れられない。モザイク市の何処へ行こうとも、異物として排除される。そのようにあなたの霊基に識別タグを打ち込んだから。もう街からの魔力の供給は再開されない。それどころか、ただこの場に滞在しているだけで、霊基汚染の毒となってあなたを蝕むしばんでしまう」

　こんな警告をあえて口にするまでもなく、ただ呼吸動作をして魔力マナを取り入れようとするだけで、苦痛が彼女の身を苛さいなんでいるはず。

　けれどそんな痛みさえも、まるで愛する人との絆を意味する別離の苦しみとして彼女は受け止めているようだった。

「…………」

　クンドリーは忌々しげに眉をひそめる。実体を保ちながら立っているのがやっとのはず。一方で、わずかな休息時間でも、私の体力は回復してきている。

「護符も宝石も、確かに私を護ってくれてはいたけれどさ、それは本当の役目じゃないんだ」

「何をおっしゃっているのかわかりません」

「だよね」

　クンドリー、あなたは戦場となる土地の知識を得て、自分の目的のために《秋葉原》を活用した。

　でもその街に潜ひそみ住んでいる死神についての調査は怠ったのだろう。

　私が死神と呼ばれる理由を知る時。それは、あなたの消滅する時になる。

　だけれど───。

「あなたは、ここで消えるべき人じゃない」

　怪け訝げんそうに彼女は顔をゆがめた。

　何者か、いずれ高位の魔術師によって召喚されたサーヴァント。

　あなたもまた、魔術的な第二種永久機関を備えた、さまよえる伝説の一部。

　そのまま街に留め置いてしまえば、やがては市民の精気を吸うモノになり果ててしまう、明白な脅威。

「もったいないよ……」

　それは奇跡のようなことだと、私は思った。

　サーヴァントが、サーヴァントに恋をするだなんて。

《聖杯》に与えられた運命なんかじゃない。二度とは起き得ない奇跡だ。

　本来のクンドリーが恋をしたのは白鳩の聖なる騎士。

　その彼とは全然違っている───さまよえるオランダ船の船長とは、まるで違う。

「〝船長〟を好きになったんでしょ。あの人を追いかけて、許されないと解っているのに、この街に来たんでしょう？　何十年？　ひょっとすると何百年もかけてさ！」

　一歩ずつ慎重に彼女へと歩み寄る。

「だったら、あなたはサーヴァントでも、過去の亡霊でもない。現在いまを生きている、ひとりの人間だよ。人間なんだよ」

　まだ誰も目にしたことのない、彼女だけの新しい物語を生きている。《聖杯》のくびきを逃れて。

「私は……この街の、《聖杯》のルールを犯したサーヴァントを殺すんだ。それが私の仕事だから……あなたに手を貸すことは出来ないけれど」

「だから、見逃してくださるの？　あなたのご都合で？　まあ、ウフフッ……それは、ご親切に……」

　力無い自嘲の笑いを漏らす彼女は、がくりと姿勢を崩す。その顔は青ざめ、げっそりと血色を失っている。

「クンドリー……早く街から離れないと……まだ列車に乗れば間に合う。駅から出る終電があるから！」

　魔力の回かい生せい手段を絶たれた彼女には、残された猶ゆう予よはおそらく一時間も無い。

　それに……彼女の生存の事実を、先生に察知されてしまっては元も子もない。先生は決して見逃してはくれない。

「彼の船は……またこの街に戻ってくる……？」

　ふっと敵意を薄れさせた彼女に問いかけられた。

　老婆を思わせるしゃがれ声で、純真な少女のように。

「……わからない」

　私はその答えを持ってはいない。

　少なくとも、滞在中に彼らがその意思をみせることはなかった。

〝さまよい続けるさだめ〟を定義から解釈すれば、彼らが一度訪れた都市を再訪することは無いだろう。たとえば二つの都市間を一定期間で行ったり来たりする行為は、さまよう、とは言わないから。また同じ土地を訪れるなら、すくなくとも都市の名前が変わり、時代と住む人々が移り変わった頃合いでなければ、再訪が許されることは無いだろう。

　それにクンドリーもまた、不死であり、彷ほう徨こうのさだめを課せられた伝承の女だ。ただ、その形態はユダヤ人ともオランダ人とも異なっている。彼女は〝世界〟から〝世界〟へと、記憶を保ちながら転生を重ねるのだと云う。かつて彼女は一人の魔女だった。ヘロデ二世王の妃きさきだった。北欧の主神オーディンの娘、戦乙女ワルキューレですらあったと云う。転生を重ねるたびに、強き男に従属し、道具として利用され続ける運命。真に愛する者と結ばれ、その者から死の救済を与えられるまで、運命は続く。

　いままた彼女はサーヴァントとして召喚され、何者かに使役されている。彼女の特性は、通常ならリセットされる召喚時の記憶の構成にまで影響を与えている。そのむごい境遇は、アハシェロスとはまた形の違う地獄だ。

「でも……」

　膨大なる過去に埋もれもがく彼女に、私が示せる望みなんてたった一つだけ。

「……彼らとはきっとまた会える。あなた次第だよ。先のことは誰にもわからない……きっと未来は変えられるんだから」

　私は打ちひしがれる彼女に並び添おうとした。指先が届くほど間近に。

　けれど、私の軽い言葉も未熟な心も、彼女には届かなかった。

　返ったのは、動かぬ瞳と固い拒絶。

「それは噓ですわ」

　クンドリーはかぶりを振る。

「身勝手で無作法な喝采の拍手など、私の舞台で決して許すものですか。貴女が私の絶望の、何を知るというのです？」

　見透かされた。モザイク市のルールにも相反するに違いない、私の言葉ににじんだ動揺をするどく見抜かれた。

「未来は変えられる？　この私の将来を？　ならば、殺せるのなら、殺してみせるがいいわ───さあ、〝死神〟！」

「クンドリー……っ……」

　伝承は語る。異教徒の女クンドリーは噓をつかない。けれど───決して善も行わない。

　頭上に掲げられた彼女の手に、たちまち魔力が集まり直線状に結晶する。

　それは一振りの槍。

　古代ローマ帝国の意匠を備えた、歩兵の装備する長柄の槍だった。

「その───槍は───」

　呟くより早く、私は反射的に飛び退いていた。

　宝具……！

　聖せい槍そう───ロンギヌス───。

　またも私は油断していた。彼女の宝具は、その騎馬でも、覚醒の唇でもなかったのだ。

　呪いと祝福を受けたその槍を、彼女が持つなど予想だにしていなかった。

　槍を振りかぶる狂女は、急速に距離を取る私から目を離さぬまま、鞭のように全身をしならせ、投射した。

「───！」

　刺し撃げきが超音速で迫る。

　シングルアクションの詠唱魔術を起動。

　瞬時に発砲される必中の魔弾を、聖槍の軌道に交差させ、心臓への直撃を逸らすのが精一杯。

「──────」

　深々と串刺しにされた私は波止場を横殴りに吹き飛び、神田川の水面をバウンドする。

　高々とあがった水しぶきが、街のネオンサインを反射して、至極チープに瞬またたいた。

「……ッ……ぽるかporca……みぜーりあmiseria……」

　そんな悪態を吐つくのがせいぜいで、私は水底へと沈んでいった。
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　───夢を見た。小さな痛みの夢を。

　幼い頃に両親を失った私は、唯一の身寄りである祖母の家に預けられた。

《新宿》のはずれにある、木造の古めかしい一軒家だ。

　感情を外にみせない、可愛げの無い子供だった私を、祖母はとかく持て余したことだろう。

　とある午後、手狭な庭の隅に新聞紙を敷き広げ、散髪をした。

　椅子に腰掛け、されるがままの私。まだ地面に足も着かない年齢の頃。

　あまり器用とは言えなかった祖母の手に握られた、散髪用の鋤すきバサミの櫛くし型の刃先が、左耳の上端に触れて冷やっとした。

　と、髪と一緒に、ぱちりと耳を切られた。

　もちろん痛かったが、私は何も反応を示さなかった。

　そういうものなのだろうと受け入れてしまっていたから。

　やがて散髪を終えようとする頃に、私のうなじをつたう細い血の筋を見つけた祖母は、自分の過あやまちと不注意にようやく気づいた。

　祖母は絶句し、この世の終わりのような悲愴な表情を浮かべて、私を見つめていた。

　そのあともずっと、祖母はとても落ち込んでいた。

　傷の手当てを受け、しばらくして祖母は告げた。

　痛かったなら痛いと伝えなさい、エリセ───と。

　こくりと私が頷くと、彼女はまた泣きそうな顔になり弱々しく微笑んだ。

　あの時のきずあとが、まだかすかに耳に残っている。

　切符の硬券を縁ふち取どる改かい札さつ鋏ばさみのような欠けあとが。
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　───束の間の夢から目覚める。

　重く、冷たい痛みが私の脇腹を貫いている。

　違和感を意識した途端に、燃える痺れが身体中に拡がっていく。

　見事な一撃だった。あれこそ戦士の魂の館ヴァルハラ仕込みの槍術、とでも言うのか。

　今まさに自分は没し、神田川の底へと沈んでいるのに、不思議と実感は無い。

　過剰な苦痛を抑えるために感覚が麻痺しているせいかも。




　回復機構は全力で稼働しながらも、なお追いつかない。

　自己分析するだけの意識も、非常時を想定した水中呼吸も、持ってあとほんの数秒か。

　ゆらめく視界のなかで、腹から突き立った槍は輪郭がぼやけて実体を失い、末端から徐々にほころび始めていた。

（この槍は……《投とう影えい》だ……真しん性せいの宝具じゃない……）

　正当な所持者によらざる偽ぎ性せいの宝具。

（それはそう、か……聖槍を……魔弾ごときで弾くなんて出来るわけが……）

　けれど骨こっ子しは、真性の聖槍にも肉薄するおそるべき精度の───。

　自分の判断の浅はかさと置かれた状況の滑稽さに、口端を曲げて自嘲する。

　投影の主クンドリーは、即席の槍を回収に来る様子も、敵の確実な死を確かめに来る気配も無い。

　だったら彼女はその溜りゅう飲いんを下げ、果たすべき復讐を終えたのだろう。

　もはやこの街に居続ける理由はなくなったはずだ。彼女自身の霊基が消失する前に、すみやかに《秋葉原》を離脱しているように、私は願った。

　もしまた顔を合わせたなら、一言、愚ぐ痴ちくらいは言ってやりたかったけれど。




　上下の感覚もなく漂う私は仰向けに沈んでいるらしい。

　眼前には水面に映るネオンの色が重なり合い、一面に拡がっている。

　まるで、満天を彩いろどる星ほし月づく夜よのようだった。

（きれい……だな……）

　視界がじわりと狭せばまり、その美しい光景も遠ざかる。私は暗闇へと曳ひかれていく。

　唇からこぼれた命が、泡となり、空へたちのぼる。




　そして───。

　私は、運命と出逢った。




　先ぶれは音楽。

　ピアノの独奏、管楽器の重奏、人声のコーラス、それに、軽妙なエレキギターまで。

　多様な楽器に奏でられるメロディが、次々と浮かび上がってはフェードアウトする。

　実際の演奏音じゃない。きっと再生音。その録音状態もベストとは言いがたい、低音質な。水中であることを差し置いても。

　ふと、気づけば───。

　視界の焦点が結ばれた先で、薄い水色の、小さな、小さな光が、水中の泡とたわむれるかのように遊び泳いでいた。自由に、とても楽しそうに。

（あれ……は……）

　そうして次に耳にふれたのは、知らない言葉たち。それぞれは短い、挨拶のような。

　聞き覚えのある言葉も幾つか含まれていたように思う。

　またも意識は遠のいて───ゆっくりと瞬まばたきをした直後、彼はそこにいた。

　───子供。金色の。

　燐りん光こうを纏まとう金の髪の男の子が、ふわりと浮かぶ。

　信じがたい非現実的なそのたたずまいが、なぜだかすっと胸に落ちた。

（……サー……ヴァント……？）

　薄れゆく意識の見せたまぼろし、飽和する苦痛の下で酸素を絶たれた脳が見せた幻覚だと、自分に言い聞かせることもできた。

　なのに、言いようのない期待が胸に満ち、熱を持って渦巻いている。

　彼が口を開いた。




　　「あい、あすく、ゆー」




　とつとつとした英語。

　この私に呼びかけている。まっすぐに。




　　「あー、ゆー、わーじー、おぶ、びーいんぐ、まい、ますたー？」




　何が起こっているのかは理解できなかった。

　知ったのは、今夜、私の戦争が始まったのだということ。

《聖杯戦争》が始まったのだということ。

　ただその事実だけが、他のあらゆるぜんぶを飛び越えて胸に深く刺さった。

　感覚の失せた指先を、彼に差し伸ばそうと───。

　次の瞬間───。

　強靱なかぎ爪に摑まれ、水上の世界へと再び引き揚げられた。
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　それから数分後。

　波止場のコンクリートの上で私は身を横たえ、何度もむせ返りながら水を吐き出していた。

　ひざまずき寄り添う誰かの手が、私の背をそっとさする。

「あ───起きたか？　起きたな？」

　私を介抱していた相手はこちらをのぞき込むと、遠慮なく耳元で怒鳴った。

「エリ助すけぇぇ!?　この野郎てめえ、ふっざけたマネしやがって、マジでぶっ殺すからなあ！」

　彼女だった。先生もその名を口にしていた、私の数多いとは言えない友人の一人。

「……なんだ、カリンか」

　急に気分が悪くなる。鼻の奥がつんと痛くなる。

「うっぷ……カリン、あんたまさか人工呼吸を……？」

「するかぁー、馬鹿エリゃぁー!!」

「だからうるさい」

「あ、いやうん、ちょっとは考えたけど。モミの奴がさ、大丈夫だって言ったから……」

　ああ、そうだったんだ。

「紅こう葉ようさんが……助けてくれたんだね……どうもありがとう」

　返答の代わりに、彼女はその巨体を軽く揺すった。

　私を水中から引き揚げてくれたのは、モザイク市でもとびきりの異貌の住人だった。

　言うなれば大おお角づのを生やした黒い恐竜。

　彼女こそカリンを主人とするサーヴァント。

　───バーサーカー〝鬼き女じょ紅こう葉よう〟。

　カリンは彼女の別名の『紅葉もみじ』を縮めて、モミと呼ぶ。

　正直、真名を知っても尚、彼女の外見とはまるでイメージが結びつかない。けれどそれは決して彼女の真価を損なうものじゃない。

「ちょお!?　あたしでしょーが？　あんた助けてやってくれって、モミにお願いしたのはあたしだっての！　成功報酬もらってんだろ？　タコ焼きオゴれよな？」

「なんで。紅葉さんになら喜んで奢おごるけどさ」

「ええー？」

　まくしたてる口を全然閉じる気配が無いカリン。

　私はうんざり気味に寝返りを打ち、身を起こそうとした。

　それを紅葉にぐっと押しとどめられた。まだ動くな、と。

　凶悪なかぎ爪の腕とは思えない繊細なタッチで。けれど有無を言わさぬ強引さで。

「……っ…………」

　横たえた身をひねろうとした途端に、脇腹を激痛の荒波が往復し、悶絶する。

　当然の結果だった。数分前まで私は槍で串刺しにされていたのだから。その槍はもう消失してしまっていたが、脇腹にははっきりと証拠が残されていた。

「ほらあ、寝てろよ。モミの言う通り。土手っ腹にそんな大穴おっぴろげて、どこへ行く気だっての。モミの治癒魔術ヒールが無かったら、とっくに死んでるからな？」

「……う……そっか……」

　加速する代謝の熱がじわりと脇腹にしみ通っていく。バーサーカーでありながら治癒術を使いこなすなんて。

　鬼女紅葉───私は彼女の有能さに深い信頼を置いている。マスターであるカリンはともかくとして。

　思わぬ場面でその力を貸してもらったのも、一度や二度じゃない。

「すごいな……紅葉さんは。さすがだ」

「サスガダ、じゃねーよ。流れ石と書いて、さすがじゃねーよ馬鹿エリ。デカい仕事なら、あたしを呼べって、あれっほど言ったのにさあ───」

　しつこく愚痴りながらカリンは、ハァーッと大きなため息をついた。

「ま、でも……生きててラッキーだったじゃん？」

「…………言えてる」

　カリンの右手の甲には、彼女の《令呪》の跡を見てとることができた。日常では素肌と変わらぬ見た目に透明化されているが、今は治癒術の行使のために励起している。

　その画数の大部分は既に消費されていた。回復に数日はかかるはずだ。

（あ……）

　今さら気づく。身体の下に敷かれていたのはカリンのシャツだった。すっかり濡れて、血がにじんでいる。予想よりもにじみ跡は小さかった。激痛はあれど、確かに出血は止まり、傷口には薄く肉芽が張っていた。

「カリン……これ」

「まーな」

　カリンは持参のポーチから医療用の無菌パッチを取り出し、小さく笑った。

「…………」

　思った以上に私も弱っているらしい。

　カリン相手につい泣き言を口にしそうになるなんて。




　口を挟まぬまま紅葉は、治癒術を行使しながらも警戒に務めている様子があった。

　時間が経過しても波止場の周囲にこれ以上の異変は無い。

　クンドリーは姿を消し、街を去ったのだ。その直感があった。

　ただそれでも謎は残る。要調査事項として記憶に留める。

　───ふと、私はカリンに尋ねた。

「……どうやってわかった？　この場所」

「決まってるじゃん。あんたの先生から聞きだしたんでしょ。誰かさんがデンワに出ないから。あぁん？　んー？」

　呆れ顔のカリンに前髪をちょんと小突かれる。

「ふうん……なるほど……」

　先生が思わせぶりな一言を付け足した理わ由けはそれだったんだ。

　カリンを現場に向かわせて助力をさせても良いと判断したのだ。それは私が全幅の信頼を寄せられるにはまだ及ばない、という意味にほかならなかった。

（……それだけのしくじりもあった……）

　くやしさに歯嚙みする。仰向けのまま腕で目を覆う。

　いつになったら一人前として認めてもらえるのだろう。この《秋葉原》以外の土地でも、仕事を任せてもらえるのだろう。

　気落ちする私をよそに、今度はカリンが私に尋ねた。

「なあ、エリち？　ところでだけど」

　カリンが指差す紅葉の背後へ首を向ける。

「───あの子なに。どこの誰クンちゃん？　あれ、サーヴァントっしょ？」

「……え」

　どきりとした。

　私の予感は、幻などではなかった。




　あの〝少年〟が───そこにいた。

　神秘的な輝きはすっかりと失せ、自分同様みっともなく濡れたまま……。

　紅葉の尻尾に興味津々で近寄り、べったりと近寄りすぎて、今度はこてんこてんと右に左に転がされている。まるで親の尻尾にじゃれつく仔猫だ。

　尻尾加減はしてくれているふうだが、それでも危なっかしい。

「おいまさかエリち……アレ、あんたの仕事の対象者か……？」

　恐々としてカリンが探りを入れてくる。

　サーヴァントを見た目で判断すべきじゃない。だとしても、あまりにも……。

「どーすんだ……殺やるか？　やっぱり殺やっちまうのか？」

「あー……」

　そんなことを尋ねられても私だって困る。

「実はわからない。さっき、そこで会ったばかりだし」

　───クラスは？　どこ住み？　あの子の主人マスターは？

　矢継ぎばやの質問にも曖昧に首を振るしかない。

「は？　じゃあ、野良サーヴァントなのか？」

「そう……なるのかな」

　ようやく半身を起こせる程度に体調が戻り、視線を下ろす。




　自分の手の甲に《令呪》が現れることは無かった。

　生まれてからずっと、そうだったように。
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　───昔、大きな戦争があった。

　私の生まれる前のことだ。

　戦争は終わり、世界は平和になった。




　今では誰もがその心臓に一つずつ、小さな〝聖杯〟を持っている。

〝聖杯〟は自分がさだめ持つ〝運命〟そのもの。寄よる辺べに従い、誰もが運命づけられたサーヴァントを召喚できる。

　サーヴァントとは人間の歴史の上に積み上げられた情報リソースだ。その魂は〝英えい霊れいの座ざ〟と呼ばれる時空間を超越した場所に置かれ、私たちの世界にはその〝座ざ〟からダウンロードされる形で実体化する。




　世界の姿もがらりと変わった。

《聖杯》によって、街は都市単位で再編され、新たに生まれ変わった。

　再編が行われた都市群はまとめて〝モザイク市〟と呼ばれている。

　私の暮らす臨海都市《秋葉原》も、その一つ。

　地球温暖化によって海面は大きく上昇し、市街地のすぐ間近にまで海が迫っている。

　神田川という名称も戦前の名な残ごりでしかなく、実際には海水の流れる運河だ。




　街は《聖杯》に見守られている。

　市民たちが《聖杯》からの恩恵を受けない日は皆無と言っていいはず。

　戦後に誕生したカリンみたいな若者だったら、生まれつき心臓に〝聖杯〟が備わっているし、戦前からの生き残り市民は、終戦の直後にやはり〝聖杯〟を持つ機会を得た。

〝聖杯〟は市民に不死をもたらした。旧世界の主たる死因───老衰、遺伝子劣化、感染症、ウイルス、悪性腫瘍といった生物学的疾患を克服した。

《令呪》を消費すれば肉体の生理年齢さえアレンジできる。

　人類の究極の悲願の一つ〝不老不死〟はここに達成された、というわけだ。




　───ただし自分はちがう。

　私だけは仲間はずれだ。

　市民のなかでただ一人〝聖杯〟を持つことが許されなかった人間だ。

　新世界に生を受け、旧世界の不条理な自然のままに年老い、そして死んでいく。

　生まれながらにして《聖杯》から見放されたイレギュラー。

　それが、この私───宇う津つ見みエリセだ。

　聖杯を持たない私には、パートナーとなる契約サーヴァントもいない。

　時折、「どんな感じなんだい、それって？」と不ぶ躾しつけに人から尋ねられることもある。

　語って聞かせたところでわかるわけが無い、と笑い飛ばしてあげたいけれど、それではいけないと先生にはよく窘たしなめられた。

　この新世界で生きていきたいのなら、社会環境に適応する努力を怠おこたってはいけませんと。

　仕方なく、こんなふうにたとえ話をする。

「たとえば、すごい近眼で視力が低いのに、メガネを使ったらダメって言われたら？」

「みんなが電車やバスを使っているのに、自分だけ徒歩で来いって言われたら？」

「知らない場所に行った時に、スマホの移動ナビが使い物にならない不良品だったら？」

　なにより《聖杯》と接続された《令呪》が無かったら、どうやって生きていけばいい？

　それだけ他人に語り尽くしても、私の置かれた境遇をぼんやりとしか想像できず、結局興味を持つことも無い───それなら最高だ。何の問題もない。

　中にはきちんと理解し、大おお仰ぎょうなリアクションで驚き同情してくれる人もいる。

　自分に出来ることだったら何でもリクエストしてくれて構わない、とまで言ってごていねいに《令呪》の行使権を差し出してくる人もいる。

　本気でその立場を代わってあげたい、と行き過ぎた感情移入をしてしまう人も（ただし、いつでも元に戻れる保証付きで）。

　そんなすれ違いのたびに思い知る。

　私は彼らの博愛心を満足させ、一いっ時ときの退屈を紛まぎらわせることの出来るコンテンツに過ぎないんだと。
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　立体的に折り重なる《秋葉原》の中層部。

　繁華街からやや離れたひっそりとした区画。

　自然公園に隣接する、公共施設が集まるビルのワンフロアに、私の通う教室はあった。

　始業時刻にわずかに遅れて到着した私は、あわてて着席する。

　扇おうぎ形の広い教室には生徒はまばらだ。

　義務教育の学校とは違う。生涯学習を目的に一般市民に公開されている教養講座だ。

　受講する顔ぶれも年齢もさまざまで、毎回欠かさず通い続けているような生徒はまずいない。なので、私は相当な物好きってことになる。

　彼らは昨夜の不死人たちの事件は知らない。事件がニュースにも挙がることもない。




　さて───『旧きゅう人じん類るい史し講こう座ざ』。

　これが講座の名前だ。残念ながら人気のある講座とは言えない。

　講義の内容も、教養というより限りなく趣味に近い。

　過去の世界───戦争以前の世界で、人類の成し遂げた偉業や、犯された壮大な過ちについて学ぶ。それが旧人類史の主旨だった。

　なんていうか、まあ、地味だ。

　そもそもこの《秋葉原》はモザイク市きってのリゾート都市で、真面目に勉強しようとする学生や、子供をきちんと教育しようと考えるご家庭なら率先して他の街へ行く。

　この空間はむしろ、講座で教きょう鞭べんを執とっている先生の完全な趣味の場所なんじゃないかと私は勘ぐっている。




（あ……あの子、来てる……）

　自分の陣取るいつもの後方の席から、ふと教室を見渡す。今日はあの子が来ていた。

　見覚えある小さな背中。教室の最前列に座って講義に集中している。

　この講座で私よりも若い生徒をみることはまず無いので、なんとなく覚えていた。小学校高学年くらいの色白で小柄な子だ。

　時折、講師へ質問をする声と雰囲気から、女の子だと思うけれど確証はない。この街にはいろんな人がいるし。

　帽子を深くかぶっていて前髪で目元が隠れてるので顔つきまではよくわからない。会話を交わしたこともまったくない。名前も知らない。

　講座に顔を出すのは月に一度あるかどうか。熱心な授業態度とその出席率の低さはアンバランスな感じがした。

　その受講者の最年少記録も、本日をもって更新された。

　更新者は他ならぬ私の連れ。昨夜、私が拾ってきた野の良らサーヴァント。あの金色の髪の少年がニューカマーだ。

　騒がず座席に腰掛けてくれてはいるが、身体をゆすったり、木製の椅子のひんやりとした感触を堪能するように寝そべってみたりとせわしない。

　かと思えば、私の方をしげしげとのぞきこんで、タブレットの操作の邪魔をする。

「きみは猫か」

「───ね、こ？」

「……どっちかというと犬っぽいけどね。髪、フワフワだし」

「いぬ」

「そう、犬。わんわん」

「いぬ、しってる」

「あーそう。よかったね───ええええ？」

　彼はやおら椅子の座面によじのぼると、机に両手をついて吠えはじめた。大声で堂々と。

　───うぉーーん、おんおん！　うぉーん！

　迫真の遠吠えと満面の笑み。

　あっけにとられ、ちょっと可愛いと思ってしまった。いや、それどころじゃなくて。

「ちょ、コラ、降りろ！」

　勘弁してよ。カリンみたいに騒がしくないだけマシと思いきやこれだ。

　なにごとかと受講者たちがこっちを振り返る。

「すいません。静かにします。すいません」

　先生も講義を止めて首をかしげている。

　最前列のあの子もこちらを見ていた。前髪の奥から鋭く睨みつけられ、殺気すら感じたほど。そりゃまあ、授業中にこんな茶々を入れられたら怒るのも無理はない。

（ハイまったくメンボクありません……はぁ、もう……）

　だいたいだ。こんな小さな子供の扱い方が私にわかるわけがない。

　とはいえ……彼を部屋に一人で残してくるわけにはいかなかった。この講座に連れてくれば何か判るかもしれないと思ったし。

「英語ならバウワウじゃないの？」

「ばうわう」

「似てない。あーもう、形態模写はいいって」

（あーあ……これじゃ今日の講義はぜんぜん身が入る気がしない……）

　私は頰杖をつき、ぶすくれる。

　なにくわぬ顔でいる少年を横目で見ながら、昨夜受けた洗礼の記憶を反はん芻すうしていた。
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　昨晩のこと。

　波止場で、カリンと紅葉に水底からサルベージされて、それからの話。

　結論から言えば、私はどこの誰ともわからないその少年を、自分の部屋に連れて帰り、泊めることにした。




　私は祖母のもとを離れてからは一人暮らしをしている。

《秋葉原》の片隅に、ほとんど人の寄りつかない過疎地区がある。

　この一帯は、戦前はぎっしりとテナント店が詰めこまれた雑居ビルの集まりだったが、《聖杯》によって大規模な再編を受けて以来、廃ビルとなっている。

　私の住む部屋はそんな廃ビルの一室にある。

　室内はビクトリア調の内装で、床は総木張り、アンティークなインテリアもそのまま残されている。

　元は『メイド喫茶』というあやしげなサービスの飲食店を構えていたようだ。




　人が住みやすい造りではないけれど、寝室も浴室もちゃんと備え付けてあり、一人で生活をしていくぶんには十分だった。小さいけれどベランダもある。寝室の窓からは周囲の建物をぎりぎりかすめて小さな縦長の海を望むこともできた。




　この我が家に誰かを招く機会なんてめったに無い。仕事柄、軽率に他人に家を知られるのはリスクが大きすぎるし。

　それでも少年を連れてきてしまったのは、やはり見過ごせなかったからだ。契約者不明のサーヴァントをそのまま街に放っておくわけにはいかなかった。

　あどけない子供の姿での顕けん現げんは、逆に私を警戒させた。

　過去に手がけた仕事で私は、対象の外見に触発された気の緩ゆるみで手痛い失敗をした。

　清純を純白の彫刻として彫り上げたような、まさに天使のような少年だと信じ込んでいたサーヴァントが、おぞましい闇を抱えていた。

　アヴェンジャー〝ルイ十七世〟───あの怪物が中心となった事件では、契約主マスターもろとも多くの犠牲者を出す陰惨な結果となった。

　事件当時のまだ子供じみていた私と彼ルイは背格好も近く、よい友人になれたとすら思っていたのに。友情も、好意も、ぜんぶ利用され裏切られた。決して忘れられない事件だ。




　野良サーヴァントの少年を連れてきたのは、別の意味で切羽詰まった理由もあった。

　なんていうかもう限界だったからだ。

　私たち二人に染みついた耐えがたい悪臭を早く洗い落としたかった。

　神田川から引き揚げられたとき、運悪く岸壁の油だまりに浸ひたってしまったのが原因だ。停泊中の船から漏れた石油系の廃油だ。

　引き揚げられた直後は実際それどころではなかったけど、我にかえってみればもうまったく我慢ならぬ不快さ。水をかぶったり紙タオルで拭ぬぐうくらいで取り除けるものではなかった。

　その上、私自身はといえば、そう簡単に回復するはずのない大怪我を抱えたまま、ふらふらと帰宅しようとするところを、心配するカリンに引き留められた。自宅にある呪具やらについて説明すると結局はそのまま見送られた。そのへんはさっぱりした奴だ。

　逆にそれとなくカリンをうちに泊まるよう誘ってみたけれど、あいつはあいつでこの付近で一晩明かせるツテがあるから、と軽い態度で遠慮された。カリンの交友関係も結構謎だ。まあ、朝帰りを家族から怒られちまう、と苦笑してはいたけれど。




　とにかく、ようやく自分の部屋へと帰還して人心地がつく。

　照明の下であらためて、少年の正体を見極めようとした。

「待って。いやだから待って待って待って、勝手に部屋の奥に行くな。まずはここに立って」

　濡れたスカーフを摑んでぐいっと引っ張ると、少年はわかりやすくムッとした。

「あーごめん」

　では感情と、それをうったえる意思はあるわけだ。それは助かる。

　お互いに頭からずぶ濡れの間の抜けた格好。しかも油汚れでテラテラしている。

　私はもともと、普段着代わりの機能性スイムウェアとウインドブレーカーを羽織っていたからまだマシだったけど、彼はかなりみじめだ。

　ついさきほどの水中での幻想的な光景の記憶がぐんぐん遠ざかっていく。




（よーし……っと）

　気を取り直し、私は玄関口に片膝をついて、あらためて少年の全身を観察する。

　───見かけは八、九歳くらい。

　色素の薄い北欧系の特徴を持つ白人。概念と遺伝子が入り交じるサーヴァントに、人種を見て取るのはナンセンスな場合が多いけれど。

　伸ばしっぱなしの髪は白色に近い淡い金髪。

　首に巻いたスカーフは濡れてぐったりしてる。それともマフラー？　まあいいや。光沢を持つ、金属とも緻密な織物とも、どちらともいいがたい不思議な素材の布地だった。

　着衣はおそらくコットン生地。ギリシャの貫頭衣チュニックの雰囲気のある、シンプルなデザイン。胸にはワンポイントとなる縫ぬい取とりがあり、これは重要な手がかりになりそうだった。

　ベルトや靴も、スカーフと同じ素材で、靴のかかと部分には変わった装飾があった。後ろに尖とがった乗馬用の拍はく車しゃのような形状をしている。そのままの意味合いで受け取るなら〝騎士〟に属する生い立ちを持つのかもしれない。ただ今のところはそういった印象は感じられなかった。ぜんぜん。

（私の知るセイバーやライダーといったクラスのサーヴァントとはまるで違う）

　そうやって細かく観察をしているあいだも、彼のペイルブルーの瞳がもの問いたげに、じっとこちらを見つめ返していた。

　ふっと湧いた興味が、口をついて出る。

「……ねえ。きみはどこから来たんだ」

　少年はすっと片腕を持ち上げて、天井を指さした。

「───空？　天国？　まさか月？」

　少年はどれにも首を振った。

「ぼく……とてもとおいところからきたの」

「サーヴァントたちは、みんなそうだよ」

「……へええ」

　何がおかしいのか、彼は顔をほころばせ、くすくすと笑った。

　意外に普通に会話が出来るとわかって、私はほっとした。まだ全然要領は得ないけれど。

　彼の最初の言葉はカタコトの英語だったけれど、私とカリンの会話に耳を傾けている様子をみて、こちらの言葉も理解しているだろうと踏んでいた。

　正統な召喚を受けたサーヴァントであれば、最低限の現代常識と、意思疎通に必要な言語は、基礎知識として《聖杯》から導入されているはずだ。ただしそれは真名を探さぐろうとする際には、サーヴァントの正体をぼかしてしまう原因にもなる。




　尋ねながら私は鋏はさみを取り出し、彼の着衣の裏地から五ミリほどの糸片を慎重に切り取って、サンプル用のチャック袋に移した。

「髪の毛も貰もらっていい？」

　ＯＫらしい。拒まず、させるがままにしながら、彼はこんなことを尋ねてきた。

「あんたも、とおいところからきたの？」

「あんた呼ばわりはやめて。それってカリンの真似？　いい？　〝エリ助すけ〟でも〝エリち〟でもないから。エリセ───宇津見エリセ」

「…………ふうん」

　理解したのかしていないのか、またこちらをじっと見つめる。

　張り合いは無いが、情報を引き出すきっかけになればと会話を続けた。

「別にそんなに遠い場所でもない。私は《新宿》の生まれ。今は十四歳。一応、中学生だけれど、ほとんど学校には行ってない」

「がっこうって？」

「学校ってのは……勉強するところだよ。子供たちが一つの建物に集まってね。戦前までは少なくともそうだったらしい。今はずいぶん違ってしまっているけど」

「きみは、がっこう、にいかないの？」

「……エリセだって言ってるでしょ。私はいいの。学力評価はクリアしてるし、課外講座で必要単位も取ってる。定期健康診断とかがある登校日には、顔も出してるし」

「がっこう、にいきたくないんだね」

「……っ……」

　答えにくいところをぐいぐい突いてくる。わりと面倒だぞこいつ。

「行きたくっていうか……私には……もっと大事な仕事がある……から」

「ひとりなんだ」

　少年は少し首をかしげて、また微笑んだ。

「それじゃ、おんなじだねえ」

「…………」

　私は苛いらつきを抑えながら、タブレット端末を操作する。

　胸の刺繡のマークを検索しても、ピンと来る結果はヒットしない。

　念のため都市情報網にアクセスしてみても、行方不明サーヴァントの届け出はなかった。そんなものは年に何件も無いけれど。

　市民レベルには伏せられている情報を先生から聞きだすこともできる。けれど、クンドリーを殺さず生かした独断を、黙って伏せていた私が、気安く先生に助力を乞こうわけにもいかない。

　それでも私は彼の正体について一つの推測を立てていた。

　その上で無理を承知で、単刀直入に尋ねてみる。

「でさ、きみは何のサーヴァントなの」

「…………？」

　少年は不思議そうに首をかしげる。

　誤魔化すつもりか？　でも演技や偽りの態度には見えない。どうやらサーヴァントを理解していない雰囲気だ。そんなことってあるんだろうか。

「きみの真名を聞いているんだ。通り名が有名なら、それを教えてくれてもいいけど」

　真名を易やす々やすとは明かさない、というのはもはや戦前のサーヴァントの流儀だ。

　今ではぐっと個人的なプライバシーの問題となっている。

　サーヴァント自身にも、モザイク市で暮らしていく上で他人に知られたくない素す性じょうというのはある。マスターとの関係によっても裁量が変わってくるところだ。

　まだ見ぬ彼のマスターが、真名を明かすことを望まないのであれば、彼もまた真名を語らないだろう。主人を持たないサーヴァントであるならば、なおさら。

「名前だよ。名前」

「───なまえ」

「そう。名前」

「しらないの？」

「……は……？　私が？　私の？」

　聞いてるのは私なんだけど。

　なんていうか、少しも人ひと擦ずれしていない彼に語らせるままにしていると、自分のほうがプロファイルされている気分になる。

　そんな彼がぽつりと言った。

「───ぼくね、わすれものをしたんだ」

「……忘れ物？　何を忘れたの？」

「わからない」

　私は嘆息した。そのとたん、またも悪臭が鼻をつく。

「……おそらく記憶の障害だね。召喚直後だとそういうこともあるのかな……。しょうがない。さすがにもう私が限界だから、シャワー浴びよう。バスルーム使っていいからさ、先に浴びてよ」

「しゃうわ？」

「シャワー。お風呂だってば」

「おふろ？」

「……知らないの？　まさか、シャワーもお風呂も知らないの……？　って、水浴びとかもしたこと無い？」

　少年はこくりとうなずいた。

　驚いたことに彼は入浴の経験が一度も無いらしかった。だとしても、一般知識としては知っていてほしい。

《聖杯》、仕事しろ。





＊






　入居当時から浴室はなかなか洒落た造りになっていた。

　こちらはフレンチ風の内装で、二人がじゅうぶん入れるくらいの広さがある。浴室の主役は洋画に登場するような、鋳い物ものホーロー製の浅めのバスタブだ。

　ちなみに同じく寝室も可愛い感じで、私がこの物件を選んだ理由でもある。

　雑居ビルの喫茶店のオプションとしては不相応に豪華で、オーナーが異常に凝り性だったのか……それとも、日常的にいかがわしい目的での使用を前提としていたのか。たぶん後者だ。

　べつに私には関係無い。ありがたく使わせてもらいます、と思っていたらこの事態だ。

　ますますカリンに茶化されるネタが出来てしまった。




　とにかく覚悟を決めて、少年の手を引いて浴室へ向かった。

　いまだに勝手がわからない様子でもたもたする少年の服を脱がせ、脱衣所に立たせる。

　バスタブに湯を溜めながら、自分も汚れた服を脱ぎ捨てる。

　相手はこんなに小さな子供だ。なにを恥ずかしがることがあろうか。いやない。ないったらない。

　もしかして、実はこいつの中身が中年のおっさんだったとしても、その時はその時だ。

「水着は浸つけ置おきしとかなきゃかな……痛っ……」

　身をよじるとまだ激痛が走る。

　腹部の傷は応急処置をやり直し、防水製の医療パッチでカバーした。傷はたった今も回復がブーストされていて、さわるとかなり熱っぽい。過去の医療技術であれば、乏ぼう血けつ性せいショック、急性腹膜炎は必至の重傷だ。死を克服したこの世界では、怪我や事故への対応も抜かりがない。戦争で培つちかわれた技術のおこぼれを、こうして私も受けている。

「……いたいんだ」

「まあね」

　私の傷痕に視線を引き寄せられ、彼は顔をしかめた。

「いやだな。とげとかささると、あながあくから」

「……ホントだよ」

　もしかして傷痕が残るのでは、と彼なりに心配してくれている？　だとしたらずいぶんな紳士だ。

「でもまあ、紅葉さんが手当してくれたし、そのうち治るから」

　一方、私はといえば、あらためて彼の裸身をじっくりと見た。この観察は、絶対に必要な捜査の一環で完全に合法でセーフな行為だ。

「…………」

　男の子でしたね。うん。




　念入りに悪臭の原因を洗い落とし、ようやく私はバスタブに浸かった。

　隙あらばシャワーを逃れようとする彼と一緒に。

「あつい」

「熱いからいいんでしょ。ふつうのサーヴァントなら、お風呂は趣味だよ。みんな喜んで入るんだから。お風呂が宝具の人だっているんだから。テルメ・ディ・カラカラっていう、めっちゃでっかい浴場で───」

「もう、でたい」

　少年はおおいにむくれていたが、それなりに従順な態度ではあった。

（古傷も見当たらないし……筋量も体重も、ふつうの子供と変わらない……）
















　いずこかの騎士の、幼き姿とはとても思えない。

　入浴を知らないというのは、まずは虐ぎゃく待たいを疑う。そういう不幸な境遇に置かれた英霊は枚挙にいとまがない。が、外見からは虐待を受けていた所見はまったく無い。

　私はじわじわと別方面から強めていた推測を思い切って確かめることにした。




　バスタブから身を伸ばす。

　湯気で雲くもった鏡をキャンバスに見立て、指先で〝帽子〟の絵を描いた。

　男性用のつば広の、てっぺんが少しへこんだ古めかしい帽子。それを真横から見た素朴な図を。

「ねえこれ、何に見える……？」

　おずおずと少年にたずねる。緊張に胸が高鳴る。

　少年は鏡のキャンバスを一目見るだけで答えた。

「これは……へびだよ」

　……！　一瞬、言葉を失う。

「───なにか、おおきなものを、のみこんでるんだ」

　私の問いかけを彼は正しく言い当てた。

「なんだろう……こわいね」

　髪からしずくを落としながら身をふるわせ、少年は目をそむけた。そんなにも強い反応をみせるとは思ってもみなかった。

　すぐに鏡の絵を消し、怖がる彼を安心させようと、つい頭を撫でてしまった。濡れ髪の艶やかな感触と、体温が手のひらに伝わる。

「……じゃあ、『Ｂ ６１２』はどう？　ベ・シス・ドゥーズ、とも言うんだけど」

「うん」

　こくりとうなずいた。即答。

「……知ってるの？」

「ほし、でしょう。でもそこ、だれもいないよ」

「…………」

　そうだ。星だ。そうだよ。

「そっか……誰もいないんだ。でもきみの真名が……わかった気がするんだ」

　太陽系をまわる小惑星の一つ。それが『Ｂ ６１２』。日本人によって発見された、という以外に特に特徴はない。《聖杯》がサーヴァントに付与する一般常識とは言いがたい。

　その小惑星は、外国のとある小説にちなんで名付けられた。

　題名を『星の王子さま』という。




　衝動的に彼を抱きしめていた。

　バスタブの中で、その細い肩を抱え込むように背後から腕をまわして、かたく、ぎゅっと。

　壊さないように、傷つけないように───。

「きみが……私のサーヴァントだったら、いいのに……っ……」

　……彼は何も応こたえようとしない。

　バスタブに浸かる前に自分の身体を洗いながら、くまなくチェックした。

　契約の証《令呪》が、どこかに現れているのではないかと必死に探した。

　半透明の医療パッチの下も、背中も足の裏までも、鏡を使って目を凝らして何度も確かめた。けれど……《令呪》はどこにも現れなかった。

　だったら私は、誰のマスターでも無い。

《聖杯》を通じて、彼と契約を交わしたマスターであるはずはない。

　今までどおりの、ただの死神のままだ。
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　───だったら、あの予感はどこへ行ったのだろう。

　私の日常を変える何かが始まったのだと、胸を震わせたものは何だったのだろう。

　そんなのは結局、錯覚だった。




　風呂上がり後。

　喫茶店で使われていたマホガニーテーブルをそのまま残した居間兼食卓。

　彼は椅子に腰掛け、チンした冷凍食品のラザニアを食べている。

　私は頭にタオルを巻いたまま、ミートソースだかトマトだかみたいに赤面しながら、タブレット端末を手に今日の事件の記録をつけている。

　なにしろこっちはだいぶ気恥ずかしい。

　年端もいかぬ少年に、裸のままいきなり抱きついて、あんな告白めいたセリフを吐いて、あまつさえ涙を滲ませてしまったのだから。

　彼の方は、しばらく経ってからただ「あつい」とぼやいて眉をひそめただけ。

「……美味しい、それ？」

「あじがする」

「そっか……味するんだ」

　机には先ほど採取したサンプルが置いてある。

　チャック袋の中身はどちらも消失していた。これは予想通りだ。

　切り離された彼の毛髪と衣服の断片は、擬似的な物質であることをやめ、彼自身の魔力に還元されたのだ。

　つまりその肉体も基本的な着衣も、魔力で編まれたものだ。それは彼がサーヴァントであるという強い証拠の一つになる。

　……のだけれど、もっとわかりやすい証拠がすでに目前にあった。

　脱衣場に残した彼の着衣は、何も手をつけないまま、乾いて清潔な状態に戻っていたし。

　少年が首に巻き戻したスカーフは物理法則を無視して、ふわりと浮かびあがった。食事の最中もずっと、風をはらむようにしなやかに揺れている。もちろん室内には風なんか吹いてない。

（まさか、毒の風シムーンってわけじゃないよね……）




　すでに夜も更け、どっしりとのしかかる疲労と眠気にかろうじて抗あらがいながら、タブレットに向かう。

　さまよえるオランダ人、ヘンドリック船長と交わした短い会話を思い返す。

　彼から受け取った忠告の、一言一言がまだ重く胸の底にわだかまっていた。

　敵が狂女クンドリーだと判明するまで、不干渉の態度を貫いていた〝船長〟が、一度だけ、私のやり方に口を挟んだことがあった。

　彼は海の悪魔に呪われたサーヴァントだ。

　私もまた、彼と似た境遇にある。

　そう───私は悪霊たちに憑かれ、呪われている。

〝聖杯〟の加護の無い私は、剝き出しの供く物もつだ。

　けれどだからこそ、この仕事をどうにか続けてこられたんだ。

〝船長〟とも呪われた者同士、互いに共感をもって接することが出来るんじゃないか、と気をゆるめてしまった。そんな虫のいい期待は見透かされ、彼は私を荒々しく突き放した。

「街の法を気取り、サーヴァントを処罰する行為に、ひそかに喜びを感じている。お前は悪霊を制し、搾さく取しゅしているつもりで、逆に利用されている」

　……と。

　私が正義の味方に酔っている、と遠回しに告げられた。プライドだと信じていたものは、ただの思い上がりだと。

「───エリセ、いずれお前は、大きな悪を呼び寄せる。その時には自分が縋すがってきたものに、屈服させられることになるだろう」

　納得できるわけもなく侮辱されたと感じた私は、理屈を捏こねて〝船長〟に言い返した。それがとってつけた反論だったのは……今は認める。

　彼の苦言は、未熟者へのマウント取りなんかじゃなく、きっと彼自身の自戒の言葉でもあったのだろうと思い直した。

　契約主のアハシェロスとの、主従でありながら対等な関係と態度が、語られる言葉以上に彼の誠意を物語っていた。
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「エリセさん？」

　少しぼうっとしていた私を、先生がやんわりとたしなめる。

「お疲れのようですね。仮眠室で休憩なさってはどうです？　講義内容はあとで参照できるようにいたしますよ？」

「……うっ……」

　恥ずかしい。さっきに続いて二度目の失態だ。

　私が必死に首を振ると、先生はうなずき、また淡々とした調子で授業を再開した。




　───カレン・フジムラ。

　この講座の講師を務める彼女が、私の先生。

　彼女とは、物心ついて以来の付き合いになる。

　外見は二十代半ばくらい。淡い琥珀色の瞳に、腰まであるウェーブががった薄い色の髪。

　すらりと細身だけれどラテン系人種らしい肉付きのよさも併せ持っている。

　そしてなにより……他者の追随を許さないファッションスタイル。

　今日もばっちりキマってる。先生のファッションセンスは最高だ。

　……と、常々私は感じているんだけれども、それを力説すると、なぜだかカリンとか他の人たちからは苦笑いを返される。

　別にいいんだそんなのは。先生のかっこよさは私が理解していればいいし。

「…………？」

　しばらく傍らでおとなしくしていた少年が、私に話しかけた先生に注目し、今度は私の通学制服のスカートに視線を移して、そして自分自身のズボンを見て、首をかしげた。

　さらにもう一周、首をめぐらせ念入りに見比べてから、ぽつりとつぶやく。

「あのひと、はいてないよ」

「静かに」

　先生は最高なんだ。

　カレン・フジムラを、私が先生と呼ぶのは、この講座の講師だからじゃない。

　ファッションのお手本だからでもない。




　先生は、あらゆる意味で人間じゃない。戦後の新人類という意味でもない。

　彼女は人工知能〝ＡＩ〟だ。

　この《秋葉原》を統括している都市管理ＡＩ。市民との直接のコミュニケーション手段を持たない《聖杯》のための人型ヒューマン端末インターフェース。

　英霊の降霊に類似する召喚魔術と、最新の情報工学技術が融合した、この都市でもっとも価値のあるハイブリッドな知性体。それが彼女だ。




　───フジムラ先生による旧人類史の講義は続いていた。

　今日の講義は〝航海者〟たちの歴史と、その人物像だった。

　簡素な木造船で外洋を渡り、未知の世界を切り開いた冒険者。遠く離れた新世界にたどりつき、あるいは再発見し、文明の動脈となる航路を結んだ探検家たちについて。




　ヨーロッパからグリーンランドへと渡り入植した〝赤毛のエイリーク〟。

　エイリークの息子で、北アメリカの北東部、彼らの称するヴィンランドへと到達した〝レイフ・エリクソン〟。

　イカダ同然のカヌーで南太平洋の島々を渡り、時には海流に流され数千キロもの旅をしたというポリネシア人のルーツ。

　夢をあきらめず、かの有名なサンタマリア号で西方の海原の彼方、世界の果てへと突き進み、新世界を再発見した征服者〝クリストファー・コロンブス〟。

　喜き望ぼう峰ほうを越えて、インド航路を開拓した〝ヴァスコ・ダ・ガマ〟。喜望峰といえば、アフリカ大陸の南端にある、ヘンドリック船長のオランダ船を難破させ幽霊船におとしめた大航海時代最大の海の難所だ。

　続く〝フェルディナンド・マゼラン〟は、その艦隊で世界を一周した。彼自身は志こころざし半ばで没してしまったが、彼の偉業によって、世界は平面でなく球体であるとはっきりと宣言された。我々の大地もまた、月や火星と同じ空をめぐる星の一つだと、人々が知るようになった。

　───そしてついに一人の人間として世界一周を果たした海賊〝フランシス・ドレイク〟が登場する！

　ああ、勇壮なる黄金の鹿号ゴールデンハインド！

　海うな原ばらを思い浮かべながら、講義に没頭していた私の興奮は、最高潮に達した。

　スペイン無敵艦隊を打ち破った海軍提督でもあるドレイクは、男まさりの豪快な女性だったという噂を、同時代に生きたサーヴァントから聞いたことがある。

　太陽を落とした男は、実は太陽を落とした女だったのだと。

　とても信じられない。別の海賊サーヴァントからは、いやその噂は間違ってるぜお嬢ちゃんよ、ドレイクは確かに男だった、と否定されたこともある。

　実際、英霊にはつきもののトリビア。性別を特別視しない時代もあった。その逆に、女性であることが疎うとまれ、偉業を成すために男装を強いられた時代もあった。そういった混乱が歴史の記録をあいまいにさせる。

　ドレイクが女であっても、その輝かしい偉業はかすむものじゃない。




　充実した時間は終わりに近づいた。講義のすべてには集中しきれなかったけれど。

「最後に軽く紹介するのは、誰よりも遠くに、小さな一歩を残したアメリカ人です」

　フジムラ先生の解説に合わせ、スクリーンの映像が切り替わる。

　強いコントラストの世界。

　灰色の砂レゴリスの海。真空の宇宙空間。

　着陸船の落とす影のなかではしごを降り、月面に降り立つ宇宙服の人影。

「人類として最初に月面に立った人。彼もまた人類の代表たる〝航海者〟ですね」

「……えっ……」

　感嘆とは違う、驚きの声が聞こえた。

「人が月へ……？　まさか、生きた人間がですか？」

　声を発したのは最前列のあの子だ。

「はい。現在からですと、五十六年前のことです。三人の宇宙飛行士が月面に向かい、そのうちの二人が月面に降り立ちました」

「半世紀も前に？　そんな時代には軌道計算を可能とするような、制御装置は無かったはずじゃ……!?」

「ありましたよ」

　また資料映像がスクリーンに重ねられる。

　何十キロもありそうなどっしりとした銅色のパッケージと小さなキーボード。

　これがアポロ宇宙船の誘導コンピュータだと解説が入る。

「シングルコアで８ビット。大変立派で優秀なコンピュータが着陸船には搭載されていました。皆さんがお持ちのスマホと比べたら、計算速度はせいぜい一万分の一以下になってしまいますが。それでも、オートパイロットで着陸船を誘導しました。着陸の直前には、ヒューマンエラーが原因のトラブルがあり、再起動されたにもかかわらず」

「…………」

　フジムラ先生は得意げだった。

　たぶん私にしか判りそうもない、すごく微妙な表情の変化だけれど。

　重要な歴史の一幕でコンピュータが貢献したことが、ＡＩなりに誇らしいのだろうか？

（いやいや、違うぞ……）

　あの子が初めての知識に触れて、動揺しているのが楽しいのだ。愉たのしんでいるのだ。

　憤然としながら、少女は乗り出し気味の上半身を席に戻した。

「無茶です。無謀です」

「そうですね。まったく無謀な試みでした。尊い犠牲もありました」

「だったら、尚更ありえないです！」

　半世紀越しの私たちの懸念を鼻で笑うように、映像の中のずんぐりとした宇宙飛行士は、低重力を満喫し、ぽよんぽよんと跳ねながらムーンウォークする。

　ヤンキー丸出しの陽気な鼻唄までくちずさみながら。

「お気楽ですねえ。宇宙服を一枚へだてた外はゼロ気圧の真空で、摂氏百十度の地獄なんですけどね」

　先生は映像の中の彼らに感心しながら、淡く微笑んだ。

　月面車を走らせるのも、遊園地のゴーカートかと思わせる荒っぽい運転だった。

　あの子はまた映像に見入りながら、呆気にとられているようだった。

「……ぷ……くくっ……」

　つい私は吹き出してしまった。

　ぴくりと、あの子の肩が震えた。マズい。変なタイミングで笑ってしまった。




〝航海者〟たちのエピソードの締めくくりとしてはこんなふう。

　海の果ての新世界、遙かなる空、そして宇宙へと、次々と未知の空間を開拓してきた人類も、月面に陽気なヤンキーたちを送りこんで以来、その月よりも遠い場所を目指した機会は一度も無い。

　アポロ宇宙船の時代に人々が思い描いた壮大な宇宙開拓の夢は、いまだにただの夢想のままだ。

　火星も、金星も、太陽系を離れた外宇宙も、依然、未踏の地であり続けている。

　人間は何か大切なものを見失ってしまったのだろうか。

　フロンティアの最前線に英雄と呼ぶにふさわしき者が現れ、人々を再び新しい世界へと導くことはあるんだろうか……？
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「いたいた、おーいエリち！　メシ行かねー？」

　察し良く、講義の終了時間ちょうどに教室にカリンが現れた。

　一夜明けておとなしく自宅へ戻ったのかと思っていたら、まだ《秋葉原》にいたのか。

「カリンか……遠慮しとく。私はまだ、ここに用事あるから」

「はあ？　もうそっちのクラス、終わったんだろ？」

「そうだけど。クラスじゃないけど」

「おっ、よしよし、少年も一緒だな。朝メシ、ちゃんと腹に入れたか？　何食べた？」

「しりある。あと、おみず」

「うっわひっど。エリちそれ虐待だろ？　ソーシャルワーカー案件じゃね？」

「知らん。もう……」

　ここ数日、部屋に戻れず、買い置きの賞味期限をあらかた切らしており、そういう事態になった。

　少年にも食べさせたというか、こっちが慌ててかきこんでいるのを彼が興味深そうにしていたので少し分け与えた。

　本来、サーヴァントに通常の食事は不要なのだけれど、戦後、サーヴァントの存在が一般的になってからは、彼らの生活の質の向上についても配慮されるようになった。

　完全に人間同様の生活を送るべきだと主張する市民の一派もいる。サーヴァントは人間とはまるで異なる、自然の枠組みから解き放たれた存在なのに、まだ人間の制約を課そうとするなんて、それもまた契約主のエゴだろうと私は思うけれど……。

　それが所有せざる者ゆえのひがみだとしたら、何も口を挟めない。

　ましてや少年は、たぶんまだ、誰のものでもないのだから。

「チィーっス、こんちはカレンちゃん」

「こんにちは、カリンさん」

　私たちのもとに先生がやってきた。

「カリン……カレン、ちゃん？」

　少年がカリンとフジムラ先生を交互に見た。

「そうそう。ややこしーだろ？　《秋葉原》のカレンちゃんは、なんかアダルトでエッロいよな。うちんとこのカレンちゃんはさ、もっとこうアチョーって感じだし」

「アチョーってなんだアチョーって。だいたい、カレンさんって呼ぶべきだ」

　片膝を上げて威勢のいいカンフーポーズを取るカリンをはたく。

「カリンさんの《渋谷》地区では、中華料理店の看板娘ですものね。私」

　そう言って先生は微笑した。自分の別バージョンが稼働してるのってどんな気分なんだろう。

　教室にはまだ数名、談笑する年輩の受講生たちが残っていた。

　先生に促うながされるまま私たちはその場を離れ、同ビルの中階からせりだしたテラスへと移ることにした。




　眼下に《秋葉原》の街並みを一望する、休憩スペース。

　早い時間だからか海風も強くなく、日差しもほどよい。日陰にいると少しひやっとするくらいだ。

　海上の鉄道橋を渡ってすべりこんできた列車の走行音と警笛がかすかに届く。水平線に消えていく鉄路のその先は、《新宿》や《渋谷》へと続いている。

「その方かたが、契約主不明のサーヴァントですか」

「うん」

　先に連絡もしたけれど、あらためて少年を先生に紹介した。

「───実は正体の予測もついてて。本人はなんかぼんやりしてて、反応が薄いんだけど」

　昨夜の発見を、私は思い切って告げた。

　クンドリーの逃亡と、その後の成り行きを先生に対して黙っていた後ろめたさを帳消しにできるのではと期待を込めて。

「アントワーヌ・ド・サン＝テグジュペリ……？　大変に著名な、フランスの作家ですね。第二次世界大戦で従軍した飛行士でもある。彼がそのサン＝テグジュペリだと？」

　真名とおぼしき名前が挙げられても、注目された少年本人は例によって気にしている様子はない。カリンがジューススタンドで買ってきた生しぼりオレンジを口にして、すっぱそうに顔をしかめている。

「外見の一致率は低いですね。年齢の差異を加味しましても」

　バックグラウンドで記録を参照し、少年と比較分析している気配。

　私はさらにその先の推理をぶつけた。

「星の王子さまなんだ。テグジュペリが描いたイラストの王子様にそっくりでしょ？」

　『星の王子さま』は寓ぐう話わ的な小説だ。

　若くして亡くなったテグジュペリの遺作となった。

　ネットでも、書店でも、児童書カテゴリで見かけるけれど、幼稚な子供だましのお話とはぜんぜんちがう。

　かといって、バイブルのように一節一節を引き合いに出して有り難がるようなものでもない。なんとなくそばにいて、話しかけたら軽い冗談とか苦労話を聞かせてくれる、そんな気易い友だちのような本……だと私は思う。

「へえー、きみって王子さまか。おお……？　言われてみたらちょっと高貴な感じ？　あたしのモミもお姫様だからねえ、お揃いかぁ？　んー？」

　ニヤつくカリンに頰をつつかれ少年は首をそらして嫌がっている。

　そっちは放っておいて、私は先生に対し、自分からの謎かけに少年が『星の王子さま』独自のキーワードを返したことも言い添えた。

「なるほど……」

　思案のポーズを取る先生に私は続けて言った。

「確かに、テグジュペリ自身とは外見は似てない。だから、自分の作品の登場人物の姿を取った作家サーヴァントじゃないかって。いるでしょう、そういう人たちもさ」

「ええ。確かにおりますね。往々にして、作者自身よりその著作物の印象が強く後世には残されます。そうなることを望んだ作者も少なくはないでしょう。ですが、個人的見解を述べさせていただけるなら───」

　一呼吸置いて、ついと眼鏡を持ち上げた。

「サン＝テグジュペリは、〝王子さま〟ではなく、語り手である〝飛行士〟に自分を投影していたと推測されますね。『星の王子さま』も彼の遭難事故の経験をもとに書かれたものですし」

「……あ……そう、か……」

　その通りだった。小説の内容的にも、もっともな批評だし、それに倒錯癖を持つような、感情移入傾向の強い作家サーヴァントとは根本的に違うのでは？　と指摘しているのだった。

　当人は、いつのまにやら、はちみつレモンを口にしている。カリンのと取り替えたらしい。こっちは口に合うらしくご満悦だ。

「他の区域の私たちとも交信してみましたが、やはり彼は、私どもの管理下にあるサーヴァントではありませんね。該当クラスすらも、おぼろげな推測の域を出ません」

　ＡＩである彼女は私と会話をしている間にも、バックグラウンドで別個体と連絡を取り合っていたようだ。

　少年は他区域から迷い込んだサーヴァントではなかった。それに少なくとも、サン＝テグジュペリがモザイク市のサーヴァントとして確認された記録も無い、ということが明らかになった。

「そう、気を落とさずにエリセさん。あなたのご意見を否定するものではありません。可能性はまだあります。それに、こうして保護して頂いただけでも、良い働きをされました」

「はい……」

「どうやら、記憶の他は安定しているようですから、識別タグを持たせましょう。私も、この街の滞在中は、彼を〝星の王子さま（仮）かっこかり〟として扱います」

「はい……かっこかり……」

「だよね。名前ないと不便だし───な？　カッコカリ」

　気楽な調子でカリンは星の王子さま（仮）の頭をぽんぽんする。

「あの、それで昨夜の件だけど───」

　居住まいを正し、本題である昨夜の事件の報告と、その弁解に移ろうとした時だった。

　先生は席を立ち、私にすまなそうに告げた。

「一つ、エリセさんに謝らないといけません。実は私、これから急な用事ができてしまいました。なので、例の事件については簡易ドキュメントの報告で結構ですよ？」

「え……？　は、はい」

　ほっとしたと同時に不安になる。

　急用なんて初耳だったし、先生が予定を軽率に変えるのも異例だ。

「でも彼は、この少年はどうしたら？」

「それです。たいへん心苦しいのですが、エリセさん。しばらく彼を預かっていただけませんか？　その間に真名が判明すれば尚良しです」

「えっ───」

　閉口する私に、先生は目を細める。いよいよもって異常事態になってきた。

「いやムリムリムリ、困るでしょ？　仕事があるんだし私」

「今回のような特殊なケースに対応できる方が、今は《秋葉原》にはいらっしゃらないのです。あなたはサーヴァントの扱いについては、専門家といって差し支えありませんから」

　さしつかえてるよ。つかえまくってるよ。

　私は、殺す専門なんだから。

　凶悪サーヴァントをガチガチに拘束して監視下におくんだったらともかく、自分のこともよくわかってない、普通の人間の子供と変わらない、幼い少年の面倒をみるなんて絶対にムリだ。

　そこへカリンが口を挟んできた。

「そんじゃ、うち来りゃいいよ。今さら弟が一人二人ふえたって変わんねっし？」

「変わるでしょ……」

　カリンの無責任な申し出にも、先生は丁寧に頭を下げる。

「ありがとうございます、カリンさん。ご厚意は嬉しいのですが、ただ彼の脅威度はまだ未知数ですので。一般市民の方のお住まいへの滞在は憚はばかられます」

「いーって。モミもいるし、ぜんぜん大丈夫だって！」

　食い下がるカリンに、また丁寧に断りの説明を返す先生。

　実際、助かる……そう思う反面、まがりなりにも仕事の一部をカリンに任せてしまうのは癪しゃくだ。
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　そんな自分の厄介な対抗心に気づいた時、休憩スペースで会話する私たちのもとへ、彼女は早足で歩み寄ってきた。

「───カレン・フジムラ？　あなたに聞きたいことがあります」

　最前列に座っていたあの子───帽子の子だ。

　授業の終わる直前、スマホ越しに通話しながら教室を足早に出て行った。その通話を終えて戻ってきたらしい。

「あら、ハルコさん？　それは講義に関する質問でしょうか？」

「そうです。大航海時代における占星術の果たした役割について……」

　ちょうど吹き込んだ風に飛ばされないよう、少女は帽子を深く押さえ込んだ。

　そのタイミングを見計らい、慌てて割って入る。割って入られたのはこっちだけど。

「ちょ、ちょっと、今は私が先生と話しているところだから……」

「…………」

　無言で彼女はこちらを睨んだ。

　鮮やかなペパーミントグリーンの瞳が、前髪の合間からかすかにちらついた。

「あなたと、あなたのサーヴァントが、何度も講義の進行の邪魔をするから、質疑応答の余裕が無くなったんです」

「そ、それは謝るけど。でもね、その子は……別に私のサーヴァントじゃなくて」

「そうですか。それは失礼。でも保護者なら、公共の場で同行者が迷惑をかけないよう、配慮してほしいものです」

　少女はその歩き方も、帽子を押さえる手つきさえも、きびきびとしてそつが無い。

　無邪気にジュースを飲んでいるこっちの少年より、ほんの少し背丈が高いくらいなのに、随分と大人びた少女だ。

　授業中ずっと目にしていた白いガウンの下には、少し古めかしいデザインの山吹色のブラウスを着用していた。

（この制服……見覚えがある……どこでだっけ？）

「えっと、占星術って言った？　歴史と魔術の関わりに興味あるなら、ライブラリに行けばいいんじゃない？　好きなだけ調べ物できるよ」

　私はけっこう本気で、親切のつもりで進言した。……のだけれど少女は、ハッ、と息を吐いてますます態度を硬くした。感じわるぅ。

「ライブラリの検索ですか？　そんなのは管理ＡＩ、いえ、講師フジムラに直接質問する効率には及びません。それに、わざわざ講義に参加されているあなたなら、ただ資料から漫然と得られる知識と、教養ある個人の視点を通し、口承で語られた一貫性のある情報に、どれだけの価値の差が生じるかご存じなはずですよ？　そんなこともわからず、怠たい惰だに他者の時間を食い潰しているのですか？」

「た、怠惰って……」

「うっは、言うじゃん。このＪＳ」

　ああ、いけない……。カリンが面白がりはじめた。これをうっちゃっておくと、いつのまにか当事者こっちの手を離れて大喧嘩に発展してしまうのだ。

　喧嘩を売り買いするのはカリンの勝手だが、講座の受講者と関係を悪くして、私まで出で禁きんになるのは絶対に避けたい。

「あー、カリン。やめよーね。私、べつに怒ってないから」

「……ん？　こいつ……」

　カリンが何かに気づいたようだった。

　はっとして少女はまた帽子を深く被り直す。先生は確かこの少女をハルコと呼んだ？

「私もこの後、用事があるんです。本当は急がなくてはならないけれど」

「そ……そっか。ごめんね」

　教室からわざわざこのテラスまで探しに来たのだろう。そんな彼女の熱意は認めたいと思った。同好の士だ。

「でもさあなた、なかなか講義には出席できてないみたいじゃない？　よかったらさ、私の昔のドキュメント、貸してあげようか？」

「そこまで私を馬鹿にして挑発されるなら、それなりの覚悟をしてほしい」

「えっ……？　私、おかしな事言った？」

　この少女の導火線がどこに飛び出しているのか全然わからない。

　助けを求めて視線を向けたカリンも、手に負えないとばかりに首を振った。




　すると───。

「そのくらいにしておいたら、エリセ」

　教室にはいなかった一人の女性が、コツコツと靴音を鳴らし現れた。

　私の名を親しみ深く呼びながら。

「お早いご到着でしたね」

　傍観を決め込んでいた先生はいかにもわざとらしい声音で女性を出迎える。

「面白いものが見られます、って、あなたがメッセージを寄越して急せかしたんでしょ、カレン」

　時代がかった黒のセーラー服。ぞろ長い銀色の髪。

　この《秋葉原》にはまるで馴染まない、しとやかな郷愁をまとったその人を、私は知っている。

「……チトセ……なんで、いきなり……」

　そうか。カレンの急な用事はチトセだった。

　帽子の少女は私のつぶやきを耳みみ聡ざとく聞き止めていた。

「チトセ……？　アポも持たず都市管理ＡＩを直接訪ねるような市民……？」

　ヒュウと息を吞む音。すぐさま少女はチトセに向き直る。小柄な彼女がチトセと対峙するとすっかり見上げるような姿勢になる。

「まさか……真まな鶴づる……チトセ……？　あの〝聖痕スティグマータ〟でいらっしゃるのですか？」

「───ええ。久々に聞いちゃったな、それ」

「……ぅ……なんてこと……」

　少女は激烈な反応をみせた。今ここで決闘が始まるのかと思ったほどの。

　一瞬夢想した態度とは正反対で、少女は恐ろしくかしこまっていた。三歩も後ろへ退ささがり、ぎごちなく頭を垂れる。その耳は赤くなり、前髪の下からのぞく頰もすっかり紅こう潮ちょうしていた。

「…………っ……」

　帽子のサイドに指を触れると、シュッと折りたたまれて髪留めのカチューシャになった。はっきりとあらわになった素顔で、少女は再び頭を垂れた。

「ご無礼をいたしました───聖痕スティグマータ」

　チトセは静かに首を振る。

「カレンにご用だったんじゃないかしら？　私なら少し待っていてもいいけれど」

「さ、些細なことです。あなたの公務と比べましたら」

　さっきの気き位ぐらいの高い態度とは裏腹に、少女は可愛そうなくらいガチガチになっている。私はチトセに関わる人々のそういう気詰まりな反応を見るのが苦手だ。

　応じるチトセは気さくな口調だけれど、親身になっているわけでは決してない。

　そしてチトセは、私たちのテーブルにつく少年へと視線を落とした。

　まるで……獲物を狙う白蛇の目だ。

「そう、その少年なの。本当に霊基クラスが判別つかない。こんなこともあるんだ」

　と、チトセは独り言のように言った。

　白状をすると、私は興味があった。嗜し虐ぎゃく的てきな好奇心をおさえられなかった。

　あの目にさらされた彼がどんな反応を返すのか。それは畏い怖ふか、敵意か、自己の存在を消すかのような無視か───。

　けれど───彼は微笑んだ。

　瞬またたく星のごとき、透き通った笑顔で。放たれた心のまま笑いかけた。

　ほんの刹那の沈黙の後に、彼女、チトセもまた少年に応えて薄い笑みを返す。

　脇に立つ帽子の少女がびくりと身を震わせた気がする。

　そして今度は、どこかおどけたように表情を緩ゆるませると、こちらに身を寄せ、青白い指先を私の肩に置いた。

「この少年の監視役、お願いするわね、エリセ」

「……わかった」

　もごもごと、ふてくされた私の返事にチトセは小さく肩をすくめる。




　───ならば、話はこれで終わりだ。

　はっきりと彼女が決断したのであれば先生もそれに従う。

　私は席を立ち、先生に一礼すると、言われた通りに少年をその場から連れ出した。

「誰だぁ、あれ？　なんかおっかなーい奴だな」

　あとから廊下をついてくるカリンが暢気に尋ねてくる。

　でも今は、ほんの少しだけその気易さが暖かい。

「それになんだよ、まだカレンちゃん先生に話があったんじゃねーの？　いいのか？」

「いい。行こう」

　そう言って、私は逃げるように教室のあるビルを後にした。
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「ここ！　ここ、行ってみたい！　牛すじチャーハン！」

　歩きながらスマホを顔面に突き出された。

　カリンからのランチのリクエストは、あらかじめチェックしておいたという中華料理店。

「何処どこここ……知らないな……ええ、地下十二階？　水面下じゃん。大丈夫なの？」

「中華、好きじゃろーエリち？」

「まあそれなりには。でもここ……メニューにピリ辛くらいしか載ってなくない？　日本式中華でしょ？」

「おー？　ハアーン？　何が不満なんだよー。あんたに店選びまかせたら、とにかく真っ赤なギトギト物体か、片手で五秒で食えるやつか、その無限ループでしょうが。激辛系は《渋谷うち》のほうのカレンちゃんの店で十分なんだよ！」

　少年は渡されたスマホを両手で持ってのぞいている。その肩に両手を置くと、カリンはほとほと残念そうに語りかけた。

「いいかー？　気をつけような少年。この味覚破壊女とつきあってると、体中の粘膜という粘膜をやられて、のたうちまわる羽目になるからな？　特に翌朝とか衝撃的だぞ」

「うん」

「そ、そういうカリンは、ジャンク系ばっかじゃん。口内炎になるし」

　店のチョイスにはやや不満が残るけれど、ちょうど買い物の用事があった地区にも近く好都合だった。

　それに複雑なこの街の深部を開拓するのは仕事の上でも無駄にはならない。地図上の情報としての知識はあっても、実際に訪れてみるとまるで印象が異なることばかりだったから。




　にぎやかな商業施設の集まる区画に向かって、立体通路を緩ゆるやかに降りていく。

　ちょっと遠回りルートだけれど、こっちのほうが断然見晴らしがいい。

　ビルの合間に見え隠れする人工のビーチには、海水客たちのパラソルが花壇のように咲いている。沖合にはウィンドサーフィンのカラフルな帆が浮かんでいるのが見えた。

　ふと、カリンが私の脇腹を指さす。

「傷の方はどうかってさ」

「……紅葉さんが？」

　カリンはうなずく。

　すると、霊れい体たい化かを解いて、バーサーカー鬼女紅葉がその実体を出現させた。

　魔力の凝縮した疑似物質の質量を受けてズシッ、と通路のつなぎ目がきしむ。

　通りがかった市民が、その異形にぎょっとする。電動スケートで快走していた青年はよろめいて転びそうになった。

　白しろ無む垢くの着物をひるがえし、歩幅を合わせのっしのっしと脇を進む紅葉。まるで通路の真ん中を仕切る壁が現れたようだ。

「うん。実はまだ結構痛むんだけど、大丈夫だから。ありがとう」

　私は少し背伸びをしながら、彼女の首筋のあたりに手を置いた。

　頭部を前に垂れながら、私をじっと横目で凝視していた紅葉は、すぐまた霊体へと戻った。

「……？　コウヨウ？」

　少年はきょろきょろと周囲を見渡し、紅葉の巨体が占めていた空中をおそるおそる手でさぐる。

「紅葉さんなら、ちゃんといるよ。カリンのそばにずっといるんだ。霊体化してるだけ」

「───すごいね」

　少年は心底驚いて目を丸くしている。きみだって出来るはずなんだけどな。

　通常の召喚を受けたモザイク市のサーヴァントであれば、誰でも知っている常識以前の事実を、彼はまだ知らないようだった。

「でしょー？　エレベーターなんか絶対乗れないし、エスカレーターなんか逆流しちゃうんだぞ」

「すごい」

「他にほめる所がたくさんあるでしょ……」

　得意満面。我が事のように自慢するカリンは、さっと私を振り向いて言った。

「で、そろそろこの子にさ、名前つけるべきっしょ？　あんたが面倒みることになったわけだし。カレンちゃんがさっき言ってたのは、管理上の話でしょ。カッコカリ呼ばわりはさすがにないわ」

「……呼ばわってたじゃん」

　とはいえカリンの提案はもっともだ。私も頭の隅では考えていた。

　ただ私が自信たっぷりに推理した真名サン＝テグジュペリは、フジムラ先生からはやんわりと否定されてしまったわけで、そこで思考が一時停止してしまっていた。

「そのテグジュペリ氏ってのはさ、ニックネームとか、ねーの？」

「あるけど……サンテックス、とか言ったかな」

「イマイチ可愛くないなー。王子さまとかどう？」

「直球すぎでは……？　王子さまだってじゅうぶん呼びづらいでしょ」

　似合っているのは認める。けれど日頃から呼ぶ名前ではない気がする。カリンも腕組みして思案顔だ。

「そういやそっか……。サーヴァントって貴族系すげー多いからまぎらわしいな。その子、フランス人かもなんでしょ。王子ってフランス語でいうとなに？」

「自分で検索しろ……確か、ル・プチ・プランス？」

　のはずだ。『星の王子さま』の出版国フランスでの原題だから覚えていた。英語で言えば、ザ・リトル・プリンスになる。

「ふむ。ならさ、プランくんでどうよ？」

「プラン───」

　たぶん意味的には王子のままで変わらなそうだけど、だいぶ名前っぽくはなった。

　嘆息しつつ彼に向き直る。

「きみ、しばらくプランって呼ばせてもらうからね？　それに識別タグも持ってもらうから。迷子になられたりすると困るから」

　少年は意外にしっかりした様子でうなずいた。どこまで理解が及んでいるのかは、いまだによくわからない。

「プラーン」

「伸ばさない。プラン」

　仮称プラン少年と私とのやりとりを眺め、カリンは屈託無く笑った。

「エリちの言う通りにさ、『星の王子さま』だったらいいな。プランくん」

「……真名看破とかより、マスターを探してあげるの先だって……」

　例によって本人ばかりがきょとんとしている。




　周囲の通行人が途切れたところで、カリンはぐいっと身を寄せ耳打ちしてきた。

「そんでおい、さっきのおっかない人、誰だったんだ……？」

　いかにも真剣そうに眉をひそめてささやくが、どうにも芝居がかっている。謎のサーヴァントとはまた異なる方面から好奇心を刺激されて楽しんでいるに違いない。

「スティグマータ？　ってなんじゃそりゃ。エリちは、チトセって言ってたよなあ」

　こっちの肩に頭を乗っけて、さらにずりずり詰め寄ってくる。鬱うっ陶とうしい。

「ほれ、教えろよエリちー。なんか絶対聞かれたくないワケあり案件なんだろなーとは思ったけどー」

「……じゃあ聞くな。あと近い」

「悪い、ガマン判定に失敗した。知り合いだろ？　えっらいレトロな制服だったけど、カレンちゃんの知り合いだったら納得か。……あの学校の先輩とか？　もしかして有名人？」

　講義の場にカリンが居合わせたのが運の尽きだ。

　それに、チトセは実際、隠された存在ではない。しかるべき方法で検索するか、カレンシリーズに尋ねればモザイク市の全市民が知ることができる。

「有名というか……まあ、昔はね。今はそうでもない」

　私は観念した。思い切って打ち明けておいたほうが変な詮索をされずに済む。

「チトセは……私の祖母だよ」

「……は？　祖母？　って、おばあちゃん？」

「そう、おばあちゃん」

「…………って……ええ……？」

　よほど意表をつかれたのだろう。カリンは表情をこわばらせた。

　カリンとはもうくされ縁の付き合いになるが、こんなふうにばつが悪そうに驚いたのは、私が聖杯を持たない身の上だと知った時以来かもしれない。

　それでも湧き出した好奇心を抑えることは難しいようだった。

「戦前の人間が、あそこまで若返るのは無理でしょ？　出来たとしても令呪をフルに消費して、ようやくって感じじゃ───」

「チトセは昔からずっとあの外見だから。でもね、私の祖母なんだ」

「マジかよ」

「有名人っていうか、知る人ぞ知るって感じ。たぶんあの帽子の子も、そっち関係かな」

「じゃ……魔術師か……エリち、あんたのおばあちゃん本物のマスターか……！　やっべ、やべーこと聞いちゃったな……うわ……」

　カリンは血相を変え、口を手で覆ってうつむいた。プラン少年までが、心配そうに彼女を見上げている。

「ハハッ、そんなに驚いてくれるなら、話した甲斐あるけど」

　ぎごちない苦笑いがもれた。なんだか調子が狂う。

「ご、ごめんな」

「いいって」

　───戦前より家系をつなぐ本物の魔術師。

　それは先の聖杯戦争とも浅からぬ因縁があったことを意味している。




　カリン自身も、自分の家族についてはあまり語ろうとはしてこなかった。それもまた戦後生まれの新世代特有の感覚らしい。だから私も、彼女の家庭事情について知っていることは限られている。

《渋谷》地区に実家があり、兄弟がいて、同地区の中学校に通学している。

　彼女の両親は、他の同世代の人々と同様に、後天的に〝聖杯〟を得た人間だ。しかし〝聖杯〟を受け入れることはしなかった。その使用を一切拒み、《令呪》も一度も起動したことが無いという。

　サーヴァントは未召喚のまま死蔵されているパターンだ。数は少ないがそういう人々がいる。

　その徹底ぶりは当然、娘のカリンへの接し方や教育方針にも影響したに違いない。

　鬼女紅葉という見るからに異形のサーヴァントが、彼女の家で好意的に受け入れられているとも思えなかった。

　カリンがあまり実家に居着かず、しょっちゅう私のもとへ現れるのも無関係じゃない。

　私が自分で生計を立てながら一人暮らしをしていて、一見家族のしがらみが無いように見えたのも彼女にとって気楽でいられたんだと思う。
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　しばらくの間、カリンは口が重くなった。

　……が、目当ての中華料理店でランチを終える頃には、すっかり調子を戻していっそう騒がしくなっていた。こんなことなら、もうすこし深刻なリアクションで追い詰めてやればよかったかもしれない。




　そのまま用事の場所へと三人で足を向ける。

　───通称〝秋葉原デパート〟。

　陸橋の地下ガードしたに無数の小売店が所狭しと並ぶ魔術用品街だ。

　いかにも変人揃いの店主たちに言わせると、過去は電子部品のパーツを扱っていた場所らしい。秋葉原デパートという呼び名も、その頃の彼らの隠語に過ぎない。

　汎用性の高い《令呪》を所有し、魔術との関わりを持つようになった市民たちは、情報を共有し独自の魔術文化を築き上げるようになった。

　正統な魔術師からみれば噴飯、哄笑、封殺モノのアマチュアリズムだけれど、《聖杯》も、都市管理ＡＩも、その存在を許容している。

　この街が備えていたマニアックな性質とも相性がよかったのだろう。

　私もまたこの場所をおおいに活用している一人だ。

　若輩者のローティーンの小娘、宇津見エリセがほそぼそと〝死神〟を営みつづけていられる事ことの故ゆえ、その何割かはこの魔ま窟くつめいた空間に負っている。




　デパートの表層は観光客向けのおみやげもの店にすぎない。

　いかがわしい《秋葉原》らしさ満点の御守りや、呪いの道具、部屋に飾って見栄えのするインテリアを扱っている。

　これらのアイテムの中には所有者の《令呪》を消費して、実際に弱い効果を発揮するものもある。《令呪》が具現化させる魔力の方向性と性質を決める、小さな門のような品だといえる。

　プラン少年と一緒にきょろついていたカリンも、さっそく気になるものを見つけて立ち止まった。

「おっ、このグロカワ人形、ここで売ってたんだ。これさー、上級生のクラスで流行はやってんだ」

「うわキモ……なんなの？　不幸身代わり系？」

「身につけてるとサーヴァントの夢が見られんだってさ。人形によって夢は色々っぽい」

「へえ……」

　いかにも眉まゆ唾つばな効果だし、私とは最初から無関係だ。カリンが悪気無く言っているのはわかるけどいい気はしない。

「どれ、一個買ってやろうじゃん」

「私に？　要らないってば」

「そう言いなさんな」

　結局、夢見の人形はプラン少年に押しつけられた。




　やがて、迷路のように入り組むデパートの奥へともぐっていくと、だいぶその様相が変わり、客の顔ぶれも怪しいものになってくる。

　なにより極めつけは、魔術師たる英霊《キャスター》が携わっている店だ。

　彼らが一から作成した独自の道具や、既製品を調整しチューンナップを施ほどこした呪物は、非常な高額で取引きされている。

　今まさに私の脇腹の傷を治癒している霊液イコルもそう。小指ほどの瓶に封じられた、たった数滴の水薬が、一ヶ月分の生活費に相当する。

（呪具の補充もしなきゃ。だけど、今日来たのはそれがメインじゃない……）




　人ひと気けの無い、奥まった通路の一角。

　カリンの足が縫い付けられたようにぴたりと止まった。

　その隣りで少年もまた立ち止まる。というか、ごつん、と何かに額をぶつけよろめいた。

「いたい……」

「ちょ、待てよエリち───なんか通れないんだけど」

　ふざけているのかと思ったがそうではなかった。

「ここ、かべがある」

　少年は通路の途中でパントマイムのように空中に手をはわせる。一方カリンははっきりとはしないが心理的な抵抗を感じているようだった。

　場所柄、私はすぐに状況を察した。

（霊体を遮断するスクリーン……？）

　そんな仕掛けがあったなんて初めて気づいた。物質化したサーヴァントも、霊体化しているカリンの鬼女紅葉もどちらも例外では無いらしい。

　カリンの隣に紅葉が出現し、見えない壁にかぎ爪の尖端を突き刺した。爪の圧力が加わると空中の染みのように、びっしりと密度の濃い魔方陣が広がりギラギラと輝く。

　さらに頭突きをくわえるように、ぐっと身を乗り出すと、みしみしと周囲の壁や床がきしみをあげる。少年までもがその足下でけなげに押し入りの手伝いをしている。

「……ととと、こ、紅葉さん!?」

　私が止めに向かうよりも早く、通路の陰からいかつい初老の男が顔を出した。見覚えがある。目当ての店の守衛だ。当然、魔術の心得もある。

「おい、壊すな」

　男は乱暴に手を振って、カリンたちを遠ざけさせようとする。

「あんたは通っていい。あいつらはだめだ。ここに溜まるんじゃない。引き返させろ」

「私の連れなんだけど」

　男は無表情で首を振る。

「……うーん」

「なんだよー。一いち見げんさんお断りってかあー？　ふっざけんな？　あれ、よく見たらおじさん超かっこよくない？」

「カリン……」

　抗議したり取り入ろうとしたり忙しいカリンをたしなめる。

　すこし思案を挟みつつ、結局、入店はあきらめ引き返すことにした。




　カリンは興奮した様子で文句を垂れた。

　マスターの彼女だけだったならば入店できたかもしれないけれど。

「なに？　あのありえねー厳重さは。何の店なんだよ？」

「あの店はレリック、アーティファクト、盗掘品───遺い物ぶつの専門店だよ」

「イブツ？」

「いぶつ？」

「ええっとさ……〝召喚の触しょく媒ばい〟って言ったらわかる？」

　カリンは首を振る。新人類に馴染みが薄いのは当然かもしれない。

　つまり、召喚の拠より所どころとなる触媒の品を仕入れて売る店だ。

　とある、年老いた魔術用品バイヤーと、旧人類史において豪商として名を馳せた英霊のコンビが営んでいる。

　店で扱われるものが掛け値なしの貴重品であることは承知していたけれど、警備システムまでは意識したことがなかった。そもそも子供が出入りするような場所じゃない。

　話を聞いたカリンは目を輝かせた。

「宝の山じゃん!?　探検家とか考古学者のロマンの塊がたんまりあるんだろ？」

「そうかもだけど見る人間によっては、つまらないただのガラクタ。別に見せる用の展示があるわけじゃないし。博物館とかよりもっと地味」

　しかし、降霊や召喚術を極めようとする魔術師にとっては垂すい涎ぜんの品たちだ。

（あの女の、クンドリーの仕掛けた罠……小鬼のグレムリンにまつわる触媒なんてモノがもしあるんだったら、この店で取引きがあったに違いない……）

　そう踏んで直接探りに訪れたのだ。が、そこへ思わぬサジェスチョン。

「残念だったよなー。プランくん連れて入店できなくてさ」

「───ん？」

　まったく念頭に存在しなかったことを言われて思わず戸惑う。

「だってエリち、いろんな遺物をプランに見せようとしたんだろ？　この子に何か反応が無いかってさ」

「…………あー……」

　私はすこぶる曖昧に頷いた。ちょっと真顔になったカリンがじっとこちらを覗きこんでくる。

「おい、エリち……いま『その手があったか』って顔しなかったか？」

「その手があったね……」

「おぅい」

　貴重な商品を気易く拝見させてもらうなんて、まず無理な相談だ。けれど向こうも商売人だ。交渉次第ではどう転ぶかわからない。

　それにだ。もしも街の治安をおびやかすような触媒を流通させたとあれば、都市管理ＡＩ、つまり先生への上申をチラつかせて、無理を聞かせることもできたかもしれない。

「どっか抜けてんだよ、エリちさんはさぁまったく。さっきはただのショッピングじゃないんだぞとか、こっちを叱ってくれちゃって」

「…………申し訳ありませんでした」
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　そろそろ帰宅すると言うカリンにつきあって《秋葉原》駅前へと向かった。私だっていい加減にカリンを追い返したい。

　午後の駅前広場は、さまざまな市民が行き交う。フードトラックが香ばしいスパイスの匂いを漂わせ、大道芸人は大きな人だかりを作っている。

　少年はすこし歩き疲れたふうで、仕方なく私はその手を引いて歩く。

　小さくて華奢な手のひらだ。どのくらいの距離を取ればいいのか。どんな力で握り返せばいいのか。私はまだ測はかりかねている。

（子守りだ、これは……どう見ても、誰が見たって）

　この先も子供の世話が続くのかと思うと途端に気が重くなる。

　敬意を払うべき経験豊かな英霊でもないし、抜け目無い冷酷な異端の輩でもない。

　そんな調子の狂う相手を、カリンがうまくあしらってくれて、その間はこちらも気が楽になっていたのは確かだった。

　子守りで張り合っても仕方がない。そんなふうに自分に言い聞かせながらも、私はすこし嫉妬して、苛いらついていたのかもしれない。

「またあんたの仕事が入ったら呼べよな？　試験期間中以外は来るからさ」

「だめだって言ってるでしょ。試験じゃなくても来なくていい」




　広場に面するビル壁の超大型スクリーンから、ひときわ大きな音量で映像が流れた。

　ただの広告、と端はなから無視していたが、カリンは何かに気づいた様子で鋭く映像を目で追った。

「──────」

　スクリーンではサーヴァント同士が激しく争っていた。

　多角的なカメラで撮影された映像を、テンポよく編集したものだ。

　開放された宝具に華々しくテロップがかぶさる。

　渦巻く宝具の攻撃の余波が観客席にまで押し寄せると、すんでのところで障壁が稼働して遮さえぎり、難を逃れた観客たちは大興奮で驚嘆し、歓喜した。

　ドローンカメラが飛翔すると、複数のサーヴァントが入り乱れる戦場の全景が映る。

　それはローマの円形闘技場〝コロセウム〟を精巧に模した現役のスタジアムで、建築としてのスケールは実物の遺跡よりも遙かに壮大なものだった。

「今の！　見た見た!?」

「知らないよ」

「ハ？　エリちまさか『聖杯トーナメント』知らねーの？」

　そこまで言われるとさすがにムッとする。

「……コロセウムでやってるショーでしょ。私、興味ないから」

　映像は、新しいトーナメントシリーズの開催を告げる広告映像だった。駅前広場にいた人々も立ち止まってスクリーンを見上げている。

「そんじゃせっかく《秋葉原》にいるのに、聖杯トーナメントを一度も観戦したことないってか？」

「いいでしょ、別に。あんなのただの遊びじゃない。やらせの試合でしょ」

「はあ？　まったく聞き捨てなんねえし───いや、ちょっと見て」

「だから興味ないんだって」

「いいから、ほら！」

「ちょ、カリンてば───うぇぇ」

　頭を両手で挟まれて無理矢理にスクリーンを見上げさせられた。

　映像は過去の試合のクライマックスを映し出していた。

　宝具の蹂じゅう躙りんを受けて高く舞い上がった砂塵の下から、低く猛然と駆け出す者がいる。

　その桁外れの脚力はまさにサーヴァントに他ならない。

　濃紫色の甲冑に身を包む女騎士だ。

　長髪をたなびかせながら、追撃する敵の矢を跳躍して躱かわし、闘技場に幾本も立ち並ぶ石柱の側面へと張りついた。

　すぐさま襲い来る斬撃。根元を砕かれて空中を舞う石柱の上に、まだ女騎士は健在。

　ご丁寧にスローモーションでそのアクロバットをリピートする。

　次の瞬間、力を出し切った敵の隙を見計らって、女騎士は一気に距離を詰めた。

　抜き払われた細身の剣が、魔力の輝きを放ちながら猛然と唸り、敵サーヴァントを深々と串刺しにする。

　容赦無いとどめの一撃───。

　正確に脊せき髄ずいを粉砕された相手はもはや実体を保てず、粒子状に分解する。

（イッタそう……あれは座に還ったわけじゃない。でも霊基にも残る損傷を負ったかも。マスターもただでは済まなさそうだな）

　───ゲームオーバー。

　最終勝利者の名が燦さん然ぜんとテロップに流れる。

「トーナメント勝者ウィナー、サーヴァント・セイバー〝ギャラハッド〟。

　───マスター〝コハル・Ｆ・ライデンフロース〟……」

（コハル……？　えっ……ギャラハッド!?）

　湧き起こる観客の喝采と闘技場を埋め尽くす祝福の花びら。

　聖杯のシンボルマークと月桂冠とを組み合わせたエンブレムがターンし、映像は試合後のインタビューに切り替わる。

　疲れもみせずに精悍な女騎士が受け答えする。

　蒼あおい光沢の髪、鮮やかなペパーミントグリーンの瞳。

「……あっ……」

　ようやくカリンの言わんとするところが腑ふに落ちた。

「あの女騎士───旧人類史の講義に出席してた、あの子に似てる……？」

「だろ？　だろ？」

　そうだ、あの帽子の子だ。

　インタビューに応じる口調も、慇いん懃ぎんな雰囲気もよく似ていた。

　ただし外見上の年齢は違う。声も少し低い。若い女騎士だが、少なくとも十代後半の背格好に見えた。帽子のあの子とは約十歳ほども差がある。

「そーなんだよ。なーんか見覚えあるなって、気になってたんだ」

　予想外の接点に、私自身ちょっと興味が湧いてきてしまった。

「関係者……なのかな？」

「ちがうって、あれが本人だって！　ハルコってのはたぶん偽名でしょ。聖杯トーナメントの有名選手だもん。お忍びで出席してたんだよ」

「え？　でもさ───」

　混乱を隠せずにいると、呆れた様子のカリンに肩を叩かれた。

「エリち、それも知んねーのかぁ？　うちの弟だって知ってんぞ」

「うるさいな。なんで私がそんなこと詳しくないといけないんだよ」

「お、そりゃそっか」




　それはまあ基本事項くらいは知っている。

　聖杯トーナメントは、要するにスポーツだ。選手相互に遵じゅん守しゅする取り決めのルール内で競われる、安全で合法な遊戯。強力な武器を振るい、宝具すら開放する行為も、都市管理者を通じて《聖杯》に認められコントロールされている。

　つまり、暗闇を這い回る私からしてみれば、一番縁遠い世界の話だ。

「ていうかギャラハッド……？　〝円卓の騎士〟が顕けん現げんしてたの？　この《秋葉原》に居たってこと？」

　信じられない。とても信じがたい。

　───〝聖杯の騎士〟ギャラハッド。〝湖の騎士〟ランスロットを父に持つ、アーサー王の円卓に連なる騎士のなかでもっとも高潔な聖なる騎士。

（しかも、女……ですか？　マジで……）

　先生からもその存在を聞かされたことが無かったのはショックだった。

　聖杯戦争ともゆかりの深い円卓の騎士は、強い魔力を持ち、都市の機能にすら影響を及ぼすからだ。しかもそれが〝聖杯の騎士〟とあれば尚更だ。




「他の街から《秋葉原》に来てる連中がさ、どんだけ聖杯トーナメント目当てかって話」

「開催期間中、ファンの馬鹿騒ぎでコロセウム周りの治安がめっちゃ悪くなるのは知ってる。大迷惑してるんだこっちは」

「おう……それは大変だな」

「だいたい───あんなの墓場だ。でっかい墓場だ」

　我知り顔のカリンが鬱うっ陶とうしく、いい加減に話題を打ち切りたくて、私はつい口を荒げてしまった。でもそれが私の本音だった。

「聖杯トーナメントだなんて、馬鹿馬鹿しい！　ただのゲームだ。遊びでしょ？　英霊を見世物にして、楽しめる人間の気が知れない。参加してる選手たちは、興こう行ぎょうに客を集めるための消耗品にされてる。彼らの大切な想いを歪めてさらけ出したり、人生を賭けて身につけた戦闘技術を軽々しく扱っていいわけがない。サーヴァントはもう、私たちの奴隷じゃないんだから！」

　カリンは一歩も引かず見返してくるが、私はそのまま捲まくし立てる。

「───応援する観客は、自分も選手と一緒に戦ってる気になってるんだろうけど、それだって飽きるまでの話でしょ。安全な場所から眺めてるだけの人たちに、サーヴァントの気持ちなんてわかるわけないよ」

　彼ら英霊をわざわざ誤解させるために繰り広げられてる、醜みにくい茶番劇だ。

　一気に言い切るのをじっくり待ってから、カリンは言った。静かな怒りを込めて。

「おめー、人が真剣にやってるもんを馬鹿にするなよ」

　ネクタイの端を摑まれ、ぐっと引き寄せられる。

　間近で燃えるカリンの瞳。

「正直あたしは、別に聖杯トーナメントを真面目に見たことはねーけど。エリちのそんな態度は間違ってんぞ」

「はあ？」

「人がどれだけシリアスかなんて、他人が勝手に決めていいわけねーだろ」

「……っ……」

　すぐに反論しようとしたが、彼女のまなざしには有無を言わせぬものがあった。

「遊びだろうが見世物だろうが、そこにいる生身の人間が、全力で楽しませようとしてやってんだ。サーヴァントたちだって、ただ言われるがまま戦ってトーナメントを勝ち抜けるわけねーだろ？　それじゃ何か、人が死んだら偉いのかよ。国が滅んだり、時代が変わるようなインパクトが無けりゃみんな子供だましのジョークかよ。あんたが熱心に勉強してる人類史に記憶されてるお仕事以外は、みんなくだらねーのか？」

「……そうは言っては……」

「一般ピーポーの手には絶対届かねーような、古くせー考えばっかり有り難がるのはやめろよ、エリち」

「カリンにはわからないよ。あなたみたいな……新人類には」

　彼女ははっと息を吞んだ。

　瞳をひるませ、唇をかみしめる。そして小さくため息をついた。

「───その通りだけどな」

「………………」

　言ってはならないことを言ってしまった。腹立ちを押しのけて、苦い後悔の気持ちがもたげる。

「……ごめん。言い過ぎた」

「いいって、無理に謝んなって。そのくらいで謝ってたら何もしゃべれねーぞ」

　彼女は卑下しているわけではなかった。自分の口の悪さの自覚もあるのだろう。

　我慢も大の苦手だ。感情を爆発させてよく喧嘩もする。




　───けれど絶対に、仲なか違たがいしたままにはしない。




　カリンは左手で私の右手を摑み取ると、彼女自身の胸にぎゅっと押し当てた。

　そうして彼女は残った右手を開いて、こちらにそっと差し出す。

「…………カリン」

　差し出された手を私はおずおずと握り、自分の胸の合間に置いた。

　制服のブラウス越しにふれあう場所から、カリンの心臓の鼓動が伝わる。

　彼女にも私の鼓動が伝わる。

　これは私たち二人だけの、ささやかな儀式───慎つつましい約束だった。

　額と額を間近に寄せながら、しずかにつぶやく。

「ぶつかんのはさ、まだよく解ってねーってことだろ」

「……お互いのことが？　それ、一生ムリな気がする」

「それでいいじゃん」

　ニヤリと彼女は微笑んだ。

「あーあ、以前まではあたしの方が背が高かったのにな」

「……ほんのちょっとでしょ」

「いきなり巨大化して追い越しやがって」

「成長期だもの」

「はぁ？　あたしだってそうだっての！」

　今度は私も笑った。




　───私は私。カリンはカリンだ。

　新人類とか〝聖杯〟とか、そんなのよりもずっと以前に、私たちは違う人間だってのはわかってる。

　異なる意見が衝突して当たり前だ。

　けれど、代わりはいない。お互いを失ってしまえばそれっきりだ。

（……失う……？）

　はたとカリンが周囲を見渡す。私もぎょっとして首をめぐらした。

「……チビ助はどこいった？」

「あ、あれっ……!?」
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　駅前広場の雑踏の下で、プラン少年を見失ってしまった。

　スクリーンに気を取られ口論している間に、彼はどこかへ姿を消してしまった。

「識別タグってのはどしたのさ、エリち」

「う……実はまだ付けてなかった」

「マジかばか……───」

　大慌てのやりとり中にカリンがふっと意識をそらす。

　発声せず霊体化中のサーヴァントと会話しているのだ。いわゆるテレパシーってやつ。

「……あ～、モミもあたしらのやり取りが気になって、チビ助のほうまで見てなかったってさ」

　あちゃぁ……と自責の声を漏らし、カリンは《令呪》の現れた右手で額を抑えた。

　心苦しそうに頭を垂れる紅葉の姿が目に浮かぶ。

「いやいや紅葉さんは悪くないよ？　あーでも、しまったぁ……」

　サーヴァントを保護するのが私の当面の仕事だったのに。

　子守りとなんら変わらない……だなんて偉そうに高をくくった矢先にこれじゃ、無責任にもほどがある。

　例によってカリンは楽観的で、すぐ見つかるっしょ！　なんて笑いながらも、手分けしての捜索に協力してくれた。




　胃がすくみ、心配レベルは急転直下だった。

　が、十分もかからずに少年は見つかった。

「……あんな所に……ふぅ」

　広場の隅でギターを弾ひくアロハシャツの男がいた。《秋葉原》の繁華街では珍しくない、典型的なストリートミュージシャン。

　少年はその隣りにちょこんとしゃがみこんで演奏に耳を傾けていた。

　けれども路上ライブのお客は少年一人だけ。立ち止まる通行人はおらず、皆、足早に前をすりぬけていく。

　迷子捜しの間は、大勢の観客を集める他の派手な芸人にばかり目がいって、こちらは盲点だった。

　投げ銭の入れ物用にギターケースが足下に置かれている。わずかに小銭とお札──この街ではマイナーな物理通貨──が入っているが、たいした収穫は窺うかがえない。

（あらかじめ自分で置いておく呼び水用のお金かな……？）

　なんというか、ぱっとしない無精ひげの男性だ。年齢もそうはいっていないはずで、二十代後半か三十歳前後。

　そのくたびれた風体にぼんやりと見覚えがある。たぶん私自身、過去にこのミュージシャンの前を何度も通り過ぎている。でも、意識したことは一度もなかった。

　くしゃっともつれた黒髪で、よく見るとその瞳は青い。鼻筋の高い、なんとなく地中海系の顔立ちをしている。

（サーヴァント……？）

　すぐにその可能性を考えたけれど、彼の近くにマスターらしき人影は無かった。

　コードでつながったアンプスピーカーを通し、路上の芸人にしては控えめな音量でギターが響く。

　私は音楽のことはまったくわからない。けれど、こうして正面から聴衆の一人になってみると、彼の演奏が卓越した素晴らしいものであることはすぐにわかった。

　寂しげで、とても切々とした、心に染み入る旋律。

　彼の脇でずっと聞き入っている少年も、この音色に惹かれてやって来たのだろうか？　だったら少年は芸術に関係するサーヴァントだったりするんだろうか？

　一考に値する。遺物以外にだって真名のヒントはあるはず。

　……ただし悲しいかな、この明るく爽快なリゾートの《秋葉原》の雰囲気には、その演奏は絶望的に合っていない。客受けが悪い理由はまさにそれだと思った。

　夕暮れ時だったらまだしも、こんなに爽やかな青空と日差しの下で、じめじめとした鎮ちん魂こん歌かのような旋律に浸ひたっていたいと願う市民や観光客はいない。

「うわー葬式みてーだな」

　辛しん辣らつな言葉と共に、私の肩にぽんと手が置かれる。

　演奏中のミュージシャンがふっと目線を上げる。視線の先、私の隣りには、合流したカリンが立っていた。

　演奏の手を休めて彼が語りかけてきた。

「もしかして、きみら、この子の連れかい？　さっきからぼっちで聴いてくれてたんだけど。ご静聴ありがとなー」

　と、ニヤリと笑いかけたミュージシャンに、プラン少年もぺこりとおじぎを返す。たぶんよくわかってない。

「はい、そうです。私の連れです。ちょっと目を離した隙にいなくなってしまって」

　彼は私をしげしげと見た。

「……姉きょう弟だいじゃないなぁ。サーヴァントが勝手に迷子になるわけも無いし」

　痛いところを突かれた。カリンが前に出て食って掛かる。

「なんだおっさん、疑ってんのか？　こっちは走り回って探してたんだよ」

「おめ、おっさんはやめろよ？　このへんさ、結構タチの悪い客引きとかいるんだよな。他にも家族連れを狙って、わざと迷子を保護したフリしてあとから謝礼をふんだくるような連中とか」

　彼の言う通りだった。だから私は必要以上に焦っていたのだし。

「じゃーなんつーの？　この子の名前は。言えないなら、通報しちゃうよ？」

　差し上げた彼の右手に《令呪》が浮かんだ。

　一般市民の、つまり後天的なマスター特有のドットパターンの文様が。

（まずいなぁ……）

　取り決めたばかりの〝プラン〟という呼び名を、彼がちゃんと認識してくれるかは甚はなはだ不安だった。

　ある程度、事情を明かして納得してもらうしか無いか、と覚悟しかけた時。

　彼はぱっと両手を持ちあげてせせら笑った。

「なーんて、うっそー。平日にぶらぶら遊んでるきみらが羨ましくて、からかってみただけ」

「……おめぇーぶっ飛ばすかんな？」

　カリンはひゅっと旋回して、後ろ回し蹴りをたたき込むそぶりで凄みを利かせた。

「おーう、怖いねぇー、触らぬＪＫに祟たたり無しだぜ」

「ＪＣなんだけど？」

「おっとぉ、新人類って奴か。ハイハイ、なるほどね」

　彼はポケットから折れ曲がったタバコの箱を引っ張り出したが、ちらりとプラン少年を見てまた元に戻した。そもそも喫煙禁止の場所だからね。

　ともあれ、なんとなく話は通じそうな雰囲気の相手だと私には思えた。

「えっと、この子はプランって言って、ちょっと事情が───」

「いーよいーよ」

　そんなふうに適当に態度で察してくれたのはありがたい。

「私たちが探してる間、見てくださってたわけだし。じゃあ……お礼といっては何ですけど、これを───」

　私は地面の細いギターケースに納まる四角いプラスチックケースを、よくわからないまま手に取った。

（売り物……だよね？　何かのメディアだと思うけど……）

「おっ、買ってくれんの？　悪いねえー。現金ある？　決済コードならそこに張ってあるから」

「うっは、これ『ＣＤ』じゃん。ウケる」

　私の手元を覗き込んだカリンが笑うと、彼の目の色が変わり身を乗り出してきた。長い手足を折ってしゃがみこんでいたので判らなかったが、けっこう背が高い。

「へー、きみ『ＣＤ』知ってんだ？」

「トーゼンっしょ。《渋谷》は貸しレコード屋とかあるし。お洒落でプレーヤーぶら下げてる人とかいるから。あんたもさ、こんな大道芸人ばっかの駅前にいないで《渋谷》行けばいいんじゃね？」

「いやー、お言葉はありがたいんだけどね。俺は《秋葉原アキバ》のほうが性に合っててさ」

（ん……？　キャラもののシャツ？　アニメっぽい女の子の……？）

　彼がアロハの下に着用している柄物のＴシャツに目がとまる。

　そういえば、ギターケースにも似たシールが張られていて、さらにマスコットがじゃらじゃらとぶら下がっていた。

「あの……もしかして……〝オタク〟なんですか？」

「そーそーそー」

　したり顔で、彼はうなずいた。




〝オタク〟は旧世界における、独特な思想と創造性と消費文化を持った人々の呼び名だ。

　単なる『趣味』と言い切ってしまうには、日常の行動や生活様式への影響がとても大きかった。

　一時期は、世界中に多様で広範な派閥を形成していたのだけれども、いかんせん政治的にはほとんど無力で、むしろその不ふ遇ぐうを楽しんでいるうちに衰退へと向かった───いやいや、私の評価じゃなく、これは先生の解説だ。

　私の憶測では、たぶんちょっとした宗教のようなものだったのだと思う。

　そしてこの《秋葉原》は〝オタク〟たちにとっての一つの〝聖地〟とされた時期もあったらしい。

　いまやビーチリゾートと魔術用品のデパートとなったこの街にも、まだ彼らオタクたちがお目当てとするアンティークグッズのショップや、交流をはかるたまり場はしぶとく生き残っている。




「俺はね、朽くち目めっつーの。見ての通りの、しがない路上のギター弾き。きみらはよく《秋葉原アキバ》にくんの？　好きなアニソンとかある？　弾いたげるぜ」

　そう言って、ノリのいいフレーズをかき鳴らす。

「───わ」

　新鮮な曲調を耳にしたプラン少年は目を輝かせた。

　そしてカリンは爆笑。

「アッハハハッ、ダサいナンパ」

　───ナンパ？　だったの？　これってそういうものなの？

　古代ギリシアとローマで発達し、中世の暗黒で見失い、近世でようやく再発明されたと云う自由恋愛は新世界でも一応健在だ。そうでなければ、私たちは人間でなくなってしまう、とまで極論する人もいる。

　が……私にとってはまだ理解しがたき新大陸の分野で、下手をすれば狂ったサーヴァントよりも厄介なものの一つだ。

　同い年のカリンだって、その感覚はたいして変わらない……と信じていたのに、今日の彼女は少し危うく、冒険しているように見えた。それともあれが思春期特有の、大人を演じるポーズってものなんだろうか？

「さっきの曲さ、もう一度聴かせてよ。綺麗な曲だったじゃん。なんか歌詞とかねーの？」

「あるよー。そのＣＤの冊子に書いといた」

　私の手渡した紙ペラを一読すると、カリンはげんなりと顔をしかめた。

「……くっ……ら。暗くらぁ……。なにこれ、辛しん気きくっさ」

　確かに鬱屈としたフレーズが並んでいる。容赦の無いダメ出しもやむなしという感じ。

「朽目さんは……その、ボーカル？　歌もやるんですか？」

「たまーにね。その歌詞も、曲の元にしたイメージって奴だよ。基本即興だから」

「即興か。それは面白いな。でも……」

　カリンは納得しつつもこんな提案をした。

「でももっとさー、楽しい雰囲気にできないの？　聴いてるこっちがリズムに乗って思わず踊りたくなるみたいな？　おっと、アニソン以外でだ。あんたが作った曲でだよ？」

　彼は無造作に髪を搔きながら笑った。

「えー、俺のキャラじゃねえなー。まーでも、せっかくのご注文ですし、やってみましょ？」
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　朽目の奏でる音が、再び広場にこぼれだす。

　それまで冬の川かわ面もを這はい流れる細いもやみたいだったメロディは、カリンのリクエストに応えて、今度ははずむボールのようにあちこちに転がっていく。




　そうして曲調が変わると、私たちのいる広場の一角までもが、ぱっと明るく開けたかのようだった。

　やがて通行人がぽつりぽつりと足を止めて集まり、最前席にいるカリンとプラン少年を中心に半円になっていく。

（うー、苦手なんだ。こーゆー雰囲気は……）

　……それでなくとも、私にはそんな資格なんてないのだから。

　一歩また一歩と戦略的撤退で距離を取り、後方から彼らを眺める場所へ移動する。

（でも音楽ってのはすごい……こんなに簡単に人の心を惹きつけて、ぜんぜん違う空間に変えてしまった）

　───と、いつのまにか彼女、紅葉が私の隣りに姿を現していた。

　私と同じように邪魔にならない場所で、腹をつけて寝そべりながら、ひっそりと演奏に耳を傾けている。

　カリンはついに、ギターに合わせてステップを踏み、路上パフォーマーの真似事をはじめた。

「……カリンの奴、そろそろ帰るって言ってたのに、いいのかな？」

　と、そっと話しかけると紅葉は頭部を揺らし、かぎ爪で空中をひっかいた。

「えっ、紅葉さんもギター弾けるの？　あ……琴が得意だったんだ」




　───白状をすれば、私は鬼女紅葉の言葉を完璧に理解してるわけじゃない。

　それなりにコミュニケーションが取れるのは、自分の前髪に装備している礼装アプリのおかげだ。

　これまでの彼女との会話サンプルや、カリンがフォローしてくれた内容をベースに、発言の傾向を推測して、おおよその意味を礼装が提示してくれている。リアルタイムで手話を解析しながら翻訳しているようなものだ。

　紅葉の場合は、はっきりと彼女自身に会話が通じているから特に翻訳精度が高い。

　バーサーカークラスには付き物となる問題の一つだけれど、カリンはそれを気にしているふうには全然見えなかった。

　マスターのカリン自身も、紅葉の意思は言葉として聞こえているのでは無いのだという。伝わってくるのは言葉以前のイメージなのだそうだ。

　そしてこのアプリは、問題のプラン少年に対してはまったく通用せず、意味不明の示唆サジェストばかりを返すので結局対象から外してしまっていた。




「ふーん。カリンて学校のダンスの授業とか得意なんだ？　ていうかそんな教科あるんだ……で、またもや人が増えちゃったけど」

　広場は結構な人垣になるほど盛り上がっていた。

　集まった聴衆が、演奏とダンスにつられ足踏みの拍子を取っている。

　人の輪の中心には、心の高揚と喜びを、そのまま軽快な身ごなしに変えて音楽に身をゆだねるカリン。

　そんな彼女のダンスは、朽目のギターから新しいメロディを引き出し、さらに一つの楽器のように彼のハミングの声を重ねさせた。

　すると今度は、負けじとばかりにカリンもまた、ララ、ラ、ララ、とスキャットを口ずさむ。あたしのほうがこの瞬間を本気で楽しんでる、あんたはその程度？　と挑発するみたいに。

（……勝てないよね。ホント）

　うっすら汗ばみ、髪をはずませながら生き生きと踊るカリンの姿に、私まで引き込まれてしまう。

　そんな折に、紅葉はぐる……と低く唸った。

「え、いやナンパ……では無いと思うよ？　あれはさ、カリンの冗談で───」

　虚ろな眼光をたたえた紅葉の横顔からは、礼装アプリはそれ以上、何も読み取りはしなかった。

　けれど私には、その表情はどこか物悲しく心配そうに見えた。

　たぶんの話だけれど……鬼女の伝承に伝わる主役シテであり、悲劇のヒロインであり、無残に討ち取られる悪役でもある彼女を刺激するものがあったのだろう。

　そんな外がい野やの思おも惑わくをよそにして、ギターの音色をヴェールのようにまとい、カリンは舞う。

　楽しげに、のびやかに。朽くち目めの綴つづる詞ことばに応え、彼女もまた歌声を広場に響かせた。

　少年はまたも熱心に拝聴している。音のすべてを聞き覚えてしまおうかとでも言うように。

　そんな澄んだ視線の先で彼、朽目は、演奏を続けながらも、そういう癖くせなのか、その場にいることを拒むかのように僅わずかに目を背そむけ、伏しがちにしているのがちょっとだけ気になった。
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　───その夜。

　私の部屋に、とても意外な訪問者があった。

　真まな鶴づるチトセ───私の実の祖母が。




　彼女がこの部屋を訪れたのは初めてだった。

　外部通路に設置してある監視カメラのモニターに、こちらを見上げる黒いセーラー服姿が映っていた時は、さすがに目をこすり、巧妙な罠を疑った。

「すぐに帰るわ。ちょっとエリセに伝えておきたいことがあって」

「…………」

　けれど相手は正真正銘のチトセだった。

　私の敷いた魔術的なセキュリティ、人払いの結界などもまったく関係無く、自然体で入り込んできた。

　何らかの指示であれば、メッセージを寄越すなり、フジムラ先生からの口伝えでも十分なはずなのに、わざわざやってきたという事実にどうしても身構えてしまう。

（それでなくとも……私とチトセはうまくやってるとは言えない）

　───きっと少年に関することだ。他にはあり得ない。

　プラン少年はテイクアウトの食事を終えたばかりだ。なるべく刺激的なメニューは避けたつもりだ。

　私とチトセの差し向かうテーブルではなく、広い部屋の反対側の床で私が持ち出した玩具をあぶなっかしくいじっている。

「あら……あの飛行機、エリセのところにあったのね？　懐かしいな」

「……うん」

　大失敗だ。タイミング悪いことこの上ない。

　それは《新宿》の家から持ち出した数少ない品の一つだったからだ。

　赤と白に塗り分けられたプロペラ式の模型飛行機。

　コードロン Ｃ‐６３５ シムーン〝Ｆ‐ＡＮＲＹ〟。サン＝テグジュペリの愛機として知られる機体。そして、私の大切な人の遺品だ。

「それで、用件はなに？」

　簡潔に切り出す。わかりきった話を先延ばしにしたくない。




「なあ、二人とも───久々に顔を合わせたのだ。近況くらいは交換したらどうだ？」

　口を挟んだのは一人のスーツ姿の男性だ。

　ダブルブレストのベストに、落ち着いた濃赤色のネクタイをきっちりと締め、脱いだジャケットを折りたたんで腕にかけている。

　忽こつ然ぜんと現れながらも最初からそこに居たかのように、少し離れた壁に背をもたれ、私たち二人を穏やかに見つめていた。

「…………」

　チトセはうらめしそうに横目で男性を睨んだ。

「ルキウス……さん。こ、こんばんは」

「今晩はボナム ノクテム、エリセ───ここはお茶の道具がたくさんあるな。淹いれても構わないか。私も喉が渇いた」

「あ……うん。いいけど。古くなってる、かも」

　引っ越してきた直後に、張り切って色々と買い込んで以来、そのまま手つかずだった紅茶があったような気がする。

　男性は棚から取り出した茶葉の缶を見比べている。

　プラン少年も模型を置いて傍らにやってきて、見よう見まねで彼の手伝いをする。

　少年と談笑しながら、のんびりとした調子でルキウスがぼやく。

「ふむ、そうだ。よければ私も、ルキウス、と呼んでほしいものだな。さん、ではなく。以前のように。チトセだけはそのままなんて、ずるくはないか？」

「は、はい」

　緊張した私の態度とは対照的に、チトセは嘆息しながら釘を刺す。

「年頃の女の子が、成人男性とよそよそしく距離を置くなんていたって普通じゃない？　馴れ馴れしすぎて鬱陶しがられないよう、ご用心」

「ははっ、違いないな。気をつけよう」

　左頰に大きく刻まれた、歪んだ十字の傷痕が否いやが応おうでも目に入る。

　スーツ姿はなかなか新鮮だったけれど、その笑顔は昔のままだ。




　───〝ルキウス〟。

　彼はチトセが長年連れ添ってきたサーヴァントだ。

　私が誰よりも尊敬する男性で、憧れの人。

　フジムラ先生と同じく、赤ん坊の頃からの私を知る知ち己きの一人。

　彼は幼く弱い私に、身を護る術すべを厳しく叩き込んでくれた師だった。

　軍人らしい堅固な鉄の信念のもとに、倒れても立ち上がり、やり遂げることを教えてくれた。敗北の価値と、勝利の脆もろさを教えてくれた。




　美化された思い出から、すぐに現実に引き戻される。

「話というのはね───」

　色白な指先をティーカップに添えながら、チトセは言った。

「しばらく、あなたの仕事を控えてほしいの」

「…………え……なっ……？」

　そんなバカな話って無い。私は頭が真っ白になった。

「───やだ！　いやだ！」

　椅子を蹴りとばし、拳をテーブルに叩きつけて相手に詰め寄る。

「なんの権利があって、チトセに、そんな───」

　彼女はわざとらしい弱り顔を浮かべながら、静かに紅茶を啜すすっている。

「…………もう、カレンとは話をしておいたから」

　当たり前のように告げられるその決定は、絶対に覆くつがえらない。

　祖母はよく冗談は口にするが、巫ふ山ざ戯けることはない。

　彼女がこうだと告げたなら、モザイク市においては《聖杯》がそう結論したも同然だ。

　……だとしても、この憤いきどおりが治まるはずもない。

　私から仕事を奪う？　じゃあ私は、なんのために家を出たの？

　なんのために〝死神〟だなんて疎うとまれながら、彼らを排除し続けてきたんだ！

　荒い息遣いで上下する肩をどうにか抑えながら、私は尋ねる。

「……しばらくって……？」

「最低でも二ヶ月はみてほしいな。ちょっと調べたいことがあるの」

「それで私の仕事が邪魔になるの……？」

　チトセは無言で頷いた。

　同席するルキウスに、私はすがるように視線で問いかける。

　彼はかすかに眉をひそめ、苦笑いを返すだけだった。

　それ以上の理由をチトセから聞きだそうとしても無駄だ、という忠告だ。




　その後もチトセは幾つか、プラン少年について尋ねてきたが、私は上うわの空そらで、どんな返答をしたか覚えていない。

　いかにも当あたり障さわりのない質問を聞かされ、彼女が一個のサーヴァントを気に掛けるはずも無いとあらためて思い知らされただけだった。私が勝手に勘違いをしていただけだ。私の前に現れた少年は、特別でも何でもなかった。

　二人が立ち去ったあとも、私は残されたカップをにらみつけていた。

　きっとチトセと血がつながっていなければ、こんなに怒ってはいない。

　強要された枷かせをどうにかして外し出し抜こうと心を燃やすだろう。

　私にはできない。闘わず逃げ出してしまった私には。





＊






　───騒々しい一日だった。

　望ましい出会いも、望まぬ出会いもある一日だった。

　それでもサーヴァントを殺さずに済んだ。

　だから、今日はいい日だ。




　入浴も済ませた。傷の手当てもした。

　身体の方は日課のトレーニングで痛めつけられたがってうずうずしていたが、病み上がりにはまだ無謀だった。どうにかストレッチをこなし、さっさと寝ることにする。

　気疲れで寝室の灯あかりをつける気にもならず、暗いままの寝台へと身を投げ出す。

「ねえ。ここ、あけていいかしら？」

　薄明かりの漏れ入るカーテンの前に、少年の小さな影が立っていた。

「変わった話し方するよね、きみ……えっと、外を見たい？」

　のそのそと起きだして、ベッドの足下側にある窓の鍵を開けてやった。

　窓は床から少し高い場所にあり、外側は頼りない手すりのある狭いベランダになっている。外を望もうとしても廃ビルの裏路地が続くばかりだ。

　暗がりの下で、少年が小さなため息をついた。

　それでも窓のそばにしゃがみこんだままカーテンにくるまり、金色のスカーフを夜風に揺らしている。

「雲があって月も暗いから、海岸まで真っ暗だ。ていうか下に落っこちないでね？」

「おちない」

「ＯＫ」




　またのそりのそりとベッドに戻り、ぐったり寝そべる。

　カリンには誤魔化したけれど、結局、昨夜も少年と同じベッドで休息を取った。

　予備の折りたたみ式ベッドを倉庫部屋から引っ張り出すのが億おっ劫くうだった。どうせほこりまみれで、すぐには使えない。

　この据え付けのベッドだって一人では広すぎるくらいのキングサイズだ。

「…………」

　どんなにベッドが広々としていようと、柔らかく暖かろうと───。

　英霊を自分の手に掛けた日は、安あん穏のんと眠ることなんか出来るわけが無い。

　望まぬ消滅を強いられた彼らの呪じゅ詛その言葉が、耳から離れない。

（嗚呼……いけない……駄目だ）

　暗い想いに捕らわれると、じわりと身体の深部から染み出してくるものがある。

　悪霊たちが、私の皮膚の下でうずきだす。出番はまだかと騒ぎ始める。

　包帯を巻いておかなければ、また寝室が血だらけになってしまう。




　生まれた時から、私を苛さいなみ続ける悪霊との折り合いの付け方を教えてくれたのは、チトセでもルキウスでもなく、カレン……〝先生〟だった。

　先生は教えてくれた。対処ではなく、妥協の方法を。決して誰も私を救わないと諦あきらめを学ぶことを。

　理不尽な痛みを課せられたのではなく、他者の苦しみを識しる智ち慧えを与えられたのだと。

　ただ彼らを赦ゆるし、受け入れなさい、と先生は言った。

〝聖杯〟を持たないから呪われているのか───。

　呪われているから〝聖杯〟を持たないのか───。

（そんなの、どっちだっていいんだ。でもなぜ、私だけが）

　疑問をぶつけるべき両親はこの世にはいない。何万回も繰り返された自問自答。

　少しでも前向きに考えなければ、このまま一歩も動けなくなってしまう。

　───それだったら、せめてチトセが来た意味を考えよう。




　出不精で、《新宿》の家に閉じこもり街をめったに離れることのないチトセが、《秋葉原》に来たという事実そのものが、異変の根深さを示している。

　ただ先生に会いに来た、というだけじゃない。《秋葉原》そのものに対してチトセが注目を向けていて、カレンに直接采さい配はいを振るう必要があったってことだ。

《秋葉原》を担当するカレン・フジムラは、世界が再構成された直後は《新宿》を担当する管理ＡＩだった。後に、下位のカレンシリーズに管理権限を譲って、自分は《秋葉原》へと拠点を移した。

　都市管理ＡＩカレンシリーズの最上位に位置しているのが、私の先生であるカレン・フジムラ。他のカレンたちは、なんらかの指向を与えた複製品コピーなのだそうだ。そのせいか、それぞれカレンシリーズの性格はいささか異なっている。

（いやぜんぜん違ってるかな……どんなメリットがあるのかは知らないけど）

　真まな鶴づるチトセに肉親の情を期待するのは誤りだ。絶対に間違っている。

　私はあのまま《新宿》の家に残り、魔術師に成るつもりは絶対になかった。今では限りなくその真似事をしているのだとしても。

〝魔術師〟という人種が、完璧なまでに利己的な生き物であることは、仕事の経験で思い知っている。街に潜伏し《聖杯》への不正な干渉を試みる魔術師たち。彼らの所有するサーヴァントと渡り合い、その扱いの冷酷さをまざまざと目の当たりにしてきた。

（何かが街の裏で動いている……？　今さら私の身が心配に……？）

　心配といっても最終的に自分の利につながる利己的な意味だ。

　チトセ自身の狙いはよくわからないけれど、私をカレンから切り離すことで、都市管理ＡＩにかかる負荷を減らそうとしているのではないだろうか……。

　複製を増やしてもまだ追いついていないんだ。この街はもうぜんと軋きしみをあげている。矛盾と偽善が折り重なった交響曲を奏かなでている。それなら……。




　……殺さなきゃ。

　悪いサーヴァントたちを、もっと、もっと殺さないと。




　独り言が漏れる。

「戦争は……まだ続いてるんだ……」

　私は思わず口を覆った。危険な考えだった。気をつけないと私自身が《聖杯》から排除されてしまう。

　悩んでも埒らちが明あかない問いから気を紛らわすように、寝台のサイドデスクから、ガラスのはまった革製品を手に取る。模型飛行機と一緒に家から持ちだした物の一つ。飛行士用のアンティーク趣味なゴーグル。実際はオートバイ用の。




　小さな悲鳴が聞こえてはっとした。

　はたと窓を見れば、身を乗り出した少年が落ちかかっている。

　慌てて這いずり寄って身体を押さえ込む。

「馬鹿っ、だから言ったのに───」

「みえない、そらが」

　……空を見ようとしてたのか。

　屋上に出ても大した違いは無い。光害の飽和した空だ。

　この子が強情な性格なのは判ってきた。放っておくと何をしでかすやら。

　仕方なく私は彼を持ち上げて膝に乗せると、ベランダに後ろ向きに腰掛けながら、カーテンのふさかけの金具を手がかりに、危なっかしく外へ身をせり出した。

「ほら……これでぎりぎり……どう？」

　ビルの壁に切り取られる頭上に、ごくわずかに夜空が見える。

　案の定、朦もう朧ろうとしているだけの鈍にび色いろの空だ。

　私につかまりながら少年もあえぐように空を仰ぐ。

「………………」

「…………こんなものだよ」

　自分が何者かもはっきりしない、ただの無力なサーヴァント。

　いつ私の仕事の対象となるかもわからない。彼がもしも、そうなのであれば、私は彼を殺すだろう。

（……あ……）

　少年の頰に、涙がつたう。

　何も言わず、かすかに身を震わせている。

「……一緒にいてあげる。きみが何者かわかるまでは」

　思ってもみない言葉。自分でも安っぽい噓だとわかりきっているのに、彼の体温が私を惑まどわせた。

　彼は忘れ物をしたと言った。それを見届けるまではと、漠然と自分に言い聞かせる。

　けれど、少年は毅き然ぜんと首を振った。

「いっしょには、いられないよ」

「…………そう。……そうだね」

　彼の涙のわけは孤独だろうか。星も見えない空の下にいる不安なのだろうか。

　せめて見上げる暗闇の中に、飛行機の灯りが見えたらいい。

　夜空を横切る人の軌跡を辿れたらいいのに。

　もう、この新世界のどこにも飛行機は飛んではいないけれど。

《聖杯》がそういうふうに世界を作り替えてしまったから。




　そうして一つのベッドに他人同士で床についた。昼間のグロカワ人形を枕元に転がして。

　なにも夢は見なかった。
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　───翌日。

　私は、とある〝情報屋〟を訪れた。

　同行させたプラン少年も今度は入店拒否をされなかった。




　表向きは観光客相手のこぢんまりとした高級ホテル。

　重厚なルネサンス様式のロビーの片隅に、二人のコンシェルジュがいる。

　兄の〝チェーザレ〟。妹の〝ルクレツィア〟。

〝ボルジア兄きょう妹だい〟と呼ばれている二人組のサーヴァントだ。

　幼い姿に老ろう獪かいな精神を住まわせる、私が一番苦手なタイプの相手。

　二人は背格好も顔立ちも双子のようによく似ている。

　ほっそりと可憐で、天使のように無垢で清らかな印象の少年少女。

　老齢のホテルオーナーが彼らのマスターだが、ほとんどこの兄妹が経営を取り仕切っているのは公然の事実だ。二人にしてみれば経営業などは余興だろう。

　生前においては、チェーザレは父であるローマ教皇の手足となり、自分も大司教として教皇庁の内外で権勢を振るった。ルクレツィアは〝天女〟とまで呼ばれた美貌を武器に、政略結婚を繰り返した。この兄妹に関わった者の多くが、不審な死を遂げていることで、ことさらに人々の記憶に残っている。




　そんな権けん謀ぼう術じゅっ数すうの代名詞とまでされたボルジア家の血統、権力への執着と辣らつ腕わんは、モザイク市でも遺い憾かんなく発揮されている。

　本来の《聖杯戦争》の戦場からは遠ざかり、平和を謳歌するようになった新世界だからこそ、むしろ彼らの独どく壇だん場じょうとなっている。




「まあ、エリセちゃん」「こんにちは、エリセくん」

　大理石のカウンターに肘をついた二人が微笑みかける。

「そろそろ来る頃だと思ってたんだ」

「その連れている子が、例の飼い主がいないっていうサーヴァントなのね？」

　失礼な冗談はスルーだ。

　少年は私のアンティークのゴーグルが気に入ったらしく、着用したままの外出だ。

　兄妹は、私とプランを出迎えながら、さりげなくお酒を注いだショットグラスを勧めてくる。蒸留されたアルコールのツンとした香りが漂う。

「……未成年なので結構です」

　言葉を選び、慎重に取りかからなくては。代わりのジュースを差し出され、手を伸ばそうとするプラン少年の肩を引いて後ろへやる。

「なにかご存じなんですか？」

　カウンター脇に置かれた高い椅子の上で、ルクレツィアはゆっくりと脚を組み替えながら首を振った。

「ううん、残念ながら。都市情報網でわかる以上のことは」

「けれど、そこはそれ……はい」

　チェーザレが小指大の記録メディアを、カウンターに差し出した。魔術錠付きで、鍵に対応する者なら、スマホなどの機器を介さずとも内容を直接読み取れる。ハッキングの被害を受けにくいというわけだ。

「これは……？」

「一昨日おとといから数日前までさかのぼって、違法な召喚を行おうとした市民のリストだよ。特に召喚が失敗したり、未遂となった者たちを抽出してある」

「…………なるほど」

　地道な捜査であれば、真っ先に当たるべきだろう糸口の筆頭だった。

　足で稼ぐべき貴重な情報が、いともたやすく手に入った。

　違法な召喚はもちろん罪だけれど、他者のプライバシーの侵害もまたモザイク市では重いペナルティとなる。とはいえ、それを躊ちゅう躇ちょしていては情報屋はつとまらない。

「……ずいぶんと気前がよろしいんですね？」

「だって、エリセにはお世話になっているもの」

「それはお互い様ですけれど」

　この兄妹から受け取る情報の対価として、金銭の他にも、私が知り得た街のアンダーグラウンドでの密事をあえて漏らすことはあった。

　私が処理したサーヴァントが、彼らにとって都合の悪い存在だったと判明したケースも過去にはあった。認めたくはないけれど彼らの手中で踊らされていた可能性は大きい。

　だから、とても慎重になる。

　記録メディアへ伸ばしかけた指先をゆっくりと戻す。

　これは、とても美味しそうな餌で、たぶん毒入りだ。

「実は、今日はこの子のことで来たんじゃないんです」

「というと？」

「チトセがここへ来たでしょう？　たぶん、昨夜あたり」

　兄妹の反応はとてもフラットだ。この先の私の出方を見ている。

「───カレンからの依頼を差し止められました。だから、しばらく私のほうは商売あがったりなんです。あなたたちの力にもなれそうもなくて」

　チェーザレは、カウンターに頰杖をつきながら私とプラン少年とを見比べた。

「商売か……商売ね……エリセくん、きみの仕事で損をする人は大勢いるし、得をする人もほんのちょっとだけいるね。けれど───」

　ルクレツィアが後を続ける。

「エリセ？　あなた自身は何ひとつ得をすることなんか無いでしょう？　このあたりで少しバカンスを楽しんでみるのもいいんじゃないかしら？」

「もし、これまで関わった相手からの報復が怖いと言うんだったら、隠れ家セーフハウスを紹介してもいいよ？　少し値は張るけれどね」

「隠れ家セーフハウス……ですか」

　私は確信した。

　チトセはここに来て、彼らに脅迫まがいの圧力を掛けたのだろう。

　けれど、その背景を彼らも隠すつもりは無いようだ。

　じゃあ……？

　もっと何かを隠している。だったら、こっちもカードを切るしか無い。

　私は勿体ぶった嘆息を挟んでこう言った。

「秋葉原デパートの遺物店レリックの主人が、喋りましたよ。クンドリーが、違法な召喚魔術の材料を調達しようとしたときに、どこかの情報屋さんが口を利いたそうですね……」

　これはハッタリなんかじゃなく、これは昨日カリンと別れた後に、再度あの店を訪れて得た情報だった。

「最近、裏社会で流行しはじめている、新型の霊脈寄生型の罠トラップがあるそうで、もしご存じなら私も対策を立てておきたいなって……セニョール・ボルジア、セニョーラ・ボルジア、いかがですか？」

　ほんの少しだけ、兄の方は表情をこわばらせた。

　私が都市管理ＡＩからの正規の依頼を受けてはいない、といっても、街の機構に直接干渉しようとするような無法の現場を目前でおさえたなら、即座に行動に出られるくらいの大義名分けんりはあるんだ。

「うふふっ……かなわないなあ、エリセちゃんには」

　兄の背中にしどけなくもたれかかり、ルクレツィアはくすくすと笑った。

　肩越しに手を伸ばすと先のものを下げ、また別の記録メディアを差し出した。

「……っ……」

　小さな驚きと不服の色がチェーザレの無表情を損なう。

　どうやら、妹の方が一枚上手で先を読んでいたようだ。

「決してＮＯノとは言わないのが、私たちコンシェルジュのモットー。そうよね、セサル」

「……ああそうだね、ルクレツィア。そうだとも」

　薄氷を踏むような危うい生業なりわいを続けるサーヴァント。情報商としての彼らを破滅させかねない私の追及をかわすために、あちらも必要なカードを切ってきた。

　───それならもう用は済んだ。

　名残惜しむことなくロビーをあとにする。

　ここは静かで美しいけれど、あまり長居をするべき場所じゃない。毒気にあてられて息苦しくなるばかりだ。

（三人の伴侶と八人の子供……どんな気持ちだろう……）

　底の知れない謎めいた兄妹。特に妹の方に対して、こんな想像をしてしまう。

　歴史上では政略結婚の道具とされたルクレツィアが、兄チェーザレや、父の教皇アレクサンデル六世に対して、実は強い影響力を持っていたのではないか。蜘蛛のように糸を張り、彼らを操り動かしたのではないかと。




「またね〝死神〟さん」「お待ちしているよ」

　カウンターの奥から、小さく手を振って兄妹が見送る。

「さよなら」

　プラン少年もまた律儀に手を振り返した。
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　休憩を兼ねて、私たちは喫茶店へ移動した。

　古書喫茶店ボルヘス。

　旧世界の書物に囲まれた、まるで本の森のような私のお気に入りの店だ。

　一階はカフェスペースで、談笑できるような開けた空間がある。

　吹き抜けでつながる二階には、床が抜けそうなほどの無数の本棚が並ぶ。迷路がかった背高い書架の合間には、椅子やソファが置かれていて、思い思いに読書にふけることもできる。

　柔和な初老の店主に、ふと思いついて尋ねてみると、なんと店の蔵書に英語版『星の王子さま』の原書初版があるという。著者自身の遺品には及ばずとも、サン＝テグジュぺリを召喚するならそれなりの触媒になりそうな逸品だ。

　ところが、その原書をプラン少年に見せても、特段の反応は無かった。わかったのは、英語の読み書きが出来るということくらい。

　ユーモラスなイラストは気に入ったものの、あいかわらずヘビだけは苦手なようだった。

　彼の真名探索を決してあきらめたわけではないけれど、これ以上テグジュペリにこだわるのは、ただの私の未練かもしれない。

　店で軽食を取りつつ、ボルジア兄妹から提供されたメディアの内容をチェックする。

　すると、そんな感傷が吹き飛ぶようなニュースが記録されていた。




　───〝令呪狩り〟だ。

　共通の特徴を持つ殺人事件が、このモザイク市で連続して起きている。

　被害者は身体を切断され《令呪》を奪われ死亡していた。

　この《秋葉原》での報告はまだ無いものの、他地区では一般市民からの死者が出ている。死んだのは私が仕事で相手にするような、裏社会に潜む魔術師たちではない。

　病死や自然死を克服した新世界では、死者の名前を聞くのは、ほぼ殺人犯罪による犠牲者たちとなる。

《聖杯》の加護があっても、避けられない事態はある。

（そのために、私がいるんだと思っていたのに……）

　この事件を特異たらしめ問題とされたのは、発見が非常に遅れたことだった。

　死体が隠蔽されるような不審死であれば、発見は比較的容易なはずだった。そのための都市管理ＡＩカレンシリーズなのだから。

　ところが───。

《令呪》を奪われた被害者は、その後の数日間、ふつうに生活を送っていたのだ。

（右手の《令呪》を奪われた犠牲者はグローブを装着して、負傷を周囲に対してカモフラージュしていた……しかしながら、その間の《令呪》の使用記録は無い……）

　同居人との会話、他愛のない世間話の記録すら残されている。

　いずれも《令呪》発現箇所の負傷は、巧妙に、あるいはとても大雑把に隠蔽されていた。

　事件として露見したタイミングは、街中で突然に活動を止めて昏倒したケース。

　または、生活のなかで《令呪》使用が必要になる機会があり、それをきっかけに負傷部分の異常を他の市民から指摘されたその直後、というものだった。

（痛覚を麻痺させる薬物か、非常に強力な催眠……？　いや、完全に致命傷となるような四肢の損失だって報告されてる！　喉元が大きくえぐられるなんてありえないでしょ……じゃあ……つまり……？）

　私は戦慄する。

《令呪》を奪われた瞬間の、その前後には、もうその被害者は死んでいたのだ。

　そして犠牲者の死体は、どうやってか本人の生活をトレースして演じていた。




　聞いたこともない異様な事件だ。あまりの事態に、目の前の食事が喉を通らなくなるほどに。サーヴァントによる殺人、あるいは魔術師によるもの。どちらの線だって有り得る。犠牲者の発生と、発見に時間差があるというのなら……。

　だったらもう、この《秋葉原》でも、犠牲者が生まれている可能性だってあるんじゃないか！　とても放ってはおけない。

　固唾を吞み、つい喫茶店の店内を見渡してしまった。

　手袋をした女性や、妙に厚着な客をつい凝視してしまう。




　ちょうど一人の客の手に浮かんだ令呪が目に入った。

　その客は、単に自分のサーヴァントと交信をしていたにすぎない。




　過去の《令呪》と、新世界の《令呪》は大幅に異なるものだという。

　本来の《聖杯戦争》では《令呪》の行使には制限があり「画数」が設定されている。

　通常、マスターに与えられる《令呪》は三画で、魔術の使用は一画ごとに一度きり。つまり三回までの使用が限度だった……らしい。とても不便だ。

　新世界での《令呪》は大幅にその性質を変えてしまった。

　まず《令呪》に画数は無い。一見すると三画に見えるけれど、実はより細かいパターンの集合となっていて、消費された魔術の魔力量によって、消失の度合いが調整される。

　そしてなにより消失した《令呪》は《聖杯》からの魔力供給を受けて、数日間で回復する。市民のなかには、もともと魔術の素養を持つ者がいて、回復が早まる傾向もあるけれど、さほど大差は無い。

　また《令呪》の使用は、その名の示す通りサーヴァントの能力をより強化する命令行為を指していたが、互いの関係の変化から効率が求められなくなり、マスター自身への魔術付与の魔力源としての役割を持つようになった。むしろ、そちらの用途のほうが現在では多数を占めている。

　この後天的な《令呪》を持たないモザイク市の市民は二人だけ。

　私、宇う津つ見みエリセ。そして真まな鶴づるチトセだ。

　だけどチトセには過去の《聖杯戦争》で得た、旧式の《令呪》がある。

　日常生活での不便さは私と変わらないかもしれないが、とにかく彼女は《令呪》を所持している。
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　喫茶店に新たな来客があった。

　背の高い男性が二人、そして一人の小柄な少女の三人連れだ。

　先頭の男性と語らいほがらかに笑うその少女は、つい最近に見覚えがある白いガウンを羽織っていた。

「って、あれ……ハルコ……さん？」

「……！」

　店内を見渡した彼女の方も、たちどころに私の存在に気づいた。

　こちらの隣りにはプラン少年が座っていたのだから尚更目にとまったのだろう。今日の彼女は帽子で素顔を隠していない。

　同行する男性たちは、二人とも逞たくましい体つきで、独特の風格を漂ただよわせている。

　彼らがサーヴァントであることは、私にとっては一目瞭然だった。

　先頭に立っていたのは小麦色の肌の、豊かな口髭をたくわえた生気あふれる壮年の男性。

　もう一人は対照的に物憂げな態度で、白い肌の若い男だった。色素に乏しい青白い長髪を後ろでざっくり縛っている。

「知り合いかね？　コハルくん」

　壮年の男性が、丸眼鏡のずれを直しつつ少女に尋ねた。

「あっ、はい、私が通う教養講座の受講生で───」

「あれは〝死神〟だ。近寄ると魂を狩られるぞ」

「……ギャラハッド……！」

　若い男の小馬鹿にする差出口を、少女がたしなめた。

　叱られた若い男性のほうは何食わぬ顔でよそ見をしている。

　教室の彼女とは違う印象だ。それに、なにより……。

（〝死神〟って呼ばれたけど……って、あの人がギャラハッド？　街頭スクリーンの女騎士の姿とは違う……ううんそうだった。彼女とは違うんだった）

「ほう、ではコハルくんの学友か。紹介してもらってもよろしいかね？」

　壮年の男性が親しげに語りかける。

　コハル、と確かに呼ばれた少女はちょっぴりためらいがちに頷いた。




　店の奥まった場所にある丸テーブルに私たちは移動した。

　コハルと並んで私たちの正面に掛けた壮年の男性は、半袖のサファリシャツにハーフパンツという、いかにもリゾートらしいスタイル。太く毛深い腕をどっしりと机に乗せ、私とプラン少年をニコニコと見つめている。丸眼鏡の知的な雰囲気とは面白いコントラストだ。

　テーブル端では興味薄そうに彼、ギャラハッドが足組みして浅く椅子にもたれている。紫し紺こんというのか濃い紫色のドレスシャツに、細身の黒いジーンズ。肘ひじまで袖まくりされた腕や、ゆるく開かれた胸元がいっそう白く見える。

　彼らの来店に気づいた他の客たちが、テーブルから距離を取りながらも、チラチラとこちらを意識しているのが丸わかりだ。

（や……やりにく……）

　さすが有名人。トーナメントのスター選手。

　先ほどまでの連続殺人事件への恐怖と焦りが、パタンと閉じられて一時保留の本棚にじりじりと納まっていく。

　人なつこい笑顔で男性が身を乗り出した。

「驚いたよ。コハルくんの学友が、あの〝死神〟とはね」

「わ、私も、ハンニバルさんと同席できて光栄です」

　初対面の人物から〝死神〟と呼ばれるのには戸惑ったが、光栄に思う気持ちは本心からだった。その相手が〝聖杯トーナメント〟に出場する選手だったとしてもだ。

「ハンニバルは、私が所属するチームの指揮官なんです」

　おずおずとコハルが言い添えた。

「チーム……じゃあ、次のトーナメントはチーム戦になるんですか？」

　ハンニバルは得意げに腕組みした。

「そうだ。なにしろ新人トーナメントの覇者が、我が軍勢に加わってくれるのだからね。こんなに心強いことは無いとも！」

「ハンニバル！　い、いえ……そのような……恐縮です」

　コハルは赤面してすっかり縮こまってしまった。

　天下の名将ハンニバルに頼りにされたら私だってものすごく恐縮する。

（わかる。わかるよ……あと、そんな顔もするんだねきみ。ちょっと意外……）

「爺じじいと曾ひ孫まごだな。介護も子守りも願い下げだ」

　憎まれ口を叩くギャラハッド。

　コハルは、いーっと歯をむきだしにして彼女のサーヴァントに向かって気き色しょくばんだ。




　聞けばハンニバルのマスターは、試合に備え相手チーム側のマスターと条件協議の最中だという。

　彼らはその休憩時間に、コハルが案内する喫茶店を訪れたのだった。サーヴァントの単独行動の権限拡大は《令呪》の主な使用法の一つだ。

　情報量の多い同席に私はまだ面食らっていた。何から口に出したものやら。

　私はつい昨日まで、聖杯トーナメントなんてまったくの無関心だったのだから。

「…………」

　おそるおそる聖杯の騎士を脇目で見る。

　またも横柄な態度で食事をしている。注文したローストビーフとヨークシャー・プディングのプレートにはあまり手をつけず、赤ワインばかり口に運んでいる。食欲旺盛なハンニバルとはまた対照的だ。

　コハルが旧人類史講座に通っていたのならば、霊体化したギャラハッドもまたあの教室にいたということだ。だから彼は私を知っている。知らずのうちにすれ違っていた。

「そんなにひもじいのか〝死神〟。欲しいならやるぞ」

　と、彼からプレートを押しつけられるが、すかさずコハルが手で制止する。

　……なんというか、彼女も大変なんだなと思った。




　カリンの発した言葉がよみがえる───『人がどれだけシリアスかなんて、他人が勝手に決めていいわけがない』。そう彼女は言った。

　平和な新世界の環境に馴な染じんだサーヴァントたちがいる。

　その一方で、戦いの世界に身を置き人生を捧げてきた英霊たちもいる。

　戦いはもう十分だとなるか、再び血を欲するかはそれぞれだ。

　ハンニバル将軍は後者だったようだ。それは取りも直さず、彼のマスターに〝聖杯〟が示した運命でもあったはずだ。

　聖杯トーナメントへの出場は、自分の膂りょ力りょくを存分に振るい、高揚心と名誉を得ようという者たちに開かれた仮初めの場となった。それはそれで自由な生き方の一つだと思う。

（だけど彼女コハルだけは、違うのかも……しれない……）
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　少女〝コハル・Ｆ・ライデンフロース〟の出しゅつ自じは、大会の提供する情報でも公おおやけにはされていなかったが、ある程度の調べはついた。

　───〝ライデンフロース家〟は〝時と計けい塔とう〟の降こう霊れい科かの流れを汲くむ、魔術師の家系だ。

　魔ま術じゅつ協きょう会かいの神々のごとき魔術師たちから比べれば格下で、伝統もずっと浅く（といっても数世紀単位）、それでも貴族主義派閥の末席に位置し続ける立場に甘んじ承服していたようだ。

　このライデンフロース家こそ、聖杯トーナメントを主催するプロモーターだった。

　つまり、ライデンフロース家は魔術協会における第一原則の『神秘の隠いん匿とく』をみずから反ほ故ごにする禁忌を率そっ先せんして犯していることになる。

《聖杯戦争》後の新世界で、彼らのメンタリティがどんなふうに変化したのかは興味がある。けれど調査の過程でさらに目を引かれたのは、ライデンフロース家の修めた魔術が、人工生命〝ホムンクルス〟の創造であったことだった。

　幼い彼女を、私は新人類だと信じ切っていた。けれどライデンフロースの名を持つというのなら、その前提が変わってくる。




　彼らと食事を共にしながら、気がかりもおぼえつつ、ハンニバルの語る逸話をありがたく拝聴した。彼の率いた軍隊が戦場で経験したかなりハードな失敗談を、きわどい冗談交じりで。

　機嫌よく会話に耳を傾けていたプラン少年が、不意にこんな問いを発した。

「せんそう？」

　私はもちろん、コハルやハンニバル、さらにはギャラハッドまでもがぎょっとした顔で少年を見返した。

「せんそう、ってなに？」

「いや、戦争は戦争、でしょ……」

　取り繕つくろった私の言葉では、答えになっていない。

　『戦争』を知らないサーヴァントが存在する、という事実が私たちを不安にさせる。

「ころすんだね」

「……ああ。殺す。殺すんだ。嫌というほどな」

　おだやかに語って聞かせるハンニバルの丸眼鏡の奥の瞳が、冷ややかに彼を見つめている。

「だが戦争に飽きるということは無い。人間とは切り離せないものなのだ」

　人類史において戦争が無い時代など一日たりとて存在しなかった。

（戦争を知らない英霊なんて……いるはずがない……）

　不愉快な皮肉でギャラハッドが話題をそらしてくれればと期待したけれど、彼もまたばつが悪そうに口を閉じたままだった。

　少年に向けられる視線が恐ろしくて、私は取って付けたようにまた名将の逸話を求めた。普段はやかましいカリンがいてくれたらと思うのはこんな時だ。




　物憂げに視線を落としたままのコハルが目に入る。

　ふと、彼女に向かって中途半端に口を開いたら、すぐに彼女は察した。

「なんでしょう、エリセさん」

「……コハルさんは───」

　少女は片手を持ち上げ、私の言葉をやんわりと差し止める。

「コハル、でお願いします。皆さんに比べたら、私はほんの若じゃく輩はい者ものなんですから」

「……そう。そっか……」

　私はそのやりとりの合間に、口からこぼれかけた疑問を引っ込めた。

（だめだ。いけない───そんなこと絶対に尋ねるものじゃない。あなたはホムンクルスなのか？　……だなんて）

　プライバシーの侵害と差別レイシズムと自分のご都合を、いっぺんに浴びせるような最悪な問いだ。興味を覚えた相手を攻略するための弱点を探そうとするのは……我ながらひどい悪癖だ。

「……コハル……の戦ってる映像を見たよ。新人トーナメントの。すごかった。あのそうそうたる対戦者を相手に、最後まで勝ち抜いて優勝するなんて。どんなに優れたサーヴァントがパートナーでも、難しいことだと思う」

「あ……ありがとうございます……」

　少女はうつむいて顔を赤らめる。

「その時の戦況にも、運にも恵まれていたのは承知してるんですが……でも、私もとても嬉しくって……」

　はにかむ笑顔には誇らし気な自尊心も見え隠れする。

　そんな素直な彼女を、私は心から祝福してあげたいと思った。

　褒め言葉の半分は、誰かさんの受け売りではあったけれど、後からあらためて見直した映像に感心したのも本当だった。

　重ねた自分の指先に視線を落としながら、コハルは申し訳なさそうに言った。

「昨日は……エリセさんには失礼な態度を取ってしまいました」

「あ、いや。時間が無くて焦ることは誰でもあるし」

「はい。私には、あまり時間が無くて……つい」

　彼女はあくまでも謙虚だった。

「…………」

　迂う闊かつにも私は調子にのってしまった。こんなことはカリンにも話せない。

　幼くとも戦士としての矜きょう持じをみせる彼女だからこそ、つい私も胸きょう襟きんを開いてしまった。




「もし、もしよかったら、教えてもらえないかと───」

　闘技場で見せたあの甲冑姿の女騎士のことを。

　もしかして、私の呪われた体質と関係があるんじゃないかと思ったのだ。

「解説の人も言ってた、あなたの〝英霊憑依ポゼッション〟っていうのは───」

「……英霊憑依ポゼッション……ですか。あれは───」

　ためらいながら少女は、自分のサーヴァントを一いち瞥べつする。

「おお、コハルくん、待ちたまえ。エリセ君もだ」

　和やかにこちらを見守っていたハンニバルが横槍を入れる。口の中にまだ食べ物を残しながらもごもごと。

「───彼女の奥おう義ぎに興味があるなら、直接に目もく睹とするに限る。我々は語り記す文官ではなかろう？　ぶん殴り刺し穿うがつ、戦う者なのだからな！　コロセウムに来たまえ。我々の戦いぶりを観戦に来るといい。次回の開催はもうまもなくだ」

「えっ、ではエリセさんを招待されると？　でも観戦チケットはもう完売に……キャンセル待ちも、いつもびっしりだと───」

　正攻法で観戦チケットを手に入れる手段は無いのでは……と杓しゃく子し定じょう規ぎに語るコハルに、ハンニバルは呵か々か大たい笑しょうしながら、何事にも裏道はあると諭さとす。

　そうして私は、コハル・Ｆ・ライデンフロースと私的な連絡先を交換することになった。

　招待チケットを入手次第、手配しますと、コハル本人も当惑気味に約束してくれた。

　事の流れに置いていかれ気味なのは私も同じだ。

（今さら、試合観戦にはべつに興味が無いとは言えない……）




　呆けていた私に、男は冷水を浴びせてきた。

「老害の相手をしていると早く歳をとるぞ、〝死神〟」

「……ギャラハッド……さん？」

「我慢などするな。何か訊きたいのなら、遠慮なく言え。コハルのほうは〝聖痕スティグマータ〟の知り合いのあんたが、気になって仕方がないらしいがな」

「…………っ……」

　こちらが返す言葉に詰まった、次の瞬間。

　ガッ！　……と、少女は握りしめたフォークを思い切り振り下ろし、突き立てた。

　テーブルの天板に乗せられていたギャラハッドの手の甲めがけて。

　私も、プラン少年も、突然のことに驚いて目を丸くする。

　普通の人間が振るう武器などサーヴァントには止まって見える。

　造作も無く避けたと思いきや、聖なる騎士は眉一つ揺らさず不動のままだった。

　フォークはかろうじて、彼の指と指の合間の危うい場所に突き刺さっていた。

「礼儀作法のなってない淑女レディだ。円卓ラウンドテーブルに傷がついた」

「……ちゃんと弁償はします」

　少女は無礼を詫び、瞼を閉じながら静かに頭を垂れた。

　同僚の不仲にもまるで動じた様子なく、離席しながらハンニバルが言った。

「───我がマスターがお呼びだ。そろそろ行かねばならない」

　そう告げると、彼らは弁償費込みの支払いを済ませ、素早く店を出て行った。
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　残された私は、ハンニバル将軍のマスターはどんな人物なのだろうかと想像を働かせた。〝聖杯〟の示す運命で結ばれた相手だ。柔軟かつ豪放な彼によく似ているのか、それとも正反対の冷徹で厳格な戦略家なのか。

（マスターと、サーヴァント……）

　コハルとギャラハッドの二人のように、外側からは理解しがたい関係もある。

　先ほどまでの思索に戻ろうとしながらも、一つの気がかりが抜けない。

　……いや、まさか。考えすぎだ。

　戦い競うことにかけては、モザイク市で並ぶ者が無いだろう彼らに、そんな杞き憂ゆうを持つことがおかしかった。でも……。

　ギャラハッドは、我慢などするなと言った。それはコハルの身の上についての問いだろうと推測できたけれど。なんだか、背を押されたような気もしたのだ。

（チトセや先生から止められていても、やっぱり何もしないままだなんて───）

　私は無謀にも、喫茶店の老店主にプラン少年を預け、店を飛び出していた。




　コロセウムへと続く路上で、幸運にも三人に追いつくことが出来た。

　彼らを呼び止め、息を切らしながら願い出る。

「私が〝死神〟と呼ばれているとご存じなら、一つ忠告を聞いてください」

　不用意に周囲へ言葉が漏れぬように注意しながら私は語った。

　得たばかりの〝令呪狩り〟についての情報を。まだ都市情報網でもニュースにされていない伏せられた事実を。

　モザイク市各地で無差別に起きている殺人事件。その結果として契約サーヴァントが失われ犠牲となったことも。

「もっと詳しいことは……このメディアに」

「よいのですか？」

　メディアの鍵を一時解錠し、その場でコハル個人の符号と置き換える。

　コハルは恭うやうやしく手を出し、記録メディアを受け取った。

「ありがとうございます、エリセさん」

「……うん」

　十分な説得ができたとは言えないけれど、彼らは私の言葉を笑わず、真剣に耳を傾けてくれた。

「この街でまだ事件は未発生だとしてもだ……観客に危険が及ぶ可能性は否いなめぬだろうな。難しいかもしれないが、警備の者とも協議してみよう」

「お願いします、ハンニバルさん」

「ともあれ、ローマは滅ぼさねばならんからな！」

　顎髭に指を添えながら名将は不敵な笑いを浮かべた。

「そ、それをあなたが言っちゃうんですか……？」

「むう？　エリセ君はローマびいきかね？　けしからんな！」

「次の対戦相手はローマ帝国系の方々ではないですよ？」

　コハルは首をかしげ、きょとんとしている。

「無視しろ。爺いの持ちネタの相手をするな。何度でも言ってくるぞ」

　と、変わらぬ調子のギャラハッド。

　ぜひトーナメント観戦にいらしてください、エリセさん。

　最後にコハルがそう言い残すと、もう振り返ることもなく、彼らは彼らの戦場へと戻っていった。
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　───〝死神〟稼業を禁じられて数日が過ぎた。

　先生、カレン・フジムラからの正式な依頼はクンドリーの事件以降、一つも無い。

　都市情報網から優先的に通知されていた情報も提供を受けられなくなった。

《秋葉原》の都市結界が置かれた重要基点への立ち入りは禁じられ、霊脈の集中する神田明神や湯ゆ島しま聖せい堂どうの近きん辺ぺんにも自由には出入りできなくなった。

　急に放り出されてしまった私はただの不登校児だ。しかも、真名不明、霊体化もできない面倒くさいサーヴァントを連れまわす。番犬の務めも果たせずに失敗した、いじけた一匹狼だ。

　さいわい、この街はたいそうな観光都市であるからして、いつものリゾート着・兼スイムウェアさえ着まわしていれば、観光客たちに溶け込むことは簡単だ。

　ただしその居心地は最悪に近い。何をするにもいたたまれない。




〝令呪狩り〟の続報も途絶えた。

　いまだにおもてだった事件として扱われていないのが気がかりだ。

　すでに解決して闇に葬られたわけではない、と私の勘は言っている。ただなりをひそめただけだ。

《渋谷》では「紛失した手首を探す女」「手首女」の噂が立った。学生たちの間で、ちょっとした都市アーバン・伝説フォークロアになっている。

　そーいうの、噓から出たまことになるから、ぜひやめてほしい。ほんとやめてほしい。後始末をさせられるのはどうせ……いや、もうその仕事も無いのか。
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　そんなわけで、プラン少年を連れて、ぶらぶらと街を散歩するのが日課になる。

　行った先で、かすかにチトセの痕跡を見つけることもあった。いっそ《秋葉原》を離れて、他の街に行ってみようかとも考えたりした。




　少年は、いろいろなものに興味を示す。その傾向も多少わかってきた。

　大道芸人のパフォーマンス、路上シンガー、スピードペインティングのアーティスト、そういった生なまの経験に触れるのが彼は好きでよく立ち止まった。

　路上ギター弾きの朽くち目めのことがあったので、〝オタク〟ショップなるものにも連れていってみた。大量の美少女グッズのほかにも、男の子の好きそうな玩具やキャラクターグッズがうんざりするほど陳列されている。けれどそういったものには、彼は特に関心が無いようだ。

（商品とか製品じゃなく……オリジナルな〝モノ〟〝コト〟が好きなのかな……？）

　ぼんやりと眠たげに、どこかまぶしそうに遠くを眺めている時には、見知らぬ〝ヒト〟をその瞳で追いかけているのだった。

　……ただ、天体望遠鏡を扱う専門店に来た時には反応が違って、いかにも既製品の天体写真ポスターの前に座り込んだまま何十分も動かなくなった。

「木星の写真だ？」

「この、めがさ、ずっとぼくをおいかけてきた」

「目……？　ああ、大だい赤せき斑はんのこと」

「このほし、ほんとうに、とっても、おおきくて、おおきくてさ……」

　少年は身震いをすると、頭上に載せていたゴーグルを下ろし、またガラス越しにポスターを見つめ直した。

「…………星、か……」

　私が読ませてあげた『星の王子さま』の影響を受けてしまったんだろうか？　元々、天体としての星へのこだわりは窺うかがえたけれど、星を訪れるというストーリーは、確かに彼の中から生じたものだろうか？

　それとも……まさか、そんなことってあるのだろうか。

　私は彼を観察しながら、慎重に語って聞かせた。

「これってさ、もうずいぶん昔の写真だ。戦争の前のね。今はもう、木星に大赤斑は無いんだって。小さくなって消えちゃった」

「ふうん……」

　少年はとてもやさしい顔をしてポスターの星に向かって微笑んだ。

「ねむってしまったのかしら。また、だれかがくるといいね」
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　───そうして、聖杯トーナメントの開催日になった。

　待ち構えていたわけではないけれど、私はコロセウムの前に立っていた。

　コロセウムは海岸に面した《秋葉原》の外縁部にある。

　巨大なスタジアムは周囲のビルを圧倒する存在感を放っていた。一つ一つが一個のビルほどもある背高いアーチが三段、四段と連なりあって楕円形の重厚な壁となり、内部の広大な闘技場を囲い込んでいる。

　ただひたすらに人間が競い合うために作られた空間だ。古代ローマにおいて『パンとサーカスを』と詩人にも語られた、市民たちに与えられた正統な権利としての〝娯楽〟。その象徴。




　観戦の同行者はプラン少年と、そしてカリン。

　非常にありがた迷惑なことに、コハルは貴重な招待チケットを四シートぶんも用意してくれた。

　サーヴァント同行を前提としたペアチケットという扱い。霊体化していれば、サーヴァントのチケットは不要だけれど、中継映像で満足せずわざわざ観戦に来るのだから、それはもう一人につき二席という単位が基本になる。のだけれど……。

「来ないね……」

　開場時刻を二十分過ぎても、待ち人は来たらじ。

　複数あるコロセウムへの入場口はどこも長蛇の列で大混雑している。このぶんだと試合開始までに着席できないかもしれない。

　それでいっこうに構わなかったけれど、カリンはしびれを切らして叫んだ。

「ハイッ、はいオッケー！　もう入ろうぜ！」

「あれあれー？　いいんですかー、待たなくて大丈夫ですかー」

「いいっつーの！　あんにゃろは、すっぽかしやがって……」

　メッセージで確認を送ってもまったく音沙汰無しだったらしい。




　待ちぼうけを食わされた相手とは、あのくたびれた雰囲気のギター弾き、朽くち目めのことだ。

　私の手元に四枚のチケットが届いて、さてどうしようかと思案し、ひとまず手近なところへ連絡してみると、カリン自身はたいそうな乗り気で食いついてきた。が、彼女のパートナー紅葉は観戦を辞退。チケットが一枚余ってしまった。

　数日前、私とカリンは《秋葉原》のまた別の路上で朽目と遭遇した。

　あいかわらずの辛しん気きくさい芸風で、通行人から見向きもされていないのを見かねて、カリンが叱り飛ばしたのがことの発端。

「なあ、朽目サンてばさあ？　聖杯トーナメントの場内演出でも見て参考にしたらどうなんよ？」

「えー、俺は理解してくれる人だけが聴いてくれりゃさぁ……」

「大芸術家気取りかよ。墓ん中で言ってろ、ぶっ殺すぞ！」

　と、買い言葉不在の一方的な売り言葉で、しまいには私からチケットを奪い取って彼の無精髭の顔面に叩きつけた。

　さてカリンの真意が、ミュージシャンとしての彼の不ふ憫びんを憂うれえてのものなのか、元から彼を誘うことにあったのか。私は〝死神〟だけど鬼ではないからそれ以上は突っ込まない。

　……とはいえ、カリンのあては外れてしまったわけだ。

　ぷんぷん怒り散らす彼女の後について、プラン少年の手を引きながら入場する。




　どうにか場内指定のシートにたどりつく。

　広く立体的な構造のスタジアム内部は、新鮮でけっこう面白い。

　どうやら今日に限って入場が大混雑していたのは、入場の手荷物検査や身体チェックを厳重化したためらしい。係員が目を止めた客に対しては、当人の《令呪》のチェックまで行っていた。各所に立つ武装警備員の数もかなり目立つ。

（私も令呪のチェックをされたら面倒くさいことになっていた……招待チケットだからすんなり入れたのかな？）

　ならば、私がハンニバルに直じき訴そした警告にも意味があったのかもしれない。主催者側が他地区で起きている無差別殺人事件の情報を独自に摑み、対処を迫られた可能性もあるけれど。

「ほい、お待たせー！」

　カリンと、彼女に付き添っていたプラン少年がシートに戻ってきた。

　腕いっぱいにナッツの袋やらドリンクやらを抱えている。私にも出来たての熱々のホットドッグを投げて寄越す。

「『パンとサーカス』のパンのほうか……って熱あッつ、熱あっつい」

「サーカスってハーフタイムのパフォーマンスか？　なんかお粥のスタンドもあったけどよくわかんねーからやめといた」

「へえ……お粥？　……きみはまたその格好はさ」

　少年は紙の帽子からメガホンから、わけもわからぬ様子で応援グッズを身につけていて準備万端だ。

　思わず私が吹き出すと、カリンもしてやったりと笑った。

　さっきの怒りっぷりとは打って変わりエンジョイしすぎだ。こういうカリンの切り替えの早さは見習ってもいい。

　客席列の一番端だったシートの脇には、ぽっかりと非常用スペースがあり、紅葉の巨体でもなんとか入れそうだった。大柄なサーヴァントのためにも、そういう場所が用意されているのかもしれない。




　そうするうちに、ひときわ場内音楽のボリュームが上がり、興奮を盛り上げるメロディが奏でられる。ちょうどいいタイミングで入場できたようだ。

　すっと静寂に戻り、一瞬会場が静まった瞬間を見計らって場内のアナウンスが始まった。眼下の先、本来のコロセウムであれば、貴族パトリキたちが座る最前列の席に魔術の妖光が瞬またたく。前方へせり出した花道に、小柄な姿が進み出て羽根を広げた。

　同時に、会場のメインスクリーンにギリシャ風の白いチュニックを着た少女（……女性？）が大アップで映し出された。

『ン待たせたねぇ！　私の可愛いピグレットたち！』

　大音量の挨拶がコロセウム中に響き渡る。

『今日は聖杯トーナメント初の海戦ステージのお披露目だ。そう、海オケアノスといえばこの私だ。大魔女〝キルケー〟が今日の戦いの実況を務めようじゃないか！』

　期待の高まりを誇示して、早くも観客たちは歓声をあげて応える。なかには実況者に向けて下品な野や次じを飛ばす者もいる。

『オーケーオーケー愛してるよ！　さて、栄はえある出場選手たちを紹介するその前に、今日の二人の解説役を教えておこう！』

　実況に合わせ、花道に大柄の男二人が進み出て、観衆に向けて手を振る。

『東軍〝オスマン〟側の海賊どもの解説役はこの男だ！

　海賊の中の海賊、カリブ海のジェントルマン！

　───黒くろ髭ひげ〝エドワード・ティーチ〟！』

『ですぞぉー！』

　ものすごいブーイングだけれど、腕を振り上げる黒髭本人はまったく気にしていない。

『みんな知ってるね！　よし、次だ！』

『ひどい！』

『西軍〝カルタゴ〟連合側の解説役は海将の雄ゆう！　この男がいなければローマ帝国は生まれず、クレオパトラの支配するプトレマイオス朝となっていただろう！

　───初代ローマ皇帝の懐ふところ刀がたな〝マルクス・ウィプサニウス・アグリッパ〟！』

（───アグリッパ！　有名な〝アクティウムの海戦〟を勝利に導いた指揮官だ）

　彼もまた歓声に応えるのかと思いきや、予想に反して実況役の魔女に詰め寄った。

『……おいおい待て！　いつの間に私が解説役になったのだ？　昨夜いきなり招待されて客として来てみればこれだ、わけがわからんが？』

『いやー、本当はアレクサンドリアの〝エウクレイデス〟に依頼してたんだけど、ドタキャンでさ。フォーリナーってのは気まぐれで困るねえ』

『お前なぁ……ローマ軍人の私によりにもよってカルタゴ側の解説をさせるか？　それから絵描きサーヴァントども！　俺の顔でデッサンをとるのをやめろ！』

　いかにもカタブツそうなアグリッパが、小さな魔女に哀願されて、渋々に解説役を引き受ける様子は客席の笑いを誘った。

『それぞれチャンネルを合わせ、ひいきのチームの解説で楽しんでくれ。観戦中にお腹が空いたらキュケオーンをお食べ？』




「…………これ……は……」

　カリンがウケている横で、私は呆然としていた。

　誇り高き英霊を徹底的にダシにした低俗なショーアップ。何処までがハプニングで何処までが演出なのか、虚:きょ実じつの入り乱れる悪趣味さにも頭痛がする。まだ試合は始まってもいないのに、先が思いやられた。

（それでも最後まで見届けよう……こんな機会はもう無いかもしれないし）

　観戦の目的は二つある。

　一つは、コハルの英霊憑依ポゼッションの秘密を探りたかった。自分をまだ若輩者だと謙けん遜そんした彼女は、決して卑屈さを良しとはしていなかった。そんな彼女の心意気と、同僚たる戦友たちに向けるまなざしに感じ入ったのもある。

　もう一つは、この闘技場で戦士たちが発揮する、異常なほどの魔力だった。

　特に宝具の威力には舌を巻き、脅威を感じている。なぜあれだけの力が許されるのか、不可解だ。

　モザイク市の市民は、本来の意味での召喚主マスターとは違っている。血筋からの遺伝的な継承や、修練によって活性化された《魔術回路》を備えた魔術師ではない。もちろん一いっ子し相そう伝でんの《魔ま術じゅつ刻こく印いん》も持っていない。

　魔術のエネルギーとなる魔力も、都市の霊脈を経由して《聖杯》から供給されている。

　サーヴァントたちも、ただ存在し、日常生活を送るだけであれば不便はない。

　けれど大規模な魔術を行使したり、微調整が利かない大魔力を消費する宝具を発動させることは困難だ。無理に実行すれば、マスター本人の生命が危うくなる。

　私が仕事のなかで相対してきたのは概して、自分の命を懸かけてでも何かを欲しサーヴァントを使役する、レールを外れた市民だった。

　このコロセウムに集められた選手たちのマスターが、眠っていた魔術師としての才能を驚異的なまでに開花させた者たちなのか。それとも私の見た映像が、見目良く加工されていただけなのか。その真偽を確かめたかった。

「……あっ……紅葉さん」

　にぎわう客席で、すっぽりと無人であった場所に、鬼女紅葉が現れた。

　低く寝そべり、身体を窮屈そうに縮めながら、隣りに座るプラン少年とちらりと目を合わせる。




　少しホッとして、闘技場に再び注目する。

　長辺方向に差し渡し二百メートルはある、馬鹿馬鹿しいほどに広大なフィールド。観客席の頭上各所には、半透明のスクリーンが浮遊し、戦場をクローズアップする。

　やがて楕円形の平坦なグラウンドであった闘技場が変化を始めた。

　フィールドの中央に幾筋もの亀裂が走り、規則正しく連動しながら、大きな高低差を作り出す。そこへ渦を巻いて海水が流れ込み、岩がん礁しょうが浮上する。

　フィールドの両端に開いた斜路からは海流に逆らって、勢いよくガレー船が飛び出した。

　海面から跳躍する鯨のように、一瞬宙に浮いた船体は、たかだかと波しぶきを上げて着水した。美しい水の冠が咲く。さらに数隻の船と小型ボートが続いて両軍ともに船団を形成する。ここまでは魔術と無関係の、最先端の会場設備による成果だ。ただし、水面下にうごめいている巨大な生物の影は含めないほうがよさそうだ。




『さあ、お待ちかねだ！　これより模擬海戦ナウマキアの火ひ蓋ぶたを切って落とそう！

　今回は過去の定番トーナメントとはがらりと趣向を変えた、多数対多数の大戦形式だ！　この秋葉原に出現した地中海の覇者となるのは、果たしてどちらの陣営か!?』

　メインスクリーンは両軍の旗艦となるガレー船の甲板にぐんと迫る。

『───まずは、東軍だ！

　オスマン帝国に栄光をもたらした地中海の恐怖！

　バルバリアの大海賊、赤髭〝バルバロッサ〟！　この男がふたたび提督パシャとなる！

　そしてぇ！　その副官には西欧諸国との因縁深き、

　テンプル騎士団ナイツ最後の総長グランドマスター〝ジャック・ド・モレー〟！』

　魔女の景気のいい実況で、次々と選手が紹介されていく。

　名だたる水軍の武将や、中世の海を我が物にした悪名高き海賊たちが、船上にずらりと連つらなる。

『───ではでは、最後に控えるは東軍の先せん鋒ぽう、ご存じ八はっ艘そう飛とび！

　ナチュラルボーン平へい家けキラー〝源みなもとの九く郎ろう義よし経つね〟！

　今日の海戦において最も危険なサムライ！　集中攻撃が予想されるぞ、この逆境をどう撥はねのけてくれるんだ!?』




　美貌の若武者は、なにくわぬ様子で、沸き起こる牛うし若わかコールに応えている。

　義よし経つねが背後を振り返り笑いかける仕草で私は我に返った。

　サーヴァントとしての紹介はなかったが一人の少女がそこには立っていた。

（あれが義経のマスター……？）

　義経の鎧武者姿とマッチするようにか、雅みやびやかな着物に身を包み化粧しているが、彼女自身はごく普通の市民のように窺うかがえた。

　サーヴァントの背後や傍らには、それぞれのマスターがひっそりと立っていた。中には仮面を着用して、素顔を見せない者もいる。

　やがて、これまではトルコ行進曲をアレンジした中東風だったＢＧＭが切り替わり、不気味で野趣にあふれるアフリカ風な打楽器主体のリズムとなる。こんなところでも趣味が悪い。




『───いいかいピグレットたち、首を反対側へ向けるんだ！

　そうそう鼻先は西！　しっぽは東だ！

　いよいよ西軍、カルタゴ連合の闘士たちをお目にかけようじゃないか！

　さあ、ローマの悪夢がこのコロセウムに立つ！

　ピレネーを越えアルプスをも乗り越えた三頭の戦象たちの魂は今も共にある！

　雷鳴の将軍〝ハンニバル〟がここに推すい参さんだ！』

　ガレー船の甲板に腕組みして立つハンニバルは、伝統的な戦いくさ装しょう束ぞくに身を包み、喫茶店でのリゾートスタイルとはまるで印象が異なっていた。大きな歓声にもまったく渋じゅう面めんを崩さず、誰も寄せ付けない緊迫した雰囲気を保っている。

『そして副官は、カスティーリャの炎の剣〝エル・シッド〟───！』

　西軍選手の名乗りと割れんばかりの歓声が続くなか、私は彼女に注目していた。

　一つの船上に、白いガウンの小柄な姿が目にとまる。

　私は強化を施ほどこした視力で、彼女の姿を追いかけた。そこにはあどけなくも精悍な横顔をみせる少女が、敵陣をまっすぐに見据えて立っていた。

　すぐ背後には彼がいた。横に首を垂れ、腰に手を置きながら、これからようやくウォーミングアップでも始めようかという緊張感の無さで。

『しんがりとなるは、この騎士だ！　まだみんなの記憶にも新しいだろう！

　先の新人トーナメントでは圧倒的な強さを見せつけてくれた！

　誉れ高き円卓の騎士〝ギャラハッド〟！』




　一通りの紹介が済むと、ガレー船が滑り出し、両軍それぞれの思惑に沿って陣形を形作った。

　興奮を隠せぬカリンは私の膝をメガホンでぽこぽこと叩く。

「すっげーな!?　海賊とかよくわかんねーけど、義経ならあたしも知ってるし！」

「当たり前だよ。それくらいは知っててほしいよ」

　しかし根っからのアウトローであるはずの海賊サーヴァントたちが、モザイク市の日常生活に馴染むというのは難しそうだ（……例外はあるとして）。ならば市民に娯楽が与えられるのと同様に、彼らはこの戦いで対価を得ている。それは一つの理想的な関係にも見える。だけれど……。

「……でもさ、カリン。模擬海戦っていっても、船上で戦うんだったら東軍の海賊側が圧倒的に有利なんじゃ？　ハンニバルさんの戦象とか、出番ないでしょ」

「うんにゃエリち。ほれ、このパンフ見れって。試合の後半にはまたフィールドがひっくり返って、陸戦に戻るって。そうなったらさすがに西軍側の有利じゃね？」

「はぁ……なるほど」

　公平を期した勝負ではなく、明らかな劣勢からの挽回をみせるという筋書きか。

　なるほど野次馬趣味で言うなら夢のカードだ。

　私だって、ギャラハッドと源九郎義経の対決に興味が無いといえば噓になる。

　これが真正の《聖杯戦争》であったならばと、願わずにはいられないほどに。

「あ……そうか……」

　わたしは醒めていく心で周囲の観客たちを見渡した。

　選手たちの見せる、規格外の力の理由とそのシステムが解った気がする。
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「…………？」

　うなじが粟あわ立だつ。どこからか視線を感じた。

　こちらの反応を気取られないように、そっと周囲に注意を向けても、騒々しい観客席の中に埋没して相手の気配は辿たどれない。

（確かに私を見ていた……使い魔のような気配もする……）

　ボルジア兄妹が警告した、過去に恨みを買った相手の存在を疑った。

　すぐに対処できるよう静観していると、興奮する客席の中に点々と、この場にそぐわない態度をみせる市民を見つけた。

（令呪狩りの犠牲者がここにも……？　ううん違う……）

　聴覚をフィルタリングして、違和感をたどる。

　するとちょうど前列の観客からの会話が耳に入った。

「……火事？　新宿でか？」

「新宿のどこだ？　角つの筈はずか？　柏かしわ木ぎか？」

「それが花はな園ぞの町のほうらしい」

（……花園？）

〝花園〟は私の実家がある町だ。つまりチトセの住む家がある場所だ。

　私は思わず身を乗り出して、その客が手にしていたスマホを肩越しに覗き込んでいた。

「おい、エリち？」

　スマホに映っていたのは、都市情報網に個人が投稿した動画だった。

「……!?」

　火災の映像だ。リアルタイムの。

《新宿》の木造平ひら屋やの並びが煙に包まれている。

　くすぶる灰色の煙の中からは、全身を炎に包まれた人が現れた。しかしその燃える人は、身体を焼けただれさせながらも、平然と歩くことをやめない。

　そのまま他の家の敷地に入り、みずから火災の延焼を助長する。

　動画がぶれて切断される。情報網ネットには他にも市電が火を上げて立ち往生する写真が投稿されていた。




　やがて客席のそこかしこから、不穏なざわつきが伝わってきた。観客には《新宿》から訪れた市民も少なからず含まれるのだから当然の反応だった。

　振り返ると、カリンもスマホを凝視していた。

「どうしたの、カリン」

「《渋谷》駅前で人身事故だって……暴走した路線バスが交差点を……うぇ……ひっでぇな。あれ……電車も止まっちゃったみたいだけど？　どーすんのこれ？」

　モザイク市の各地域で同時に事件が起きている。

「……ぐっ……」

　腕の内側にしびれる鈍痛が拡がる。

　濃厚な死の気配を察して、悪霊がうごめきだした。

　押さえた腕に、黒い血が滲にじむ。霊れい障しょうが傷口となって開いたのだ。

（なんとか押さえ込めてたのに……）




　───この場所に、もう私はいるべきじゃない。

　私は一番危険な存在となる。集まった数万人の市民と、彼らのパートナーに対する明確な脅威となる。

　同時多発した事件の経緯が気がかりだ。

　この空間には十分に警備員が配置されている。それに何より、私と比くらぶべくもない卓越した戦士たちが集結しているのだから。荒あら事ごとが起きても対処できるはずだ。

　私の居場所はここじゃない。コハルの戦いぶりを見たかったけれど、それどころじゃない。

「エリち」

　席を立った私の挙動でカリンはすぐに察した。

「行っちまうのか？　……また私はお呼びじゃねーってか？」

「……ごめん。今日は私から誘ったのにね。でも、頼みがある」

「なんだ？　言ってみ？」

　私はカリンのまなざしを受け止め、そして傍らの少年を見た。

「紅葉さん……この子を、プランをお願いできますか？」

　鬼女紅葉は、確かめるようにカリンを見て、それから小さく頷いた。

「ああいいぜ。まかせろよエリち」

　完全に回復した状態の令呪を見せつけてカリンは得意がる。

　そうして私が客席を離れようとした矢先───カリンが、メッセージの着信を振動で報せているスマホを手に取った。

「───なんだよ、今頃返信かよ」

　メッセージに目を通すカリンが呆れてため息を吐く。

「あいつがさ……朽目のやつが『ごめん』ってさ。まったくな」

「……それだけなの？」

「そんだけ」

　仕方なさげに、どこか苦い想いを滲ませながら、カリンは笑った。
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　客席エリアを離れて、コロセウムの外周部に出る。

　こちらは屋内ながらも、結構広々とした空間がある。ローマ建築を精巧に模もした高いアーチの天井。闘技場の楕円に沿って緩ゆるやかにカーブしながら通路が伸びている。

　壁沿いに多数のショップが営業中で、それなりにまだちらほらと市民がいた。

　店先に映る試合中継を肴さかなに、アルコールを呷あおりながら談笑する人々もいる。

（わざわざ観戦に来といて……家と同じことしてる……）




　足早に闘技場の出口へと向かいながら、先ほどの自分の着想を整理した。

　つまり───聖杯トーナメントに出場する選手は、観客から魔力を得ている。

　数万人もの擬似的な魔術師たちから、魔力を吸収している。

　そう私は考えた。

　この闘技場は、戦後の《秋葉原》で建築された施設じゃない。

　世界が再構成された時には既に、この街に存在していた街の一部だ。

　あまりにも大規模な異物であり、意図が無ければ存在が許されるはずもない。

　古代ローマにおいては、コロセウムで行われた剣闘士試合は神々に捧げる神しん事じだった。

（英霊には、私たち、今を生きている人間の想いが託されている……）

　生前に残した伝説と名前を、多くの人々に知られる高名な英霊であるほど、巨おおきな力を集めるのが〝サーヴァント〟だ。その裏側で起きる悲劇として、〝無む辜この怪物〟と呼ばれる、歪いびつな特性を持ったサーヴァントもまた生まれてしまう。

（ライデンフロース家はどこまで把握してる……？）

　このコロセウムに、どれだけの魔術的なシステムが組まれているのか興味があった。




　───意外な人物が私を呼び止めた。

「エリセさん。大切なお話があります」

「……フジムラ……先生？」

　久々に顔を見るカレン・フジムラが、私の目前に現れた。薄暗い外周通路の下にいつもの司書風のスタイルで立っていた。

（なぜここに？　話って……？）

　それでも《新宿》や《渋谷》で起きている事件について彼女に尋ねよう、そう思い私は口を開きかけた。




　その直後───中継の映像に異変が起きた。

　西軍カルタゴ側の旗艦を映しながら、実況の魔女のすっとんきょうな声が通路に響く。

　私は思わず振り返り、先生も映像に目を向けた。

　それはあまりにも衝撃的な光景だった。

　西軍の指揮官ハンニバルが、敵陣はまだ遠くにあるにもかかわらず腰の剣を抜き払った。

　次の瞬間、副官として同乗するエル・シッドの腹に深々と突き刺す。

「───!!」

　信じられない表情で硬直するシッドに、そのマスターが狼ろう狽ばいして詰め寄った。

　血まみれの剣を引き抜いたハンニバルは、相手の抗議をまるで意に介すことなく、さらに勢いよく剣を水平になぎ払った。

　切り払われたシッドとマスター、二人の首が船から飛び出し、偽いつわりの海に落ちた。
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　───恐怖の渦がコロセウムを席せっ巻けんしていた。あたかも押し寄せる津波のように。はじまりは忍しのびやかに、やがてすべてを巻き込み荒れ狂う大波となって。

　多くの観客が動揺し、さまざまな反応をみせる。

　ハンニバル将軍の裏切り行為も残酷な演出として受け止められて、ますますヒートアップしている観客もいる。彼らは人間であるマスターが死亡したハプニングを正確に理解していない。

　私だって到底信じられない。あのハンニバルが。

『──────』

　言葉に詰まり、取り繕つくろいながら実況は続けられていたが、それもすぐに停止させられた。

　他地区で起きている火災や事故といった事態をようやく把握して、客席を離れて外へ向かう人々も少なからずいた。彼らの存在がまた、漠然と事態を傍観していた観客たちを浮き足立たせた。

　私自身、客席を離れて中継映像を目にしているおかげで、ある程度俯ふ瞰かんできているものの、客席にいる人々は周囲の脊髄反射的な反応にたやすく吞み込まれてしまうだろう。

　───先生は言った。いつもの授業風景のように淡々と。

「落ち着きましょうかエリセさん───警備への通達は行われています。速すみやかに避難が行われるでしょう。他の地区の異常事態についても、私たちカレンシリーズが目下対応しています」

「避難───？　でも……！」

　そう。恐れていたパニックが徐々に拡がりだしていた。

　解説チャンネルを通して避難勧告が始まっている。場内のスクリーンも試合中断の案内を表示した。

　しかしながら闘技場のフィールドには依然として激戦が繰り広げられる異様な光景がある。両軍の船同士が入り乱れ混戦に陥っている。

　陸地の一部がせりあがり、闘技場に満たされていた海水も急速にその水位を下げていた。

「……あ……っ……！」

　映像の中では、二人目のマスターが巨象に押しつぶされ犠牲となった。

　マスターの元へ駆けつけながら、無惨にも間に合わなかったサーヴァントがたちまち消滅する。

　誰だ、誰だったんだ、今のは───。

「……ある程度の犠牲は許容せざるを得ない状況です。参加選手の各マスターにもそれぞれ事態収拾への協力を打診しています。が……ほぼ半数の方との連絡が取れません」

「サーヴァント・ハンニバルの暴走ですか？」

「…………いいえ」

　私は息を吞んだ。ではこの事態はハンニバルのマスターに引き起こされた？　いや違う。それだけでは説明がつかない。

「先生。これは予期された事態なのですか？」

　彼女は残念そうに首を振った。

「何通りもの想定された事態のなかでは、除外されたケースです」

　万能の《聖杯》をもってしても、すべての可能性に対応するリソースは無い。

　彼女は優先的に出来ることをしてきたのだろう。それでも至らなかったことを、彼女は悔くいている。猛烈に口惜くやしがっている。冷ややかな態度の下には無念が現れていた。

　私は少しずつ心を凍らせていく。今は〝死神〟になる時だ。

「万全の態勢を敷しいたのは《新宿》においてでしたが、その予測も裏切られました。都市管理ＡＩカレン・フジムラの名において〝コード・クリムゾン〟を発令いたしました」

（コード・クリムゾン……！）

　真紅の招集───最大級の非常事態宣言だ。私にはその意味がわかる。

《秋葉原》が再構成されて以来、発令されたのは知る限りたった一度だけ。

「エリセさん。あなたにはサーヴァントと、市民の区別がつきますね？」

「はい。他の誰よりも───」

「結構です。それでは敵対的なサーヴァントをすべて殲せん滅めつしてください。警備員たちの対処では不完全です」

「───！」

　ようやく待ち構えていたものが訪れた喜びと、その内容の恐ろしさに身震いする。

　驚くべき〝依頼〟だ。

　非常事態下でなければ、カレン自身にも不可能な命令だ。それに……。

「コロセウム内のサーヴァントすべてをですか？」

「疑わしい場合は先制攻撃を許可します」

「……最後にお伺いしますが。先生、それは〝仕事〟の依頼ですか？」

　彼女は苦しげに言葉を絞り出した。

「いいえ。ただの……私の趣味です」

「了承わかりました」

　彼女はチトセから禁じられていた条項に抵触し背そむいたのだ。

　それだけで十分だった。
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「私には他に果たすべき務つとめがあります。あとはお願いいたしますね？」

　深く頷き、私は先生と袂たもとを分かった。

　さあ、それじゃあ私の仕事を始めようか。




　───彼らを受け入れよう。忌まわしき悪霊たちを。

　怒りも悔しさも、苦痛も恐怖も、みんな受けとめる。

　拒絶することなく隣人として迎えいれよう。

　息を整えながら、悲鳴まじりの喧けん噪そうが聞こえてくる通路の先へ歩み寄る。

　振り下ろした両手の指先から、赤黒い血が点々としたたり落ちた。そのまま零こぼれるにまかせ先へと向かう。




　サーヴァントを殲滅せよと言われた意味はすぐにわかった。

　客席側へ続く斜路のすぐ下で、複数の観客がもみ合っている。

　一人の男がしゃにむに市民に摑みかかり、血が出るほど相手をかきむしっている。

　現代風の服を着用しているが、男はサーヴァントだ。しかも魔力で編まれた私服は、すでに解ほどけはじめて、本来の中世風の服装を曝さらけ出しはじめていた。

　駆けつけた武装警備員が男を引き剝がすと床に引き倒し、ブルパップタイプの小銃を連射した。人間でも抵抗できるほどの非力なサーヴァントだ。

　しかし、呪術的な加工が施された銃弾は貫通し床で跳ねるばかりで、有効なダメージを与えられていない。

　銃撃を受けてもすぐに立ち上がり、間近にいる他の市民に摑みかかってくる。

　男のそばには一人の女性市民が半狂乱になって、自分の《令呪》を行使しようとしていた。制止を命じても、彼女のサーヴァントは一向に止まる気配がない。霊体化にも従わない。

（…………ハンニバルの状態よりもっとひどい……知性を奪われたかのような……）

　先生から譲られたコロセウム内での識別タグがちゃんと身についているか確認する。

　身振りで警備員を退さがらせると、彼はこちらを認識しすぐに従った。




　───私は〝枝えだ〟を伸ばした。

　腕に生じた霊障から、溢あふれ出た汚れた血は、鈍い光沢を持つ黒い枝となる。

　振り向けた指先から、成長するように素早く伸びていく。

　そして───〝枝〟はいともたやすく、サーヴァントの体表障壁を貫通し、霊的中枢の在処ありかを執拗にまさぐると、〝霊れい核かく〟をがっちりと摑み取った。

〝霊核〟はサーヴァントを成立させる心臓部であり、すべての活動の核となるものだ。

　一時的に可視化された霊核は、市民にはぼんやりと、魔術師にはより明確に個体差のある色彩を持って見えるだろう。

　そのサーヴァントはしぶとく抵抗し喘あえぎながら霊核を引き戻そうとする。

　やはり、原始的な生存本能しか感じ取れない。

　いきなり横から女性が私に向かって摑みかかってきた。必死に令呪を行使していた彼女だ。

「あなた何するのよう！　やめて、やめてよっ！　私のサーヴァントなのに……！」

「ごめんなさい」

　どうすることもできない。私には。

　危険なサーヴァントを見過ごせない。どれだけ非力なサーヴァントであっても、人間の首を絞めたり、眼球を抉えぐるくらいであれば造作も無いのだから。

　霊核を引き出されたサーヴァントは、やがて霊体を保てなくなり、無色の魔力となって霧散する。

「……ごめんなさい……誘導に従って避難をお願いします」

「やめて……やめてよぅ……」

　女性の手からは《令呪》は薄れ消失しようとしていた。強い喪失感が彼女を打ちのめしているはずだ。

　嗚お咽えつしその場にくずおれる女性を、どうにか抱き起こして警備員に押し出す。




　───私は〝枝〟の先を見つめた。

　摑み取り、霊体から引き剝がされた霊核はたちまち黒ずみ〝枝〟の一部として同化した。犠牲となったサーヴァントは座に還ったのではない。

　先ほどの彼女の心の傷が癒えた頃には、また新たなサーヴァントが召喚され、《令呪》も回復するだろう。《聖杯》が正常に稼働してさえいれば。たとえ同名の英霊が召喚されたとしても、記憶は失われてしまっているけれど。




　そうして一体のサーヴァントに対処している間にも、通路には続々と避難を始めた観客があふれだした。通路にごった返す人々をかきわけながら、警備情報網に接続し次なる標的を探す。

　息つく間もなく、連続して数人のサーヴァントを処理した。

　知性を失い暴走したサーヴァントの〝霊核〟を引き剝がし、問答無用で奪い取った。

　激しく抵抗する一人の男性市民からは、こちらの顔面を殴られ唇を切った。そうさせるのが激げっ高こうし怒り狂う彼の気を鎮しずめるには一番早いと思われたからだ。

　私だって、痛いものは痛いのだけど。ただ受け入れてしまっているだけだ。

　いい一発を貰っても、淡々と避難を促うながす私の姿を見て、彼はようやく我に返り、青ざめながら謝罪した。

　処理をしたのは、儚げな少女のサーヴァントだった。とてもすばしこくて手間取ったけど。

（ああ、もうっ……血の味だ……）

　悪霊たちの一層の昂たかぶりを感じる。

　なんの訓練も受けていない十四歳の少女であれば、殴られたその場で気絶するか意気消沈していただろうけど、生あい憎にく私はその程度で仕事をサボるわけにはいかない。

　あの処理したサーヴァント、何者だったのだろう。外見や反応だけではわからなかった。往々にしてマイナーな英霊も召喚されるとはいえ、自分の不勉強を恥じるしかない。

　マスターだった男性のもとには、また新たなサーヴァントが現れ、じきに悲しみは癒やされるだろう。これまでの仕事でもずっとそうだったように。けれど……。

（忘れられてしまったサーヴァントたちは、どうなる……？）

　覚えていないと───。

　この街に彼らが居た証あかしを、心に刻みつけなければ───。
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　何体か処理するうちに暴走サーヴァントたちの特徴がみえてきた。

　警備情報網にも、次々と無力化の成功例の報告が挙がる。

　いずれも凶暴だが、はっきりと抵抗の意思を持ったサーヴァントではない。戦闘中のバーサーカーのような激しい狂化状態でもなく、距離を取り、冷静に霊体遮断ネットで捕獲すれば対処できる。

〝令呪狩り〟と関連して他地区で多く報告された、市民の動く死体は、コロセウム内ではまだ一例しか見つかっていない。




　しかし、対処速度は上がっているが、処理すべき相手の数も増えていた。

　一カ所で暴走が発生すれば、数分後にはその周辺で三体の暴走が生じる。それはあたかも霊体の接触により、暴走行動が感染しているかのようだった。

　やがて警備の者や自主的に協力する市民たちからも、その言葉が漏れる。

　まるで───ブードゥー呪術の〝ゾンビ〟のようだと。

（死霊魔術ネクロマンシーであればその対象は、実体のはずだ……英霊という霊体をゾンビ化するだなんて……）

　マスターの支配権を奪うことが目的であれば、もっと効率のいい方法が幾つもある。サーヴァントを使役することが目的ならば、その手段の高度さに比べて、この現状は愚直すぎる。

（ただ〝死〟をひろめているだけ……？）




　時折、激しい戦闘音が闘技場から届いた。

　まさにサーヴァント同士の戦う生の破壊の音が。

　今や半分が水没し、半分が陸地となったフィールドで、何が起きているのだろう。生き残った監視カメラからでは、その子細を見て取ることが出来なかった。

　ドン！　パラパラ……と、ひときわ大きな振動が伝わってきた直後、場内の照明がすべてダウンする。

　非常電力と場内監視網の中枢に襲撃の波が到達したらしい。交信手段を失い、警備員たちは口々に叫んで連絡を取り合っていた。

　場内の出口の幾つかが大きな崩壊で通行不能となり、どうにか避難を続けていた人々が反対側に移動しようとして、後方から押し寄せる群衆ともみ合い、混乱に陥る。

　まだ感染を受けていないサーヴァントたちは冷静に周囲と協調し、マスターを護まもろうとしていたが、しかし窮きゅ地うちに陥り焦燥感にかられた市民の中にはそのサーヴァントに、優先的に自分を助けさせようとして無謀な行動に出る者もあった。

（統制が取れてない……先生は、カレンはどうしたんだ……！）

　無秩序な状態が最高潮に達し、試合中断から二十分ほども経過した頃───。

　いきなり現れた相手に私は面食らう。

「きみ───なんで！」

　プラン少年が、逃げ惑う人の波の中にぽつんと立っていた。彼の近くに、カリンと紅葉の姿は無かった。

「な……何、勝手に来てるの？　カリンたちと避難しないと───」

「いぬがいたんだ」

「犬って……なに言ってるの!?」

「ぼくを、よんでた」

　まともに取り合っている場合ではなかった。慌てて連絡を試みても、カリンたちに通話がつながる気配は無い。

　私の腕から垂れた〝枝〟が少年に触れそうになる。

「だめっ……今の私に近寄らないで。危ないんだ」

　すんでのところで遠ざける。迷走する市民たちに何度もぶつかられながら、どうにか通路の陰へと身を避ける。

　喧噪の中でもはっきりと届く澄んだ声で、彼は言った。

「きみ、いったろう。いっしょに、いるって」

「ああ……言ったよ……言ったけど！」

　彼は私をじっと見上げながら、弱ったような、不可解そうな表情を浮かべた。

「きみ、なくだろう」

「…………！」

　本気でひっぱたいてやろうと思った。カリンたちは今も、危険に身を晒さらしながら、この少年を探しているに違いないのだから。

　ほの暗い憤いきどおりを貪むさぼり、悪霊たちがざわつく。だめだ、心を乱してはいけない。

「……うん……そうだ。悪かったよ……」

　震える声で認める。そうだ。望んだのは私だ。でも、こんな時でなくたって！

　どうしてこの少年は、私の感情をこんなにかきむしるのだろう。なぜ、悪霊たちのようには受け入れられないんだろう。

　右往左往していた人々が突然、一方向に追われ出し、膨れ上がる人波となって押し寄せた。彼らには一様に恐慌の表情が浮かんでいる。

（あの男は……？）

　すぐ背後からは暴走するサーヴァントが迫っていた。

　薄く身軽そうな鎧と、重量級の力士のような恰かっ幅ぷくの良い体格に見覚えがある。東軍に所属していた海賊サーヴァントの一人だ。

　中世日本の水軍、長なが崎さき松まつ浦うらゆかりの松まつ浦うら党とうの惣そう領りょうのはず。壇だんノの浦うらの戦いや元げん寇こうにも加わり、その後の日本史を大きく左右した武人集団の頭かしらだ。

　抜き払われた刀は市民たちの血にまみれ、いかにも抜け目の無い策略家に見えた面影はもうそこには無かった。彼のマスターも近くには見当たらない。

（せめて、終わらせてやらなければ……！）

　一筋縄ではいかない。暴走しているとはいえ、依然として彼に魔力が結集しているのがわかる。体中に空いた無数の弾痕はすでに塞がり、回復しようとしている。

　この場で宝具などを使われたら、おそろしい被害が出る。全力で向かわないと。

（だけど……！）

　背後の少年を意識する。私の力は周囲のサーヴァントをも巻き込んでしまう。制御しきれるだろうか？




「───どいてください！」

　頭上から、少女の声が鋭く響いた。

　サーヴァントを追いながら、上層部の通路を併走していた一人の少女が、手すりを乗り越えて跳躍し、空中に身を踊らせた。

（コハル───!?）

　白いガウンをはためかせながら、十五メートルはある落差を自由落下する。

　小柄なシルエットの背後に一瞬、実体化したギャラハッドの姿が重なる。

　落下しながらもやれやれとかぶりを振った騎士は、コハルの腰へ手を回して抱きとめる。そのまま素早く回転すると、落下中の二人の身には劇的な異変が生じていた。

　飛び降りた二人は、一人の濃紫色の甲冑の騎士となって床に降り立った。街頭スクリーンで目撃した、あの精悍な女騎士として。

（英霊憑依ポゼッション───これが）

　こんな形で彼女の特技を目撃する事になるとは。

　態勢を直す間も無く打ちかかる惣領の大だい刀とうを、コハルもまた低い姿勢で受け止めた。

「コハル……なの!?」

「はいっ」

　憑依状態となったコハルは成長し、私よりも背が高い。

　腰にはギャラハッドと共通のふた振りの剣を提げていた。今、手に取り構えているのは柄つかにリボンのような布を垂たらした風変わりな長剣だった。もう一振りの剣を使っているのはまだ見たことが無い。

「エリセさん。霊核を破壊するまで、彼らは止まりません……！」

「───うん。そうみたいだ」

「だから……私は決めました」

　惣領と重々しく剣を交えながら、コハルは言った。

「───ただギャラハッドに命じてやらせるわけにはいかないと。この手で仕留めることが……彼らへの……手向たむけに───」

　双方が両手で武器を握り、ぎりぎりと火花をあげて組み打つ。

　距離を取ろうとする相手のぶれを逃さず、コハルはさらに隙を突いて剣をすべらせる。

　単純な膂りょ力りょくでは惣領が勝っている。が、相手が意気込んで踏み込むたびに、コハルの剣の刃は相手の喉元へと静かに迫っていくのだ。

　その場を動かぬまま、びきっ、とコンクリートの床に罅ひびが走り拡がった。

　憤怒の形ぎょう相そうの惣領は追い詰められ、罠に絡め取られた獣のように身悶え、やがて喉元から噴水のように血を吹き出してのけぞった。

「……なるでしょう、と」

　床に血の弧を描いて、コハルは鮮やかに剣を振り払う。

　そして苦渋に満ちた表情で、倒れ伏しびくびく痙攣する相手の背にまた切っ先を突き刺した。二刀目を抜くことも無く彼女は惣領を見事にあしらった。陸おかの上で刀で立ち向かうには、あまりにも相手が悪かった。

　惣領の霊核の消滅を確認する。流血の痕跡までもが消えつつあるその場に、ついと歩み出た少年がしゃがみこんだ。

「…………プラン？」

　凄惨な光景を少年はしっかりと目に焼き付けていた。

　路上の芸人たちのパフォーマンスに向けたのと同じ、透き通ったまなざしで。




　手短にコハルと情報を交換する。

　こんな時でなかったら、憑依がどんな影響を彼女に及ぼしているのか、ギャラハッドの意思はどうなっているのか、英霊憑依ポゼッションについて詳しく質問攻めにしたいが、それどころじゃない。

「───いえ。私が追ってきたのは違います。一人の魔術師です」

「魔術師……？」

　闘技場の内部から彼女が追跡してきたのは、まったく未知の相手だったという。

　ハンニバルやそのマスター、他の有力なサーヴァントたちを同時に陥おとしいれた使い手だ。

「罹り患かん者しゃの知性の著いちじるしい低下。無差別な周囲への攻撃。そして霊体からの接触感染。まったく見たことも無い魔術です。食屍鬼……でなければ、低位の〝吸血種〟の亜種でしょうか？」

「ううん、あるんだ。そういうのでまさに有名な呪術が。ただ……」

　フィクションだ。映画の世界の話だ！

　本来は死体を労働力として使役すると云う眉唾の民間伝承が、奴隷貿易の時代に変形していったものだ。

「ゾンビィ？　ブードゥー教の呪術、ですか？　一般人までが知っているような？」

　見た目は大人びていても、驚く様子にはコハルらしさが残っていた。

「……エル・シッドとそのマスターが死亡した後、闘技場で乱戦が起こり、互いの敵味方の識別判定がめちゃくちゃになって、互いに距離を取るべく散開しました。他の仲間たちはまだ見つけられません。彼らにまで感染が拡がっていたら、被害はこのコロセウム内では留まりません。大変なことになります」

　ギャラハッドを憑依させているコハルは、人間……とサーヴァントの中間の存在といえた。

「英霊憑依ポゼッションの状態であれば、暴走の感染を防げるんじゃ……？」

「そう期待していますが、楽観はできません。それに……エリセさんのその腕の血は負傷ではないのですね？」

「これは……」

　コハルに返答する間にも少年からの視線を感じていた。どこか咎めるような視線を。

「サーヴァントには害でしかないものだから。コハルも不用意には近づかないで」

「わかりました」

　頼もしく彼女が頷く。

　そんな折におもむろに少年から尋ねられる。

「またきみ、ころすのかい」

「……必要ならそうする」

「せんそう、だからかな？」

　彼は臆すことなく私に近づく。背伸びをしながら、腫れた私の頰に小さな指先で触れようとする。目に焼き付けるだけでなく、その痛みまで自分のものとするかのように。以前、とげが刺さって自分に穴があいたことがある、と彼は言った。

「ちがうね。ひつようとされたい、だから、ころすんだね」

「…………」

　同じことだよ。愛されたいから、愛すのでしょう。

　生きる理由なんて誰も知らない。知っているのは死人だけだ。

「ぼくもね、そうおもってたんだ。ぼくも、ひとりなんだ。このさきもずっと。それはだれかのためなんだと、おもっていた。でもね、ちがったのかもしれない」

　謎めいた言葉をつぶやく少年は、惨劇の起きているこの場にいる実感がまるで無いかのようだ。コハルも怪訝な顔で少年を見つめた。

　私はこの少年がこわかった。彼はまるで、幼い頃の私のようだったから。
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　先のコハルの死闘のあいだに、避難する人々の姿は周囲から無くなっていた。

　薄暗い通路に独立稼働する非常灯だけが残り、打って変わって静けさに包まれている。カリンたちも無事逃げてくれていたらいいのだけど。

　進む通路の先が明るくなる。出口が近い。アーチ型の外部への開放部が見えてくる。

（出口にもかかわらず市民たちが逆方向に逃げてきた、ということは……）

　私は、そのわけをまず相手の気配で知った。コハルも察しているはずだ。

　圧倒的な魔力を持つ存在が間近に迫っていることを。

「あれです───あの魔術師キャスター！」




　物品が散乱する小エントランスホールに、午後の陽光が差し込んでいる。

　その下にいたのは、ぺたぺたと裸足で歩く、白い髪に黒い肌のサーヴァントだった。

　後ろ手に引きずるのは市民の死体だ。それを三人ぶんも、ズダ袋のように無造作に。

　間違いなく、明白に敵のサーヴァントだ。

「魔術師キャスターじゃないよ。妖術師ソーサラーだ。ま、どっちでもいいんだけど」

　もったりとねばつくような動作。

　その声だけは愛嬌ある幼い少女のようだった。

　原色のアフリカンな色彩のケープをすっぽりと上から被り、下半身は金属製の装飾品を身につけている。

　異様な形状の剣を、摑んだ死体の腕にあてがい、切り落とす。

《令呪》を切断しているのだ。

「いいよいいよ。オマエラタチ、どっちも面白いね」

　切断の作業を終え、床に落ちた腕を拾い集めながら敵はこちらを見た。

〝令呪狩り〟……！

　そのサーヴァントは体じゅうに、他者から奪い取った令呪をぶらさげていた。

　切り取られた手首が。足首が。さらに抜き取られた鎖骨が。口を糸で縫われた干し首まで。新しいものには、モザイク市の市民特有の《令呪》の文様があった。

「───一人は人間じゃないね。ホムンクルスだ。ずいぶん重たい英霊をくっつけて虫の息だね。まあいいや、令呪は貰おうね」

（……！　コハル……あなたは……）

　一方的に語りながら、その敵──おそらく女──は私をじっと凝視した。

「もう一人は……ナンダ……おまえ、なんだ？」

　大きく目が見開かれる。宝石のような赤い瞳。

　その背後で、腕を切り落とされた死体たちが起き上がる。

　気づけば周囲にはさらに多数の死体が転がっていた。出口に殺到し、無念にも脱出はかなわなかった人々の亡なき骸がらが。

（……！）

　学生服姿の少女の死体に、私はぞくりと硬直する。

（……っ……カリンじゃない……でも、そう。あの女が連続殺人の実行犯……！）

　死体たちがこちらをめがけ、異様な体勢のまま小走りに摑みかかってくる。

　私はプラン少年を退がらせた。

　前に出たコハルは冷静に迫る死体たちを蹴り飛ばし、手足を切り払って行動不能にする。

　敵の女はこちらの出方を見極めているようだ。

「エリセさん。私はもう我慢が出来ません……やらせてください！　あいつが、私たちの同胞たちを！」

　叫ぶコハルの背には、闘志だけでなく、魔力の高まりを感じる。

　次々に死体を差し向けながら、敵は退屈そうに言った。

「ドウシたんだろうね。ソッチのおまえ、戦ってみろ」

　そいつは直接私に向けて挑発しているのだった。

　まるでコハルの存在は無いかのように無視している。
















「贅沢だよね。まだ足りないのかな。じゃあもっとオレの子供たちを呼ぼうかね」

　敵の言葉に従い、通路の奥から現れたのは、鎖くさり帷かた子びらを着た巨象たちだった。

　四本の脚はすべて壮絶な返り血に染まっていた。どれだけの市民たちが潰されたのか。

「嬉しいね。森の象だ。インダスの象もいる」

　二頭の戦象だ。共和制ローマを蹂躙した恐怖の象徴。

　彼らはハンニバルに従うサーヴァントの一種だ。とすれば、ハンニバルはまだ死んではいない。けれど象たちが敵に盲従する光景をどう理解すればよいのか。

　象たちの出現にコハルが息を吞む。彼女はおそらく戦象たちの力をよく知っている。

　剣を構えながら、肩越しにコハルが私に囁きかける。

　その魔力が高まっていく。

「宝具を展開します。あいつごと、ここで片を付けて───」

「だめだよ」

　チッ───と、敵が前かがみに立っていた場所で小さな音がした。

　その音が耳に届くよりも早く、異形の剣を振りかぶった女がコハルの側面に現れ、横殴りに身体を吹き飛ばしていた。

　コハルは衝突した闘技場の内壁を重機のハンマーのように粉砕し、崩れる瓦礫に半ば埋もれながら止まった。

「さすがにサーヴァントは切りづらいね。右手を狙ったんだけど、うまく庇かばわれたね」

　私は即座に〝魔弾フライシュッツ〟を敵に放とうとした、けれど───。

　瓦礫をはじいて飛び出したコハルが猛然と敵に打ちかかっていった。

　敵はその異形の剣で、コハルの強撃を受け止める。

　衝撃波がホールをびりびりと震わせる。

　先ほどの水軍の惣領のようにはいかなかった。敵はくたびれたような前のめりの姿勢のまま片手で剣を振るい、コハルからの一撃一撃をさらに強烈な力で打ち返していた。

「───！」

　両腕が上がった隙を敵は見逃すことなく、またもや乱雑に吹き飛ばす。

（ああっ……！）

　壁が直角に折れる鋭角部分にしたたかに打ち付けられたコハルが血を吐いた。

「こいつはね、ハンニバルにとどめを刺せずに逃したよ。そのあともハンニバルは、どんどん人間を襲っていったね。まさか責任を感じているのかな」

　魔術師キャスター？　あの女が？

　あまりにも圧倒的だった。しかも魔力はさらに高まっていく。

（彼女の中のギャラハッドは何してるの……!?）

　本来の状態で無いとはいえ円卓の騎士ギャラハッドをこうも白兵で圧倒し、弄もてあそぶ。英霊の格におさまる存在だとは到底思えない。

「そんな逃げ足の速い仔鹿が、オレに向かってくるとはね。はははー。はははー」

　うめきながら起き上がろうとするコハル。

　そこへぺたぺたと歩み寄った女は、倒れ伏す彼女の右腕を踏みつけると、剣を振り下ろし床に串刺しにした。かろうじて切断はされていない。

「あああっ───」

「はははははははははははははははははははははは」

　コハルの苦悶をかき消して女は嘲笑した。
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「ははははははははははは───は？」

　高らかに笑う女の背に、私は必中の魔弾フライシュッツを叩き込んでいた。

　モザイク市のサーヴァントであれば、霊核を打ち抜かれ即座に消失する悪魔ザミエルの弾丸。

　───弾丸は確かに命中した。

　しかし……女の背面から霊体に侵入した弾頭は、そのままゆっくりと貫通し、反対側の胸から押し出されて、何事も無かったかのように床に落ちた。

　血の一滴も流れることはない。

　そのかわりに、女が衣服に吊り下げていた品の一つの、束ねられた鎖骨がぽろぽろと崩れて落ちた。

　ゆっくりと女が振り返る。

「そんなにね、死に急がなくてもいいんだよ」

「ま……まだ……戦えます……」

　片腕を封じられながらも、必死に下から摑みかかろうとするコハルの頭が蹴り潰され、踏みにじられる。

（コハル……！）

「───オレの子供たちなら、この城じょう郭かくの反対側だ。あちらの出口は全部ふさいだからね。生き残りが籠ろう城じょうしてがんばっているようだが。内側にもオレの子供たちはいるからね。あまり待つこともない。この城塞都市のサーヴァントは、みなとびきり脆ぜい弱じゃくだからね」

「……まだ、避難できていない市民たちがいるの？」

「はははー。十分に家族を増やしたら、次は外へ行こうね。これはとびきり面白いだろうね」

（街を標的にしている……！　その為にこの闘技場でさらに力を溜めようと……？）

　あれは───おそらく〝神しん霊れい〟だ。

　なんらかの神として崇あがめられた存在が、サーヴァントとして召喚を受けたのだ。

　それでも《聖杯》のもとに召喚されたのならば、その威信にも限界が備わっているはずだ。

（本当の神様じゃない……気け圧おされるな……！）

　自分を鼓舞する。それがただの気休めに過ぎなくても。もう何もためらってはいられなかった。




　高く掲げた腕を振り下ろす。

　腕の先からせりだした黒く節のある〝枝〟は、強靱な鞭となってしなった。八の字を描きながら繰り出される〝枝〟がみる間に身長の数倍に伸び、その先端は音速を超える。

　数歩踏み出しわずかに相手との距離を詰めながら、一閃を見舞わせ、棒立ちの敵の胸先をかすめさせた。あえて致命傷を狙わずに切り払った。

「───！」

　手応えを感じた。

　ケープとその奥に組まれていた腕に〝枝〟の先端が触れ、ほんのかすかに霊体をちぎり取った。

「おやおや。こっちの障壁を貫通するじゃないか。虚きょ数すう魔ま術じゅつかな？　そんな話は聞かなかったね。アイツめ、まだ何か隠しているね」

（通用する……！　私の〝枝〟は、あの女にもちゃんと通用する！）

「そっかオマエ、マスターじゃないんだね。魔術使いか。だから令呪を持ってないのか、ジャア、雑ざつに潰してしまってもいいね。仕方ないね」

　そう言いながらも、女は戦象たちをこちらにけしかけて来ようとはしなかった。

　私自身にまだ好奇の目を向けているのが解る。その驕おごりに、私の勝機があると思った。

　───だったら、存分にみせつけてやるんだ。

「虚数魔術……そんな高級なモノであったら良かったんだけど」

　少年はもう十分に後方へと待避している。

　また殺す姿を少年に見せつけられる。私の中にもたげたほのかな嗜し虐ぎゃく心しんに、悪霊たちは昂ぶった。

（〝指〟でも〝大鎌〟でもない───今は〝斧〟だ。叩き切る、破壊の衝動に飢えた悪霊たちを呼び覚まそう）

　腕に巻き付けた〝枝〟を、片腕を覆い尽くす両刃の戦せん斧ぷに───〝枝斧〟へと形成する。

　彼らを、悪霊たちをさらに深々と受け入れる。





　───悪霊たちは、幼い私に呼びかけた。

　そんな私には周囲に生きる人々と悪霊たちを、見分けることも出来なかった。

　きっと無数の声と、自分自身の意思との区別すらついてはいなかったのだろう。

　悪霊たちは昼も夜も私のそばにずっといた。彼らにとって私は、暗く長い坂道の途中にある、居心地の良い秘所かくしどころだった。

　彼らは英霊でもなく、反英雄でもない───〝邪霊〟だ。

　怨念を重ねた死者の魂だ。

　名誉も無い。悪の限りを尽くしながらも代え難い犠牲となることも無い。

　決して〝座〟には受け入れられない、邪よこしまなるモノたち。

　産み落とされ存在を与えられながらも、世界に否定され、名前すら奪われ、この世に還ることを許されないモノ。

　この宇う津つ見みエリセは、受肉を渇望する彼らの唯一の戸口だった。




　そうして……。

　自分を失い壊れゆく私は、あの二人に繫ぎ止められたのだ。

　生きるために。ただ生き延びるために。

　だから───操縦せよと。操縦桿を握るんだエリセ、と。あの人たちは言った。

　そうすれば暗闇の中でも飛べる。

　霊障となって吹き出した邪霊たちの、名付け親となれと。






「───〝魔王エルケーニッヒ〟」

　其そは榛はりの大樹。王冠と尾を持つ精霊の王。

　灰柳の娘ウィリたちを従え、死者の国の戸口に立つ者。

「この〝枝〟は───〝魔王〟の指先」

　現世うつしよを我が物顔で闊かっ歩ぽし彷徨さまよう霊を、その馬上より擅ほしいままに引きずり下ろす。

「攫さらわれろ───！」




　悪霊たちは格好の獲物を前にして素早く忠実に従った。

　魂を刈り取り散らす黒い戦斧が唸る。

　身構えた女の剣をたかだかと跳ね上げ、返す刃でさらに一撃を与える。

「おやおやおや」

　女の身体に深い一撃を加えた。

　肩から乳房にかけて斜めに裂けた傷口に真っ白な肉と脂肪が見えた。

「これはいいね。とてもいいよ。大事な干し首をあげてもいい。

　───オマエと、この〝ンザンビ〟の力は、同質イコールなものだね」

　それは私への手放しの賞賛のつもりだったのか。女はみずから真名を名乗った。

〝ンザンビ〟───かろうじて聞いたことがある。ゾンビ伝承の原典となったコンゴのヴィリ族の至高神。すべての生き物の母にして大皇女。

「ツマリはね───〝死〟そのものだ」
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　───届かなかった。

　敵サーヴァントの霊核を引きずり出すには至らなかった。

〝ンザンビ〟の纏まとう霊体の、柔軟な表層の奥にはとてつもなく硬い層が眠っていた。魔弾フライシュッツを貫通させたにも関わらずそれはそこにあった。

　困ったふうに自分の胸の傷を見下ろした女は、幾つもぶらさげていた手首の一つを摑み取ると、上に向けてあんぐりと開けた口に押し込み、おもむろに囓かじりだした。

　がり、がり、と骨の砕ける音と共に、他の手首からも《令呪》の文様が薄れ、乾いて干からびていく。

（令呪を……食べてる……！）

　そのあいだに私は、相手があとじさった場所からコハルを抱きかかえ飛びすさった。

　どうにか少年のもとまで引き換えし振り返ると、もう敵の体からは〝枝斧〟が開いた傷は消え、衣服のケープごと回復してしまっていた。

「───げふ。オマエの骨はよくわからないね、魔術使い。まあ、その黒い枝は心得た。憐あわれな、怨えん嗟さの者たちの爪の先だ。なかなかお似合いだね」

　干からびた手首がぽとぽと地面に落ちる。

「それでね。こちら側の城門より抜けだす輩やからは掃そう討とうする、そういう約束なんだ。その枝は面倒だけどね、こうすればいいから」

　敵の合図も無いまま、象たちが前に進み出た。

　ホールに立つ石柱を額で突き崩し、倒れたところを逞たくましい鼻で絡め取る。

「ちょ、う、わ」

　数トンはある石柱を放り投げられた。ぐったりとするコハルに肩を貸しながら、ぎりぎりで身を躱かわした。象というのはこんなにも器用に動けるのか。

　さらにもう一頭の象が石柱を抱え、破は城じょう槌つちのように突進してくる。

「オマエタチはもういい。次はその男の子が見たい。干し首にしたいほど可愛らしい」

　ンザンビは戦象の鼻先に足をかけ、しゃがんだ姿勢で象の背に乗った。

「……ん？　それとも、何か隠しているのかねえ？」

　二頭の象から逃れようと駆けだした先には動く死体、ゾンビたちが待ち構えていた。

「あぁ……私は……大丈夫ですっ。エリセさんは、彼を───」

　意識を取り戻し、どうにか立ち直ったコハルは再び剣を取り、迫るゾンビたちの露つゆ払はらいを引き受けた。どうみても無茶だけれどこの状況では彼女に頼るしかない。

　彼女もまた魔術師らしく自身の回復を試みてはいた。手の甲の《令呪》はすでに七割ほどが消費されている。が、したたかに壁面に叩きつけられた負傷からの回復は芳かんばしくない。

　同じくひどい状態にある右腕もまた、通常の刃物で刺されたものではなかった。

（〝魔術回路〟に損傷が……コハル……）
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　戦象に乗り地響きを立てて追ってくるンザンビの声が、薄暗い通路に反響する。

「この城塞を要かなめに、死の領域が拡がっているのがわかるだろ」

　……死の領域？　私には何も感じ取れなかった。サーヴァントとの契約者なら違ったのかもしれない。

「───一度でも『死』を経験した者は、オレの子供だ。このンザンビの、可愛い子供たちだからね」

　途方も無い、でたらめな言葉を耳にした。

（一度でも、死を経験した……!?）

　妄言でこちらの絶望を誘っているつもりなのか。それともまさかサーヴァントたちがその全力を出し切れずに、さしたる抵抗もできず苦戦していたのは、ンザンビ神の妖術が効果を及ぼしているせい……？

「───物忘れの激しいのもいるけどね。忘れてしまった死を呼び覚ますだけだよ。メメントモリだ。どれ。ギャラハッドも出てこないかい。いい加減、娘の尻に隠れていないで。お前がどんな風に死んだのか、覗いてやろう」

　───いや。どうあれたちのわるい挑発だ。コハルに目配せし彼女も無言で応える。可能な限り、英霊憑依ポゼッションを解くべきではないと。




　そこへ───。

『コード・クリムゾン───。

　コロセウム内周の魔術障壁を、解除します。生存者は闘技場のフィールドへ』

　カレンの声だった。唐突に場内の放送設備が回復していた。

〝障壁〟とは、試合中の客席に被害が及ばないようにする魔方陣だ。それをあえて解除すると。

　避難指示の放送が繰り返される。生存者の中に〝コード・クリムゾン〟の意味を知る者はいないはず。

（だったら、放送自体はともかく、そのキーワードは私だけに伝えたものだ）

　前髪の礼装で交信を試みるが、またもや反応は無い。

（……先生……）

　続けてスマホに音声通話の着信があった───カリンだ！

『エリち、生きてるか！　まだコロセウムにいんのか？　超すまねえ、プランを見失った！　あああ切腹して詫びる！』

「プランならこっちにいる。死ななくてもいいから」

『はぁぁぁぁ!?』

「もしかして、そっちは籠ろう城じょうしてる？」

『ああ！　闘技場のフィールドに隣り合ってる空からの厩きゅう舎しゃだって。他にも生きてる連中が結構いる。選手の何人かもいて抵抗してくれてる。でも、もう外側から押し破られそうだ───モミ、そっちだ！　やばい！』

　スマホを通して、鉄の檻に衝突する低くくぐもった音と、象の鳴き声が届いた。ハンニバルのもう一頭の戦象があちらにいるんだ。おそらく本人も。

『今の放送って、カレンちゃん先生だろ？　信じていいのか？　大丈夫なのか？』

「信じていい。そこから闘技場へ出られる？」

『ああ、シャッターは動かないけど、吹き飛ばすって言ってる。今なら宝具が通るって』

「やって！　手おくれになる前に！　私も───」

　そこで通話は轟音とノイズにかき消され、切断された。

　カリンとの会話を脇で耳にしていたコハルにも事情は伝わっていた。

「───行こう。闘技場へ出よう、コハル」

「でも……フィールドには仲間たちが……暴走した出場者たちがまだいます。外も内部も、どちらも危険です。それに先ほどのコード・クリムゾンとは……？」

「コハル。あなたの見たかったものが見られるよ」

　彼女ははっと息を吞んだ。私の想いが伝わった。

「わかりました。コロセウムの構造なら私のほうが詳しい。まかせてください」
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「誘導か。今ごろかね。外でなく内側に向かうとはね。自分から追い詰められにいくのかね？」

　象の上にしゃがんだまま、ンザンビは頰杖をつく。

「きっと罠だね。楽しくなさそうだ。あっちは子供たちにまかせとこうね」

　突進と衝突を繰り返し、遺跡を模した芸術的な内装に多大な被害を出しながら二頭の象が迫る。ゾンビたちは思いも寄らぬ場所から現れ、繰り返し襲ってきた。

　先を案内をするコハルの後に続き、私も自分とプランの身を守るために、なりふり構わず急いだ。




　通路のとある場所でコハルが立ち止まる。今度は彼女の方からの挑発を仕掛ける。ンザンビの乗る戦象たちに向けて。

「さあ、来るがいいです、ハンニバルの盟友！　その女はあなた方の主人などではありません！　操られさぞかし無念でしょう。せめて私が引導を渡します！」

　するとンザンビは腹立たしそうに眉をひそめた。

「……オマエ……森から引き剝がされた多くの仲間の死に様を看取ったのは、まさにこの優しい仔たちだ。そんなコトもわからないのか」

　背の上でンザンビは立ち上がり、剣の先をコハルへと向ける。

「もういい。押し潰してしまおうね」

　二頭の象は猛たけ々だけしい嘶いななきをあげ、コハルめがけて猛然と突進した。

　剣を構えコハルは彼らを待ち構える。




　目を覆わんばかりの苛か烈れつな衝突の後───。

　私と少年が見たのは、もうもうと舞い上がる粉塵に差し込む日差しだった。

　激突の衝撃で内壁が崩れ、コロセウム内部への口が開いたのだ。広大な闘技場のフィールドが再び目前に拡がる。

　衝突直前に跳躍したンザンビが、大破壊を意に介すこともなく私の前に降り立った。

　すでに象たちの嘶いななきは遠ざかり、哀れなゾンビたちも吹き飛ばされた。




「よもや……〝聖槍〟というのは、こいつなのかね。こんな幼おさな子ごが？」

　ンザンビが少年に語りかける。

「……それは……すぐに解るから」

　まじまじと見入るンザンビから、私は少年を遠ざける。

　───その瞬間、相手の背後からコハルは蒼い光のごとく迫った。

　だが予期していたようにンザンビは無造作に剣を振るい、コハルをはじき飛ばす。

（───！　コハル！）

　またも内壁に彼女は叩きつけられた。しかも今度は少女のコハルと、ギャラハッドの姿へと分かたれ、英霊憑依ポゼッション以前の状態へと戻った。コハルへの負傷の蓄積が限界に達したのかもしれない。ギャラハッドもまた決して無傷のようには見えない。

　ンザンビが少年に歩み寄る。

「〝座〟から送り寄越よこされた未来の英霊……？　そうも思えないね。しかしどのみち英霊ならば死んだのだろう？。オレのナイフで訊きいてやろうね───どれ、金の髪の幼おさな子ご、オマエの死に様を、捌さばいてやろうね」

（……どうする……時間を稼がないと……でも……）

　ンザンビの注意がギャラハッドに向き、彼にゾンビ化の感染が及べば致命的なことになるだろう。ならば、少年はンザンビを惹きつける格好のおとりになる。

　だけれど……。

　そんな思惑よりも先に私の手足は動きだしていた。

　素早く正確に操れる単純な刀身を持つ〝枝剣〟を形成し、ンザンビの前に立った。これが少年の霊体をも傷つけかねないまさに諸もろ刃はの剣であることはわかっている。

「さわるなっ、彼に！」

「どいてほしいね。オマエはもういいと言ったろ」

　ンザンビの剣───巨大なナイフと私の〝枝剣〟が打ち合わされ、切り結ばれる。

「私の……っ……」彼から教わった剣の術わざを信じて振りかぶる。「私のサーヴァント……なんだ!!」

　それを相手は軽々とあしらう。

「ちがうねえ。オマエはただの魔術使いだね。オレは知っているよ。魔術師も、魔術使いも、ただ利己心で動く残忍なモノたちだ。他者の死など、どうでもいいと思っている。オマエも、それだけの利用価値がこの男の子にあると考えるから、必死になる」

　そんなの嫌と言うほど知っている。だけれど───。

「この少年は……わたしのサーヴァントだ！　何も出来なくたっていい……！」

「はははー。じゃあじゃあ、愛玩物として手て慰なぐさみにする気なのかな。オマエは本当にひどいね。何も出来ない者が、自分に誇りを持てるわけ、ないだろ」

「ひとりでいい……たったひとりで……！」

　近接戦ではどうしても〝枝斧〟ほどの威力を持たせることは出来ない。

　ンザンビの剣圧に押され、私の〝枝剣〟がほつれていく。反動で勢い余った〝枝〟の先端が少年に触れそうになる。

　とっさに私は防御も何もなく、剣を引き戻す。それだけは絶対に駄目だと───。

「…………ぅぐっ……」

　目前から獲物を奪われた悪霊たちの怒りが膨れ上がる。

　悪霊に汚された黒い血が、制御コントロールを失って吹き出す。

　身体の各所に開いた霊障から、眼球の裏側からまでも血があふれて、剣闘士たちの聖地を穢けがす。

「おやおや。その忌まわしい〝枝〟は、霊体を喰わせないと、オマエ自身を喰ってしまうみたいだね」

「だか……ら……!?」

　わかってる。魔王エルケーニッヒの〝枝〟も、残弾わずかの魔弾フライシュッツも、ただ都合良く使われてくれる筈がない。彼らは悪霊そのものなのだから。抜け目なく、私自身を傷つける隙を常に狙っているのだ。それでも───。

「……いやだあああ……！」

「見苦しいね。そっちの男の子のほうが、よほど聞き分けがよさげだね」

　おもむろに倒立前転し、手の先で地面をついてふっと身を浮かせたンザンビは、両脚を絡めて引き絞り、バネのようにはじいて私を蹴り飛ばした。

「ぎゃっ……ぁ……！」

　砂地の地面に転々と転がり放り出される。あばら骨をやられ、息が出来ない。

　横たわり触れる地面から激震が伝わる。闘技場の反対側で爆音が轟いた。

　争う声と、壁の崩れる音。連射される発砲音。怒号と悲鳴。

　カリンの叫び声も聞こえたかもしれない。

　さまざまな争いの音ノイズが地面を伝わってくる。




　血でふさがれ、激痛で裏返った眼球を指で戻し、どうにか立とうとする。

　その先でンザンビは、ナイフを少年の胸先に突きつけていた。

　───だめだ。

　土をかきむしり這いずりながら、彼を求める。

　この世界には穢けがせない、穢けがしてはならないものがあるのだと。

　たとえ万能の《聖杯》であっても、決して置き換えることの出来ないものがあるのだと。

　でなければ、どうやって前に進めばいい？




「オマエ……オレが怖くはないみたいだね」

　少年はンザンビの赤い瞳を静かに見つめ返し、そして言った。

「あなたは、へびじゃないね」

　胸先のナイフの刃に、少年がそっと触れる。

「それならぼく、こわくないよ」

「…………何？」

　ンザンビがいぶかしみナイフを引き戻そうとする。が、その刃は微動だにしない。

「……罅ひびが……!?　コイツ！」

　異形のナイフは少年の指先が触れた場所から白熱し、閃光をあげて飛び散った。
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　光と熱が視界からようやく薄れた時には、少年だけが一人で立っていた。

　力を使い尽くしたように膝から折れ、その場にへたりこむ。

（……ンザンビは……!?）

　黒い肌の女は忽然と姿を消してしまっていた。

　周囲の気配を辿る。瞬時に疑似的な物質状態を解除して、透明な霊体へと変化したのだろうか？　それはまた別の危険が考えられる事態といえたけれど、なぜか一つの脅威の波が去ったように思えた。

　少年のもとには、おそるおそる自分の二振りの剣を遠ざける姿勢でギャラハッドが歩み寄っている。

　やや離れた場所でうずくまっていた私のもとには、小柄な少女の姿に戻ったコハルが、苦痛を堪こらえ、それでも健気に耐えながら駆け寄ってきた。

「エリセさん……！　彼女が……聖痕スティグマータが！」

「…………やっと、来たの……ルキウスも……」




　闘技場には、あたかも決壊したダムのように、暴走するサーヴァントたちとゾンビ化した市民たちがあふれだしていた。

　その惨状を見下ろす、遙か上部の客席に彼らは現れた。

　眼下を一望し、すぐさま緩ゆるやかに曲がる客席の測そく壁へきを、文字通り飛ぶように駆け降りてくる。

　彼の腕に、黒いセーラー服の彼女が抱えられている。

　そして大きな背にはためく外套こそは、真紅に染められた彼の色だった。




　コード・クリムゾン───〝真紅の招集〟。

　その〝赤〟はローマの〝赤〟。マルス神を象徴するローマ軍人の誇りの色。

《聖杯》が創りし千年王国。その平和の担い手を喚よび、務めを果たせと命じる人々プレブスの叫び。

　彼ら平和の担い手は、その義務を果たす。

　聖痕スティグマータの真鶴まなづるチトセ。そして彼女のサーヴァント───。

　───〝聖せい槍そう〟の〝ルキウス・ロンギヌス〟を此こ処こに迎えて。




「ごめんね。電車が遅れてしまって。これでも急いできたのだけれど」

　闘技場に身軽に降り立ったチトセは、わるびれるふうもなく言った。呆れ気味にルキウスは応じる。

「きみを抱えて走ったのは私だがな」

「そうだけど。新宿で一汗かいたばかりなんだから。休憩も必要でしょう」

　軽口を叩きながらも、チトセは《令呪》をにぶく輝かせた。

　旧世界の正真正銘の《令呪》───。

　聖痕スティグマータの異名を持つ彼女の由来ともなった四つの《令呪》を。




　その輝きをみとめ、周囲のサーヴァントたちが引き寄せられた。威嚇いかくされた野獣たちのように。されども知性を失った戦士の本能が、剣を交えるに申し分ない無二の敵を認めたかのように。

　生き残りの市民の集団、そして必死に抵抗を続けるまだ正常なサーヴァントたちの一群を見つけると、チトセはよく通る声で彼らに告げた。

「こちらへ廻して！　暴走したサーヴァントはすべて、私とルキウスが相手をする！」
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　───おそるべき殺さつ戮りくが始まった。

　顕けん現げんさせた大楯を据え、さらに真紅の槍を握る兵士は、彼のマスターと背を預け合いながら速すみやかに敵を屠ほふっていった。

　聖槍を振りかざし戦う様は、圧倒的という言葉では不足している。




　彼こそは聖杯戦争を勝ち抜いた勝利者チャンピオン。

　ルキウス・ロンギヌス───エルサレムの丘で自らの運命を悟った百人隊長ケントゥリオ。

　七騎の英霊の一騎〝ランサー〟として、激戦の頂点に立ち、チトセの手に《聖杯》をもたらした最優のサーヴァントなのだから。

　この街にあふれるサーヴァントたちは、どれだけ誉ほまれ高き英霊の魂を模写していたとしても、彼ルキウスの栄光に比べたらおぼろげな影にすぎない。




　私たちは周囲へ注意を向けながら後方へ退がった。

　繰り広げられる修羅場から距離を取りながらも、視線を離すことのできないコハルが熱っぽく私に尋ねる。

「エリセさんっ……あの打撃は……聖痕スティグマータのあれは何ですか……？　黒こっ鍵けんというものですか？」

　コハルが興味をひかれるのも当然だった。

　それは〝黒鍵〟でもなく〝フィンの一撃ガンド〟でもなく、彼女だけが持つ魔術師らしからぬ暴力の発露だったから。
















「あれは……聖釘サクリ・キオディ。救世主を十字架に打ち付けた釘くぎの、その模造品───」

　あるいは聖せい釘てい。

　両手と両足、四カ所の《令呪》から生じる『拘束』の概がい念ねん武ぶ装そう。

　徒と手しゅ空くう拳けんのパイルバンカー。

　四角錐形の太く呪わしい強靱な鉄釘が、短時間実体化を遂げ、敵を刺さし囚とらえる。

「……って、ルキウスさんから昔教わった。チトセは人に何か教えるのが、すごく、馬鹿みたいに下手だから」

「ふぁ、はぁ……聖釘、ですか」

　コハルは身震いをする。生ける伝説ともいえるチトセに無邪気といってよいほどの、深い畏い敬けいの念を向けている。

（けれど……）

　あの戦いこそはチトセにとって、最大の恥辱の姿なのだと私は感じていた。

　平和の破綻を認め、市民とそのサーヴァントたちをみずから手にかけねばならない。骨ほね身みを削る苦渋に満ちた務め。

　私を仕事から遠ざけてでも押さえ込もうとしたけれど、それでも抑えきれなかった。

　確かに外敵は現れた。でもその時はずっと以前からじりじりと迫っていたのだ。
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　───混乱の波が引き、私はようやくカリンたちとの合流を果たした。

　普段であれば、仕事を終えたばかりの私を見て、笑いとばすか、不注意を怒ってくるカリンも、私とコハルの汚れきった惨状を見てさすがに青ざめていた。もし、プラン少年までが同じ有様だったならば立ち直れなかったかもしれない。

　けれど少年が擦すり傷きず一つなく、のんびりと周囲から浮き気味にすら思える様子を見て、だいぶほっとしたようだった。

　もちろんその後にかなりの剣幕で少年を怒鳴りつけてはいたけれども。今は少年は向こう傷だらけの紅葉の隣りで、きょとんとしている。




　束の間の避難所となった闘技場のフィールド脇の空間では、恐怖の遠のいた弛し緩かんと、反動の疲れが重く覆い被さっていた。

　不安そうに身を寄せて集まる人々が、互いの無事を喜び、どうにか家族や知人への連絡を取ろうとしていた。そんな脇を甲高い鳴き声をあげて数匹の豚が走りぬけていく。こんな所にどうして豚が……。

　感染の難を逃れた出場選手では、源九郎義経の主従が健在だった。戦場の一角には、討ち取った首しゅ級きゅうを塚のように山盛りにして周囲をうんざりさせている。




　チトセとロンギヌスの一方的な掃討戦のその最後に仕留められたのはハンニバルだった。

　彼が倒れる姿をコハル自身もその目で目撃し、そしてただ見届ける他にしてやれることは何もなかった。

　槍で深々と穿うがたれ彼が消滅した場所に、膝をつき、大きく肩を落とすコハル。その傍らには、義経とそのマスターの少女が立ち、なにごとか語りかけ彼女を慰めていた。

　私には何も言えない。ただいつものように、幾つもの後悔がよぎる。




　チトセは、他地区のカレンシリーズに連絡を取り、状況を確認している。

　コハルはそんなチトセを遠目に強く意識しながら悲愴な決意を語った。

「あの〝ンザンビ〟というサーヴァントを野放しにはできません。ライデンフロース本家とも連携して追討へ向かいます。追跡の手がかりとなる情報も、あの女は幾つか残していきました。まずは契約主マスターの捜索から」

　それを聞いたカリンが仰天する。

「……え？　今からか？　ちょ、やめとけって！」

「ほう、いいだろう。狐狩りだな。つきあおう」

　その一方で無謀な後押しをしたのは、誰あろう彼女のパートナーのギャラハッドだった。いったい本当にこの人は、どういうつもりなんだろう。

　私はせいいっぱい理性的な態度で彼女を諭さとす。

「コハル、今、無理をすると、一生魔術が使えなくなるかも」

「構いません」

　捨て身な返事に取りつきようがない。

　しかし現れたばかりのルキウスは私よりも彼女を深く理解していた。

「ライデンフロース。きみはトーナメントの同胞を救えなかったことを悔いている。だが、一人で深追いをするものではない。真名と相手の性質が判明しているのならば有効な対策を用意することも出来る」

「そうだってば、コハル。あなたもエリセもさ、まず怪我を治さなくっちゃでしょ。逃げたンザンビって奴もほぼ無傷だっていうし！」とカリンも胸を痛める。

「…………」

　コハルは思い詰めた表情のままだ。

　彼女がどれだけ真剣に、敵に立ち向かったかは私が知っている。

　それでも力及ばす、最後は彼女の尊敬するチトセの手まで借りることになった。

　きっとそのことを、亡くした同胞たちに対して、そして自分に対しても恥じている……。

　そんな中、彼女のサーヴァントが放った言葉に、コハルははっと顔をあげた。

「そいつのやりたいようにさせろ。それにロンギヌス、あんたに何か言う資格があるとは俺には思えない」

「……ギャラハッド卿。貴殿は何を護っている。この酸さん鼻びを極める事態に、その場に居合わせた者として何か思うことはないのか」




「二人ともやめなさい」

　避難した市民たちの視察を終えてチトセが戻り言った。

　ギャラハッドの傲ごう岸がんな態度にコハルが血相を変え、爆発する寸前のタイミングだった。

「まだ事態は流動的なのよ。口論する頭を解決に向けて使って。それに……カレンとの連絡が途絶えたままだわ。《秋葉原こちら》のカレン・フジムラと」

　コハルがおずおずとチトセに尋ねた。

「どういうことなのでしょうか。現状の都市機能の麻痺は、管理ＡＩが停止したためなのでは？」

「いえ。彼女は生きてる。それはわかるの」

　チトセは肩をすくめた。

　暴走の発生以降《秋葉原》全体で混乱が生じていた。いまだに救急チームがコロセウムに派遣される様子も無い。市民間の通信もほぼダウンしている。かろうじて《令呪》を消費した魔術的な交信が可能になっている程度だ。

　いやな予感がする。

「……でも、闘技場のどこかにいる。私、探しに行く」

「じゃああたしも───」

「カリンはここにいてよ。紅葉さんと一緒に怪我をしている人たちを診てあげて」

　もたげる不安を押し隠し、心配そうなカリンに作り笑いを向ける。

　チトセにも無言で了解を得る。

「まって」

　幼い声で少年に呼び止められたのは私じゃなく、意外な相手だった。

「チトセ。あなたに、いわなきゃ」

「なにかしら？」

「いぬが、ぼくをよんだ。くろい、いぬ」

　また、犬だ。

　他愛の無い話だと聞き流されるかと思った。けれど、さきほどの五騎の敵に囲まれる間すらも不敵な微笑を絶やさなかったチトセの表情がこわばった。

「あなたに、つたえてくれって」

「……黒い犬……その犬が、何と？」

「しがむかえにきた、って」
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　───「し、ってなに？」




　少年の恐ろしい呟つぶやきを耳にした私は、我を忘れて走り出していた。

　誰かが呼ぶ声も背後に置き去りにしたまま。

　私はいい気になっていた。〝先生〟に依頼されるまま〝仕事〟をこなし、自分ひとりでこの街を守っているつもりになっていた。

　チトセの作りあげた砂上の楼ろう閣かくの不備を見つけては、私の祖母は昔から不器用で考えが浅はかだとみくびって悦えつに入っていた。

（そんな間も、先生はずっと戦っていたんだ。私なんかにはとうていこなせない、大きな仕事に取り組んで。不眠不休で。自分がばらばらになるまで……！）




　傾きだした陽ひがコロセウムの外縁で切り取られ大きな影を作る。

　模擬海戦が始まった時にフィールドに満たされた海水が、客席上層のありえない場所にまで及んでいるのがわかった。

　宝具の衝撃で跳んだにしてもあまりにもその水みず蒿かさが高い。

　ざあざあと通路をすべり降りてくる水流に逆らい、その源みなもとへと導かれるように客席の上階を目指した。

　ほとんど水没してしまった客席には、並ぶ椅子の合間で逃げ遅れた客の死体たちが浮かび、側そっ溝こうの落ち葉のように溜まっていた。




（彼は、プランはいったい何を見たんだ……黒い犬って……現実だったの？）

　サーヴァントを殺す〝死神〟。

　街にふさわしくない外部からの侵入者を追い返す。そして時には殺す。

　手に負えなくなったモノたちを取り除いていくなんて、本当は一番簡単な仕事だった。

　先生は、どう受け入れるべきかをいつも考えていた。

　───彼らを赦ゆるし、受け入れなさい、と。

　───彼らを拒絶せず、なじみ深い隣人として出迎えなさいと。

　いつもそう言っていたんだ。




　屋内の客席の頭上を走る斜路スロープを最上層にまで上り詰める。

　その斜路に残る不自然な水たまりに彼女は仰向けに倒れていた。

「───先生！　フジムラ先生！」

　駆け寄り、ずぶ濡れの身体を抱き起こす。先生は苦しげに口から水を吐き出した。この陸おかの上で、たった今まで溺れていたかのように。

「エリセ……さん」

　私は彼女の身体の様子を素早く観察しながら息を吞んだ。

「精度が落ちてしまいましたね……予測した稼働停止の時刻よりも、長く保もってしまったようです」

　彼女を濡らしているのは水だけではなかった。ほぼ無事な衣服の下には、幾つもの穿孔された指先ほどの穴があき、そこから温かい体液が零こぼれだしていた。人型端末特有の透明なとろりとした液体が。

　私はおぼろげな知識と記憶を懸命に動員して、ＡＩの救護の筋道を組み立てていた。

　迅速なバックアップ。仮死状態によるデータ崩壊の進行停止。依より代しろとなる光学結晶体の摘出と他端末への移植。まだ間に合うはずだ、まだ。

　けれど、一つだけ言えるのは、決して物理的な方法では《聖杯》に接続されたＡＩを殺すことは出来ないということだ。そこに命は無いのだから。再現された一つの創発的な状態に過ぎないのだから。

（嗚呼───泣くな、泣くことなんてあとでいくらでも出来る）

　冷たくなっていく身体を抱き上げ、階下へと運ぼうとすると、ずるりと抵抗があり、そこでようやく彼女が身に纏まとっていたものに気がついた。

　ひと締しめほどの赤く染められた亜麻リネンの布だ。濡れることでさらに血の色に近い、暗くくすんだ色合いになっていた。




「───逝かせてやるがいい」

　私の元に、気配を持たない声が届いた。

「葬られたものだけが、変わらぬ真実となる」




　違う。気配はあった。あまりにも身近すぎてわからなかったのだ。

　彼らは最初からそこにいた。ンザンビに劣らない神々しい霊気が、神気が、闘技場の暗がりに満ちていく。

「ポルカporcaミゼーリアmiseria……」

　弱々しくも鋭い棘とげは失われていない声で、先生が毒づいた。

「……黙りなさい、駄犬……。彼らは引き込んだ海水に紛まぎれて侵入を……あんな聖別された管を通って……盲点でしたね……」
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「我々はもうこの城塞を去る。人間への十分な警告は果たした」

〝声〟は斜路の先に寝そべる一匹の犬から発せられていた。

　暗がりよりもさらに暗い、夜のごとき黒色の毛並みの、長い耳を持つ優美な犬だった。濃厚なオリエントの風格を備えている。

　犬の傍らには一人の少女が立っていた。民族的なドレスに身を包むあどけない雰囲気の少女だ。

「ただ……そうまでしてその女が抗あらがい、会わせまいと拒んだ者に対たい晤ごしておこうと案じてな」

「エリセさん……だめです……はやく……」

　逃亡を促す忠告にもかかわらず、私は動けない。

　その声に、奇妙な懐かしさをおぼえて、まるで金縛りにあったように硬直していた。
















「昼が、夜を打ち倒す───。

　女らしさを男が作り、男らしさは女に作られるようにな。

　座はゆがみ、聖杯は欺ぎ瞞まんの泥で満たされた。

　間もなく陽ひは沈むだろう。昼を作り直す時が来たのだ」




　ガガガガガッ───と、静けさを穿うがち太い鉄釘が彼らを貫いていた。

　私と先生の背後にチトセが立ち、両手の《令呪》を輝かせていた。

　しかし───『拘束』の聖釘は彼らの本体を捉えることはかなわなかった。

　身体の表面に波紋が拡がったかと思うと、そのまま人と動物の形を崩し、本来の水へと還っていく。それはただの水人形にすぎなかった。

　低くくぐもった声だけが残される。

「エリセ、お前は我々の側に立つ者だ。また───迎えに来よう───」




　不吉な侵入者たちが消え、私はその場に残された。

　瀕死の姿を目の当たりにしながらも、チトセは何も動こうとはしない。

「エリセ……さん……」

　先生は私に尋ね、最後の言葉を伝えようとする。

　時々、泡音にかき消されてしまうその声を、私は必死に胸にとどめる。

　だけれど、もうその時が迫っていた。

「先生……先生っ……死なないで……カレン……」

　彼女を抱きしめ呼びかける。その身体はもう驚くほどに軽い。

「これは死ではありませんよ……ＡＩのエージェントが一体、失われる。ただそれだけの事象コトです」

「でも……っ……そんなの、受け入れられないよぉ……」

　くしゃくしゃに顔を歪めひどい泣きべそをかく私をみて、彼女は弱々しく微笑んだ。

「ありがとうエリセ……」

　震えながら持ち上げられたカレンの手が、私の前髪に触れる。

　懐かしそうに私の額を撫でる。

「私にも、母が……いたの……あの人は……赦ゆるされない死に方をした……だからね、私は、せめて……」

　終わりまで聞くことはできなかった。

　彼女の指先は私の頰をつたいながら、静かにすべりおちた。




『報告いたします───』

　交信音声と共に、チトセの傍らの空間に映像が現れた。

　遠隔視テレスコープの礼装を通じた魔術的なものだ。映像には矢やが絣すり袴ばかま姿のカレンシリーズの一人が映っていた。

『カレン・フジムラの霊子カーネル消失を確認しました。事前の取り決めに従いモザイク市の監視業務、カレンシリーズ統括権限を〝カレン・ヒムロ〟が継承します。《秋葉原》地区は暫定的に、シリーズ全エージェントで分割管理します。

　───って感じで、およろしい？　チトセ、許可を』

　チトセはその場に膝をつきしゃがみ込むと、ひび割れた先生の眼鏡を外した。

　目元に掌を載せ、開いたままの両瞼をそっと伏せた。

「許可するわ」
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　───夕闇が迫っていた。

　コロセウムの外部でも大小の異変は発生していた。

　都市管理ＡＩが事実上不在となっていた時間、都市の心臓部が麻痺した空白期間により《秋葉原》の各エリアでは多くの事故が起きていた。

　しかし徐々に通信と交通網が復旧し、当局と医療機関もその機能を急速に復帰させつつあった。




　私たちは、ようやくコロセウムの外部へと出た。

　周囲は様々な人々でごった返す。闘技場で起きた惨事についてようやく都市情報網で知ることのできた観客の家族や知人が、その安否を確かめようと行き交っていた。

　家族の名を叫び求める声。大切な者を喪うしなった言葉にならない号泣。

　戦闘を受けて破壊され、崩落寸前となった外壁部には立ち入り禁止のラインが張られた。

「あいつがさ、居たような気がするんだよね……」

　そうカリンがぼやきながら怪訝顔であたりを見渡していた。

「あいつって……朽くち目めさん？」

　おずおずとカリンらしくない態度で頷く。

「まあ、すぐわかんなくなっちゃったんだけど」

「私たちの無事を確かめに来たとか……？　それも変か」

　気にすんなよとカリンは屈託なく笑った。

　そういえばと、私も周囲の人波を見渡した。

「…………ああ、いた」

　少年は、彼らの悲しみのただ中にぽつんと立っていた。まるで音楽を聴くように、人々の嘆きにひっそりと耳を澄ませていた。

　私にはその姿は、「死」は何かと尋ねた彼が、答えを得ようとしているように見えた。

　悲嘆に暮れる人々の中に孤高に立つ少年。金色のスカーフに夕陽の輝きをゆらめかせるその姿は、現実のものとは思えなかった。




　死の領域が拡がっている───そうンザンビは言った。

　死は特別なものじゃない。いつだって私たちのそばにあった。

　ただこの街では、舞台の上から遠ざけられ、覆い隠されていただけだ。

　それは時には私自身の手で。都市管理ＡＩの手によって。そして、チトセの白い指先に目を塞がれて。

「チトセ───」

　私は、祖母を見据え訊ねた。

「あの黒い犬のサーヴァント、チトセの知り合いなんでしょう？」

　外見からの幾つかの予測は私にも挙げられる。けれど、なにより重要なのは、あのサーヴァントが私の名を呼び、チトセとは既知の者であったことだった。

「黒い犬って聞いて驚いていた。なんのためらいも無く、聖釘を打ち込んだ。あいつらを知っていたんだ。今日起きることをチトセは知っていたんだ」

「…………」

　チトセは答えない。

　スーツ姿に戻ったルキウスもまた、憂うれいの色を眉まゆ根ねに刻みながらも何も言わずに黙っている。

　大好きなルキウス。でも今日だけは、その沈黙が私を苛立たせる。




　私の問いなどはまったく顧かえりみずチトセは言った。また、まただ。

「エリセ。カレンの代わりに伝えないといけないことがあるの」

　私は身構える。いつも、いつも不幸が彼女の方からやってくる。

「───カレンから保護を託されていたあの子は、私のほうで預かるわ」

　…………!?

　またも、予想もしなかった申し出に私は身震いした。

　彼女はすべてを奪っていく。

〝仕事〟も、少年も、私を見守ってくれたカレンも───私の両親までも。

　───もう、言いなりにはならない。

「ことわる……」

　私がそう言い放っても、拒否を予期していた彼女は弱り顔の一つもみせない。

「───そう私が言ったとしても聞かないんでしょう、チトセは」

「……そうね」

　少し離れた場所に立っている少年を彼女は見た。前に進み出て私は立ちはだかる。

「私が先生から依頼されたのは、彼の保護だけじゃない。彼の正体を探ること」

「それももういいわ」

　私は首を振った。

「よくないよ。私はたぶん、答えにたどり着いた」

「……そう。では、はいと言う気はないのね。なら、仕方ないな」

　チトセの手に《令呪》の輝きが現れた。聖痕の印。磔たっ刑けいの苦しみを我が身で準なずらえようとする、敬けい虔けんの証あかしが。

　そして静かに呼びかける。彼女のサーヴァントに。

「ルキウス───」

　……まさか。

　チトセの呼びかけにも彼は動かない。

　耳に何も届いていないかのように脇を見やり立ち尽くしている。

「ルキウス」

　再びチトセが呼びかけた。血が凍るようなとても優しい声で。

「や……やめて……ルキウス……！」

　私は少年に駆け寄る。けれど───。

　主あるじの《令呪》が輝きを増す前に、彼は機械のように動いた。

　その手のなかに、槍を顕現させ、そして───。

　少年に向けて正確に投げ下ろした。
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　───割れる氷のような金属同士が搗かち合う響き。

　ルキウスの投じた聖槍は、橙色の空に高々とはじかれた。

　少年の目前、私が届かなかった場所には彼が───。

　鎧を脱いだラフなシャツ姿のギャラハッドがいた。

　その手で高く水平に剣を構え、ロンギヌスを見据え立ちはだかっていた。

「おい、〝死神〟。ンザンビの前でコハルを見殺しにしなかった謝礼だが、こんなものでいいか？」

　きりきりと宙を舞った槍は、再びギャラハッドの目前に落ちてくる。

　地に着く寸前に彼はそれを摑み取り、目にもとまらぬ動作でロンギヌスの足下めがけて投げ返した。

　憮ぶ然ぜんとするロンギヌスに、ギャラハッドは飄ひょう々ひょうと告げる。

「……俺の〝奇妙な垂れ布の剣〟は、別にたいした力は無いんだが。元をたどれば、羊飼いだったイスラエル王の持ち物だ。地味ながらこれで聖遺物レリクスのお仲間というわけだ」

「そうか……ダビデ王の剣か」

「ああ。ロンギヌス、あんたのあらゆる護りを貫く自慢の聖槍にだって、こうして皮肉程度なら意見を差し挟める」

　せせら笑いつつ、ギャラハッドは剣を腰におさめた。

（コハル……！）

　応急手当を受けてこちらに戻っていたコハルが歩み寄り、無言で彼のそばに立った。

　悲痛なその横顔には、ギャラハッドの行為に対しての驚きの色は無かった。

　コハルは私とチトセのやりとりをずっと見ていたのだ。

「───それに、どうかな。あんた止めてくれるのを期待していただろう」

「…………」

　ロンギヌスが沈黙し、私はチトセを睨み付ける。

　やがてチトセは嘆息し《令呪》をおさめた。

　コハルの脇を抜けながら、チトセが声をかける。

「ライデンフロース？　早く怪我を治してね。あなたの力がまた必要になる」

「……はい……」

　コハルは目を合わせることも出来ず青ざめている。

　そうしてチトセとロンギヌスはコロセウムから立ち去った。




　コハルとギャラハッドに感謝を伝えようとした。カリンと紅葉も誘って、ジューススタンドにでも行こうかと、自分らしくもない提案を思い立った。

　───その時だった。

「……うっ……くっ……」

　鋭い痛みが私を襲った。自分の腕を摑みその場にうずくまる。

　それは悪霊たちとはまるで違う、今まで感じたことの無い痛みだ。

　気づけば彼が私の前に立っていた。そして厳おごそかに口を開いた。





「あい、あすく、ゆー」






　またあの、とつとつとした英語。

　私に呼びかけていた。まっすぐに。





「あー、ゆー、まい、ますたー？」






　熱さと痛みが腕の先に向かって駆け抜け、魔力の通り道を刻みつけていった。

　そして私の望み続けた、契約の印が───。

《令呪》の文様が左手の甲に浮かび上がる。

　彼は小さな騎士のように手を取り、凜とした表情で私を見ていた。
















　私は笑っていた。きっと泣いてもいたと思う。

「……本当に、ずいぶん遠い所から来たね、きみは！」

「うん」

「きみの名前は〝ボイジャー〟。星の海を旅する、ひとりぼっちのサーヴァント」

「うん───やっと、あえたね、エリセ」

　口を頼らない私の声にも、彼は正しく耳を傾けうなずいた。

　誓いを此処に───。

　我は常とこ世よ総ての善と成る者、我は常世総ての悪を敷く者。

「いいよ、エリセ───。

　このせかいを、こわそう。聖杯戦争せんそうを、おしまいにしよう」

　聖杯の寄よる辺べに従い、この意、この理ことわりに従うのなら───。

　この命運を、汝の標しるべに預けよう。

「きみののぞみは、ぼくの、わすれもの。

　ふたりで、おしまいを、みとどけよう───」
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「聖杯戦争は……まだ終わっていません」

　私の腕の中で目の光を薄れさせながら先生は言った。

「エリセさん、あなたは戦いを望みますか……それとも……」

　───私は望んだ。

《聖杯》を求める戦いに、この身を投じることを。

　そして、終わらせることを。

　すると先生は、とても哀しい顔をした。

「……そうですか。ではこれが最期の依頼ですね。ならば、エリセ───」







「フユキを───訪ねなさい」








つづく。
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「艦隊これくしょん‐艦これ‐陽炎、抜錨します！」（ファミ通文庫）

「ソフィーのアトリエ～不思議な本の錬金術師～」（コーエーテクモゲームス ガストブランド）
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